
































僕と君だけに聖夜は来ない








藤宮カズキ





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ













　ダメだ。鼓動がうるさい。

　なんだって俺は、こんなに緊張してるんだ。

　なつみとこうなった時のために、シミュレーションだって何回もしたし、どうすればいいのかだって、めちゃくちゃネットの記事を読み漁あさったのに。

　全然手汗が止まらない。今日はこの冬一の寒さだって言ってたじゃないか。これじゃあ、全く格好がつかないぞ。

　落ち着け。

　いいから落ち着くんだ。

　こんなんで告白なんかしたって、うまくいくわけない。

　ほら、ひとまず深呼吸だ。肺いっぱいに冬の冷たい空気を吸えば、少しは熱も引くから。

「ねえねえ、理り一いち」

　と、無駄に緊張して慌てる俺をよそに、なつみはとても弾んだ声で呼びかけてくる。

　真っ赤なコートにミニスカート、それに長い黒髪が振り返った拍子に、ふわりと舞い上がる。首にかけたトレードマークの大きなヘッドホンは相変わらずだけど、見慣れた制服姿とは違った格好をしているからか、今日のなつみは一段と、その、かわいく見えた。

「お、おう。なんだ」

「見て。すごいきれい!!」

「そ、そうだな」

　って全然ダメじゃないか。

　よく見ろよ、学校の屋上からの風景を。

　駅前のクリスマスツリーにだって負けないぐらいに街中が光り輝いてるし、十九時のライトアップを控えたアビエスタワーだって、ここからならよく見える。

　御み園その市の街並みは、クリスマス・イブに相応ふさわしい装いなのに、もっとマシな返事はないのかよ。何が『そうだな』、だよ。他に気の利いたことが言えないのか。

　………………。

　…………。

　……。

　無理か。

　何しろ今日まで生きてきた十七年間、彼女なんていたことがないんだし、クリスマス・イブに女の子とふたりきりで過ごしたことだってないんだから。

　それで緊張するなって方が、土台無茶な話だ。

　だって、見ろよ。

　今日のなつみ、可愛かわいいぞ。

　出会った頃の刺々しさが何だったんだってくらいに、明るい表情を浮かべて、今だって顔を輝かせて目の前の風景に見入っている。

「本当に変わったよな」

「え、何？　理一、何か言った？」

「昔はハリネズミみたいだったのにな」

「な、な、どういう意味、それ!?」

「そのまんまの意味だろ？　そうだな、リスぐらいにはなったんじゃないか？」

「リ、リスって、そんなに可愛くないよぉ」

　なんて言うけど、そうやって頰ほおを染めて照れくさそうにされると、胸が高鳴って仕方ないんだが、本人に自覚ないのがな。

「それを言ったら、理一だってそうでしょ」

「何が」

「出会った頃は目も合わせてくれなかったのに、何よ、人のことからかって」

「うるせーな。俺だって色々あったんだよ」

「どうしてそうやってもったいぶるの？　あんまり格好つけてると、恥ずかしがり屋だってバレちゃうよ？」

「おまっ!?」

　お返しよ、なんていたずらっぽく笑って逃げるなつみを追いかける。

　月明かりに照らされた屋上に、ふたりの笑い声が響く。

　それは、とても楽しくて、賑にぎやかで、今年の春先に出会った頃と比べれば、距離もだいぶ、いや、かなり近づいたんじゃないかと思う。

「おい、待てって」

「やーだ。ちゃんと捕まえて」

「このっ」

　クリスマス・イブ。

　ふたりきりの屋上。

　今日、学校は休みで、誰かが来ることなんてありえない。

　だから、今この場所は俺らだけのものだ。

「捕まえた」

「きゃっ」

　腕を捕まえると、バランスを崩したなつみが倒れ込んでくる。そうして抱きしめると、トクトクという心地いい音が行き交う。

　それが果たして、はしゃいでいたせいなのか、それともこれからしようとしていることのせいなのかは、わからない。

「……」

「……」

　心地よい沈黙のすぐ後、全身が緊張に包まれる。なつみの腕を摑つかむ手にも、自然と力が込もる。だから、きっと伝わってしまったはずだ。

　これから何をしようとしているのかが。

「……ッ」

　固唾をのんで見上げてくる視線。そこに込められた期待と不安と、緊張と高揚。赤く染まった頰に、どこか潤んだ瞳。整った顔立ちが何かを欲しがるように熱を帯びている。

「なつみ」

　でも、どれだけ覚悟を決めたって声は震える。

　喉はカラカラで、目元が熱い。

　ああ、くそ。

　やっぱり鼓動がうるさい。

「……理一」

　呼びかける声にすら込められたとびっきりの感情。

　きゅっと引き結ばれる唇は切なげで、熱っぽく湿っているのに、どうしてだか凍えてしまいそうなほどに震えていて。

　潤んだ眼差しは何かを欲するように、でも臆病さも覗のぞかせていて。

　こそばゆくて、くすぐったくて、だから、だから気持ちが溢あふれて、




「なつみが好きだ」




　言葉にして伝えるんだ。




「……っ」




　瞳は見開かれて、




「うん」




　なつみがひとつ頷うなずく。

　涙混じりの声が、胸に響く。




「私も」




　彼女の言葉全てが、心を震わせる。




「好きだよ。理一、君が好き」




「ッ」




　力の限り抱きしめる。

　もう、この気持ちを抑える必要なんかないから。




「好きだ、なつみ。好きだ」

「うん。うん。私も。私も理一が好き」




　ちくしょう、なんだよ、なんでこんなに幸せなんだ。

　一体何なんだこれは。

　こんなに嬉うれしくて、熱くて、どうしようもない感情があるなんて、全然知らなかった。

　なあ、もしさ、もし神様がいるなら、

「このまま時間が止まればいい。なつみ、俺、今すっげぇ幸せだ」

「私も、私も幸せだよ。本当にこのまま時間が止まればいいのに」




　そうして幸せを嚙かみしめ合う。

　見つめ合って、あまりにも幸福すぎるせいで、なんだか心がフワフワとくすぐったくて、

　笑みを交わし合って、

　そして、




「ぁ──っ」




　なつみが血を吐いた。

　わけもわからず驚きに見開いた視界の中、なつみは沈むように倒れていく。ひろがった髪が場違いなほどきれいな輝きを放つ向こうでは、ライトアップされる前のアビエスタワーが静かに俺らのことを見つめている。

　支えを失ったなつみの体を受け止めながら、どこか頭の片隅で考えていた。

　──そっか、血は温かいのか。




　十八時四十七分、こうしてなつみは一度目の死を迎えた。
















「ッ!?!?」

　思わず飛び起きた。

　慌てて周囲を見渡し、枕もとのスマホを見ると、そこにはくっきりと十二月二十二日という日付が表示されている。

　安あん堵どの吐息が漏れるのと一緒に、見慣れた部屋に脱力する。

「ビビったぁ」

　なんだよ、夢にしたって冗談が過ぎるだろ。

　なんだって告白した途端になつみが死ぬんだよ。そんなの誰が望んだんだ。

「ホント、なんでよりにもよってあんな夢を見たんだよ……」

　頰ほおを撫なでるも、ぬるりとした血の感触なんてどこにもない。

　それでも奇妙な現実感は残っていて、いやに不安を搔かき立たてる。おかげで激しい動悸は収まらず、耳の奥では早鐘のような音が鳴り響いているし、全身はじっとりとした嫌な汗に濡ぬれていて、気持ちが悪いったらない。

　というか、明らかに実家にいる時よりひとり言が増えたよな。

「だから、あんな人肌恋しい夢を見たのか？　まあ、確かに途中まではよかったけどさ」

　で、ベッドに倒れ込みながら思い出すのは、なつみを抱きしめた感触だ。

　やわらかくて、熱くて、何だかよくわからないけどいい匂いがした。耳元で聞こえる声はくすぐったいし、何より、

「やっぱり胸、デカいよな」

　って、そうじゃない。朝っぱらから何を思い出してるんだ。

　ああもう、こんな妄想に引きずられてないで、さっさと学校に行く準備をするぞ。今のは夢。大体、まだクリスマス・イブになってないのに、先走ってどうするんだ。

　でも、でも仮にだぞ。

　イブに告白して、それでうまくいけば、きっとそういうことにもなるわけで、そうなれば胸だけじゃなくてもっと他のところも、

「って、だからやめろっての。今日もなつみに会うのに、こんなことばかり考えてたら、顔向けできないだろうが」

　くだらない妄想を振り払うように起き上がれば、冷え切った空気にブルリと寒気がこみ上げる。

「寒」

　ほんと、部屋の中だっていうのに吐く息が白いんだから、どれだけ底冷えしているかもわかろうというものだ。でも、ちょうどいいかもしれない。これで少しは頭も冷えてくれるだろうし。

　なんてことを考えながら、机の上に置かれたカメラを手にベランダへ出れば、思わず肩をすぼめるほどの寒さに、身震いをする。

　ツンと痛い空気に、冬の張り裂けそうな冷たさを感じれば、くしゃみのひとつを零したっておかしくはない。

　それでも構わずにファインダーを覗けば、頭が一気に冴さえ渡わたる。

「──」

　増していく集中力に、感覚が研ぎ澄まされていく気持ちよさ。

　カメラを構える度に訪れる澄んだ感覚が、ピリッとした空気と相まって、心に静けさを広げていく。

　あらゆる雑念が消え去り、ただひとつの機械として目の前の風景へとレンズを向ける。

　没我の視界が、世界をより鮮明な輪郭を持って捉える。

　並ぶ家々に多くの電柱。電線の上には雀すずめが止まり、住宅街の向こうには高層ビルが立ち並ぶオフィス街。そしてそれらの中心で天を衝くアビエスタワー。

　今日も御み園その市の街並みは、冬の低い朝日に照らされる。くっきりとした陰影の中で澄んだ存在感と共に浮かび上がり、そこに孕はらんだ人々の気配までが鮮やかに色づいている。

　平日の朝、気怠さと慌ただしさが混ざり合った独特の雰囲気。

　多くの人が、今日という一日を始める時間だからこそ感じるものを切り離す。

　──カシャ。

　素っ気ない電子シャッターの音が耳じ朶だを打つ。

「ふぅ」

　ファインダーから目を離し、一息つけば、カメラを構えた時に感じた静けさは霧散していく。そうして何気なく見やる風景は、高校の進学祝いにカメラを買ってもらってから常に見続けてきたものだ。

　こうしてマンションの四階から、日々変わる情景に目を凝らしてレンズを向ければ、一日一日を刻んでいくような感覚があり、純粋におもしろい。

　だから、一日一ショット。

　それが日課で、習慣だ。

「しっかし、今日は一段と冷えるな」

　まだ暗さの残る空が、雪でも降らせようとスタンバイしているような気温だ。きっと高い空のどこかにいる冬将軍が、その頃合いを見計っているに違いない。

「どうせなら、クリスマス・イブに降ってくれればちょうどいいんだけどな」

　もしそんな奇跡が起これば、なつみはきっと喜ぶに違いない。やわらかく降り注ぐ雪を嬉うれしそうに手のひらで受け止める彼女は、すごく魅力的で画になるはずだ。

　許されるなら、そんな情景を撮ってみたくもあるけれど……。

「とはいえなあ」

　どうしたって気が引けるものはある。大体、なんて言うんだよ。

　モデルになってくれ、か？

　それとも、お前の写真を撮らせてくれ、か？

　何にしたって気が引ける。そんなこと言えた義理じゃないのに。

　いやまあ、なつみなら照れくさそうにしながら、いいよ、なんて言ってくれそうな気もするし、それはそれで可愛かわいいんだろうけど、

「って、だからいちいち悶もん々もんとしてたってしょうがないだろ」

　都合のいい思考を振り払いながら、ベランダを後にする。冬の空気が流れ込んだ部屋は、寝起きの瞬間よりもずっと清すが々すがしく、深呼吸のひとつでもすれば、すっかり気分も入れ替わる。

　そうして、机の上にカメラを置くついでに、角が擦り切れボロボロになったカメラ雑誌を手に取ってしまうのも、もう日課と言えば日課なのだろうか。

　自然に開くほどに折り癖がついた見開きには、一枚の写真が掲載されていて、その横にはこう書いてある。

『金賞・黒くろ江え理り一いち』

「……」

　素っ気ないけれど見開きの中では一番大きな文字に、嬉しいような申し訳ないような複雑な気分になる。

　タイトルに『彼女の世界』と銘打ったそれは、俺が撮り、そのカメラ雑誌が毎月開催している読者投稿の賞に応募したものだ。

「まさか受賞するなんて思わないよな」

　何しろ、発表から何一つとして実感を得られないまま、もうすでに半年以上が経っているのだ。

　編集部から受賞の連絡を受けた時だって、まるで他人事のように対応してしまったし、どれだけ時間が経っても、どうしたって現実味が湧かない。

　もちろん嬉しくはある。でも、それ以上になつみに対する申し訳なさが大きい。

　だってこの写真は、彼女の秘密を撮ったもので、投稿するときだって一言の断りもないままで、

「どう考えたって不義理だよな」

　そんなので、一体どうして喜べと言うのだろうか。運よくいい結果が転がり込んできたけれど、なつみに対して不誠実なことをしたのは変わりがない。

　そう、だからどれだけ褒められても、素直に喜べない。たとえそれがなつみの言葉であっても。





▼






「どうして、断っちゃったの？」

　と、むくれた表情をするなつみは、今日も首からはトレードマークの大きなヘッドホンをかけている。昼休みの今、俺となつみは人目を避け、人ひと気けのない空き教室で昼飯を食べていた。いやだって、皆が見てるとこで一緒に昼飯なんて、恥ずかしいじゃんか。

「そりゃそうだろ。金賞なんて偶たま々たま取れただけで、結局趣味レベルなんだからさ」

　と返したところで、全然納得していないなつみは、唇を尖とがらせる。

「もう、どうして理一はそんなことを言うの？　せっかく才能があるのに。それに、私、理一の撮る写真、その、す、好きだよ……？」

「照れるなら言うなよ。こっちまで恥ずかしくなるだろうが」

「なっ!?　人がせっかく褒めてるのに。目を逸らさないでってば!!」

　そりゃ照れくさいからに決まってんだろ。そういう風に言ってくれるのは嬉しいけど、面と向かってはさすがに、な？

「もういい。理一のバカ」

　言葉とは裏腹にしょんぼりしたように肩を落としつつ、なつみはちんまりとした弁当をつつき始める。購買でパンやらおにぎりやらをしこたま買い込んだ俺からすれば、どうしてそれで足りるのかが、さっぱりわからない。よくそんな量で、そこまでたわわに実らせたもんだな。いやまあ、どこが、とは言わないけどさ。

「でも、理一の撮る写真が、新入生向けのパンフレットに載るんでしょ？　先生だっていいって思ってるから、頼んできたんでしょ。だって、金賞だよ？」

「だから、あれは偶々だって。第一、なつみに何の断りもなしに投稿してる時点で筋が通ってないじゃないか」

「本当に変なところで律儀。あと頑固。もうちょっと融通をきかせてもいいじゃない」

「なつみにだけは言われたくないけどな」

「むぅ。ふーんだ。どうせ私は、無愛想で頑固なぼっち電波女ですよ。いいよ、もう」

「あ、おい。勝手に人の飲み物とるなよ!?」

「ふん」

　なんて不機嫌そうにしながらも、耳が真っ赤になってるんだからわかりやすいよな。どうせこいつの事だから、また変なことを言っちゃってないかとか、そんな風に気をもんでるんだろうけど、

「いいんだよ、別に。どこかの誰かに見て欲しいとかじゃなくて、なつみに見て欲しいから仕上げた写真だし。金賞は偶々だ」

　って、先生にも言ったんだけど、それならなおさら黒江が撮った方がいい、なんて言い出す始末だったからな。一体、人に何を期待してるんだか。

「理一」

「なんだ？」

「今のは、ズルい」

「なにが？」

「なんでもッ。そういう無自覚なところも、本当にむかつく。私が一体どれだけ振り回されてると思ってるの？」

　いや、知らないっての。というか、何だっていきなり不機嫌になってるんだ、こいつは。
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「なあ、俺、なんかしたか？　だったらちゃんと教えてくれよ、謝るからさ」

「はあ。どうしてそう肝心なところで真面目になるんだろ。意識してる私がバカみたい。理一、そういうことばかりしてると、いつか絶対刺されるからね」

「何いきなり怖いこと言ってんだよ。会った頃だって、もうちょっと穏便だったぞ」

「うるさいなぁ、このっ、このっ」

　って、痛いから。なんだよ、なんで蹴ってくんだよ。

「もう。理一はそうやってずっとズルくいればいいよ。私ばっかり気をもんで、本当にバカみたい」

　なんて言うくせに、いやに嬉しそうに聞こえるもんだから、よくわからない。ていうかな、俺だって結構お前にやきもきすることだってあるんだぞ？

　最近は雰囲気がやわらかくなってかわいくなったって、クラスの男子が噂うわさしてたりするし、体育の授業中に女子の中でも胸がデカいって話題になったりするらしいし、人に無自覚って言うけど、なつみだってもうちょっと自分のことに自覚的になってくれないと、その、誰かに言い寄られたりとか、色々と心配になるだろうが。

「もうちょっと気にしてくれたっていいじゃない。どうなの、そのあたり」

「もうちょっとってどのくらいだよ」

「そ、それは。頭を撫なでてみたりとか……」

　すげぇな、全く脈絡がないぞ。一体どうなってるんだ、なつみの頭の中は。

「そんなに変なものを見るような目をしないでよ!?」

「いやいやそんなことないぞ？　あのぼっちバリヤー全開だったのに、そんなことを言うようになるなんて、ちょっと、いや大分驚いているだけだ」

「うるさいなぁ。わからないって言ってるじゃん、人との距離感の測り方が」

「すげえことカミングアウトするな。さすがは、ぼっちなつみ」

「ねぇ、けんかを売ってるの？　もう。……いいから、早く撫でて」

　何だって顔を真っ赤にしている女子から、そんな命令口調で言われなければいけないのか。とはいえ、何かをねだるようにチラチラと見られると、逆にやらなければいけない気になってくるのはなぜだろうか。

「アイタ!?」

　でも、そうやって無防備に頭を突き出されると、ちょっとしたいたずら心も働くわけで、

「なんでデコピンなんかするの!?」

「いや、なんかちょうどいいところにオデコがあったから」

　なんて言えば、なつみは恨めしそうに額を押さえる。そうして涙目になって頰ほおを膨らませたり、本当にいろんな表情を見せてくれるようになったな。

「悪かったよ」

「あ」

　だからこそ、さっきみたいに変に甘えられると、戸惑うんだ。

　だって初めて会話した時のなつみは、素っ気なくて無愛想で、本当にバリヤーでも張ってるんじゃないかってぐらいに、人を寄せ付けようとしなかったんだから。

　それが今では、こうして俺に頭を撫でられて、嬉しそうに頰を緩ませるんだから、本当に人ってのはわからない。

　……それにしても、きれいな髪をしてんな。長くて、サラサラで、触ってるだけで気持ちよくなってくる。

「なんでやめるの」

「え、まだやんの？　たっぷり三分も撫で続けたのに？」

「そ、そんなの時間なんか関係ないもん。ちゃんと私を満足させてよ……」

　あー、くそ。こういうのも、全部無自覚なんだろうなあ。

「なつみ、お前俺以外の男にもそういうこと言ってないよな？」

「？　何言ってるの。私、仲いい男の子なんて理一しかいないよ」

「──ッ」

　そりゃ知ってるけどな？　お前がぼっちで、友達いなくて、さみしい思いをしてることも全部。だからって、そういうことを面と向かって言うか!?

「どうしたの。いきなり顔隠したりして」

「うるせー、ほっとけ」

「変なの。ふふ」

　こういうところは、本当に卑ひ怯きようだ。不意打ちでそんなこと言われたら、どうしたって意識しちまうだろうが。って、そうか。さっきなつみが言ってたのも、そういうことか。

　あー、そりゃ言葉も強くなる。

　だって、そうだろ。こんなに照れくさい感情に振り回されて、どうして普通でいられるんだよ。

「でも、本当にもったいないよ」

「何がさ」

「写真の話。パンフレットに使わないまでも、撮ってみればいいのに」

「だから、その話は断ったんだって。もう、いいだろ」

「むぅ。理一の才能は、私と違って皆に認められるものなのに」

　何気ない言葉だ。でも、その言葉に込められた気持ちの深さを知っているせいで、それは決して聞き流せるものではなかった。だから、

「アイタッ!?　もう、だからデコピンなんてしないでよ」

「なつみがバカなことを言うからだ」

「何、バカなことって。だってそうじゃない。私の見ているものは誰にも、理一にだってわからないんだから。そのせいで私は、ひとりぼっちになったんだし」

「今は違うだろ。それに、本当にそう思ってるのか？　俺が撮った写真、お前も見ただろ？」

　そう告げると、なつみは呆あつ気けに取られた表情をしたあと、頰を染め、嬉うれしそうに小さく微笑んだ。

「本当にズルいよ」

　まあ、言葉は相変わらず負け惜しみっぽいんだけどな。

「信じないかもしれないけど、本当に感謝してるんだよ？　だからね、理一がわかってくれてたら、それでいいの。他の誰に理解されなくても、うん、それでいいの」

　そんなさみしい言葉とは裏腹に、温もりのある表情を浮かべている。

　きゅっと胸がすぼまる痛みは、人とは少し違う世界を生きている彼女を思ってのもの。

　普通の人には見えているものが見えず、見えないものが見える。

　そんな、ちょっと特別な事情がなつみにはある。

　そしてそれが原因で、中学でいじめられていた。

　だからなつみはずっとぼっちで、人との距離の測り方が不器用で、でも、だからこそツンケンしたり甘えたり、色んな表情を見せてくれる。

　今は、それが嬉しいんだ。

「理一、食べないの？　昼休み終わっちゃうよ」

「ん、ああ。そうだな」

　一瞬の切なさは過ぎ去り、遠い喧けん騒そうに包まれた昼休みの時間へと戻ってくる。なつみは小さな弁当をつつき、俺は積み上げられたパンやおにぎりへと手を伸ばす。

　穏やかな時間。

　心休まる空間。

　とても大切だと思えるものが、ここにはある。

「ところで、その、明後日は、大丈夫なんだよね……？」

　と、妙に歯切れ悪い言葉に、思わずため息が漏れた。

「な、なんでそんな反応するの!?」

「なんでって、そりゃそうだろ。何回目だよ、この話するの」

「いいでしょ、何回したって。それに、心配なの。男の子と、デ、デートの約束なんて、したことないん、だから……」

「──ッ」

　なつみ、頼むからいい加減にしてくれ。そんなに顔を真っ赤にして言われると、こっちにまで照れくささが伝わってきて、なんていうか、どうすりゃいいんだよ、この落ち着かない感じは!?

「ねえ、大丈夫だよね。ちゃんと、約束してるよね？」

「大丈夫。大丈夫だから。十一時に駅前で待ち合わせしてるから」

「そうだよね。……よかったぁ」

　なんなんだろうな、この居たたまれなさは。もう、今すぐにでも教室を飛び出して行きたい。そしてどこかの窓を開け放って、冬の青空に向かって意味もなく叫びたい。

「あ、理一忘れてないよね。アビエスタワーのライトアップは絶対に見るんだからね」

「わかってるよ。ちゃんと覚えてるって」

「なら、良し」

　と、なつみは満足そうに笑みを浮かべる。本当に晴れやかな表情で、やっぱり出会った頃のハリネズミっぷりを知ってると、その豹ひよう変へんぶりに胸が熱くなる。

　こいつ、本当に可愛かわいくなったよな、なんて。まあ、さすがにそれは、恥ずかしいから言わないけどさ。

「楽しみだなぁ、クリスマス・イブ。絶対、楽しい日にしようね」

　クリスマス・イブ。

　はしゃぐなつみをよそに、なぜだか引っかかりを覚えた。

「……？」

　奇妙なしこり。胸の内でわだかまるそれに首を傾げるより先に、今日見た夢のせいだと思い至る。

『好きだよ。理一、君が好き』

　そう言った後に倒れたなつみ。胸元は真っ赤に染まり、薄く開いた唇から伝う血の赤さはどうしようもなく胸に迫る。

　あまりにもリアリティのある情景に咄とつ嗟さに口元を押さえ、込み上げてきた吐き気をゆっくりと飲み下すと、べっとりと嫌な汗が背筋を伝う。

　冬の寒さとは違う、悪寒。

　なつみが死んだという強い実感が、不意に蘇よみがえる。

「────」

　深く息を吐き出す。落ち着け、と言い聞かせる。大丈夫だ、ちゃんと見ろ。なつみは生きてそこにいる。

　生きて、目の前にいるじゃないか。

「理一……？」

「あ、いや。悪い。少し考え事してた」

「悩み事？」

「いや、何でもない」

　濁した言葉は俺の戸惑いそのものだ。だって、何て言ったらいいんだ。夢でなつみが死ぬところを見たって、そのまま告げるのか？　なつみに？

　冗談じゃない。

　現実の彼女に何か影響があるわけでもないのに、なんでわざわざ不安にさせるようなことを話すんだ。

「……私には話せないこと？」

「いちいち突っかかってこなくていいから」

「う、うるさいな。いいでしょ、心配ぐらいしたって」

　こんな不器用な優しさを嬉しく思うなら、あんな夢ぐらいでいちいち動揺なんてしていられない。

　大体、多少吐き気がしたからって何だって言うんだ。そんなもので、なつみと一緒にいる時間を台無しにする方がもったいないじゃないか。

「本当に大丈夫だから」

「それならいいけど」

「ああ。ちょっと明後日のことを考えてたら、ボーッとしただけだ」

「そう？　……うん、楽しみだよね、明後日」

　ほら、なつみはこんなに朗らかな笑みを向けてくれるんだ。あんな奇妙な夢なんて、忘れてしまった方がいい。





▼






『この空は敵に侵されている』

　白しら波なみ瀬せなつみといえば、ＳＮＳ上でそんな文言と一緒に空の写真を上げまくる〝電波美人〟として有名だった。

　他にも、『私はお前たちが見えている』とか『敵の正体を求む』とか『見えている人、いませんか？』なんてのもあって、高校一年の頃からすでにその存在は噂うわさとして聞いていたし、実際にそんな投稿を見たこともあった。

　変わり者だな、と思うと同時に、多少の興味もあったのだ。こんな頓珍漢な投稿をして、周りに隠そうともしないなんて、一体どんなことを考えているのか、と。

　そして、実際に目にした白波瀬は、思っていたよりもずっとカッコイイ奴だった。

　初めて彼女をちゃんと目にしたのは、高校二年のクラス替えの時。他のクラスメイトが三々五々、これからの一年間のために浮足立ったおしゃべりをしている中、白波瀬はただひとり席に座り、でっかいヘッドホンで音楽を聴きながらスマホを弄っていた。

　言葉にせずともわかる、話しかけんなオーラ。

　周囲に振りまく刺々しさから、彼女の周りにはぽっかりと空間が広がり、騒がしい教室の中で、そこだけが台風の目のようになっていたのだ。

　男子も女子も積極的に話しかけようとはしなかった。それでも、誰もが時折チラチラとその様子を窺うのは、そうしてひとり過ごす白波瀬の姿が、きれいだったからだと思う。誰かと一緒に過ごすために必死に声を張り上げるクラスメイトたちの中、ただひとり沈黙し続ける、その混じりっ気のなさに、どうしようもなく心惹ひかれたのだろう。

　何しろ、見ればわかる美少女が、孤高を気取っているのだから。

　まあ、後になってわかったことだけど、白波瀬のそんな態度は本当に気取っているだけで、内心では人との距離感が測れずにびくびくしてたらしい。

　そんな風にして、白波瀬はＳＮＳでの奇行と、クラスでの孤立っぷりから誰からも話しかけられることなく、新学年を迎えたのだった。

　ただ、そんな印象を持ち続けたのも、彼女の世界と出会うまでのことだったけれど。




　その日は業者の作業があるとかで、偶たま々たま屋上への扉が開錠されていた。普段入れない場所への興味も相まって、俺はひとり、頃合を見計らって屋上へと踏み入った。

　特別に何かを期待したというよりは、興味本位の気まぐれでしかなかった。普段と違う場所に行けば、何かおもしろい写真が撮れるかもしれないと、そんな風に思ったんだ。

「──ッ」

　だけど、その時の気まぐれには今でも感謝する。

　踏み入った屋上。

　積み上げられた廃材の山。

　そして、十六時過ぎの空。

　四月初めのこの時期は、随分と日も長くなり、空がやわらかな色彩を帯びはじめる。明るい澄んだ光が降り注ぐそんな場所で、彼女はひとり立っていた。

　空を見上げスマホを掲げる白波瀬。

　教室で見るよりもずっと深い眼差しを青空に向け、廃材の山の頂上で、静かに佇たたずんでいた。

「────」

　一瞬だった。考える間なんてどこにもなかった。

　吸い込まれるようにして、彼女に見入っていた。

　もちろん、普段教室で目にしてはいた。興味ないフリをしていたって、健全な男子高校生なんだから、可愛いクラスメイトがいれば、そりゃ意識だってする。

　でも、この時の白波瀬は、そんな日常の中にはいなかった。

　とにかく胸に迫る光景だった。衝き動かされるようにファインダーを覗のぞいた。だって、今この瞬間にシャッターを切らない理由なんてどこにもなかったから。

　四角く切り取られた視界の中、白波瀬はひとり切なく空へと目を向ける。

　一体どんな思いを抱えているのかはわからない。何を考えているのかだってわからない。それでもその存在感は、やわらかさと苦さを持って胸を衝いた。

　目の前に広がっているのは、彼女だけの世界。

　教室や廊下、体育館に食堂。

　そんな日常から、一歩ズレたところ。

　学校という背景から、乖かい離りしていた。

　──カシャ。

　そして、指は自然とシャッターを切る。

　けれど、物悲しい電子音が空へと吸い込まれていくのに合わせて、白波瀬の世界は霧散してしまう。なぜなら、今や屋上は彼女だけの場所ではなくなっていたから。俺という無粋な闖ちん入にゆう者しやのせいで、美しくも儚はかない世界は消え去った。

　自分でやっておいてなんだが、後悔したよな。もう少し、静かに佇む彼女を見ていたかったけど、今となってはそれはもう叶かなわない。

「誰ッ!?」

　空気を裂くような鋭い声だった。

「あ、その。よ、よお」

　その声と、白波瀬の剣幕に圧され、情けない返事を返すことしか出来なかった。緊張のあまり、視線が泳ぎまくって、どう見ても挙動不審だったって自覚はある。

　咎とがめられるかな、そんな心配とは裏腹に、白波瀬はなぜだか申し訳なさそうにスマホを胸に抱いていた。

　まるで悪いことでもしたのを必死に隠し通そうとしているようなその姿に、どうしてだか、さみしそうと、そう思ったのを強く覚えている。

「あの写真のやつか？　白波瀬がネットに上げてる」

　だから、思わずそう声をかけていたんだ。だって、そうでもしないと、風が吹けば飛んでいってしまいそうだったから。

「な、なんで知ってるの!?　って、きゃっ!?」

「おい!?」

「大丈夫だからッ」

　またも響く鋭い声。一歩踏み出した足が、そこで止まってしまった。

「大丈夫、大丈夫なの、私は」

　今にもバランスを崩しそうで、危なっかしい。それに、大丈夫だと言い聞かせながら、人を近づけようとしない頑かたくなさは、教室での姿とは違って、なんだかとても不器用そうだった。

「そんなとこに立ってるからだろ。ほら、手」

「だ、大丈夫って、きゃあっ」

「白波瀬!!」

　最後の一歩でついにバランスを崩した彼女を、慌てて受け止められたのはいいけど、情けないことに支えきれず腰を打ってしまった。

「き、君──」

「なんでそんなとこに登ったんだよ!?」

「ッ」

「危うくケガするとこだったんだぞ!?」

「あ、あ、その、ごめん、なさい……」

　腕の中で肩を落とす白波瀬は、腰でも抜けたのかへたり込んだように座っている。とにかく大事はないようで、何だかこっちまで気が抜けてしまった。

「で、今度は一体どんな文言と一緒に投稿するつもりだったんだ？」

「え」

「今撮ってた写真。ＳＮＳに上げてるやつなんだろ？」

「う、うん。そう、そうなの」

　しかし、改めて見てもきれいな娘こだな。鼻筋はすっと通ってるし、目は大きいし、これであの話しかけんなオーラさえなくなれば、すごい人気者になれると思うんだけどな。

「な、なに？　人のことをジロジロ見て」

　ただ、当の本人にそんな考えは全くないのか、警戒心を隠そうともしない。一方的に話しかけたとはいえ、その刺々しい雰囲気に凹へこみそうになったのも、まあ、事実だ。

　だけど、屋上に吹く風に春の気配を感じ、その時はとにかく優しい気分だったんだ。隣でこっちをにらんでくる、ハリネズミみたいな少女の視線すら許せてしまうほどに。

「別に、何もしねえよ」

　なんて言ったところで、白波瀬の警戒心が解けるはずもなく。キッと鋭い視線を向けたまま、少しでも距離を取ろうとしているのか、体をねじってこっちに背中を向けている。まるで、針で攻撃でもされているような気分だ。

　チクチクと刺々しい。

「う、噓うそ」

「ん？」

「だって、私の体、触ったじゃない」

「いやいや、助けたからだろ!?　不可抗力だろ、それは!?」

「それでも触ったことには違いないでしょ。それに、助けてくれなんて、誰も、頼んでない……」

　不器用すぎるだろ、この娘は。

「なあ。そんな風にしてると、しんどくないか？」

「何で、そんな知った風なことを言われなきゃならないの。私の何を知ってるって言うの」

「知らねぇよ、何にも。だってお前、教室でも喋しやべらないじゃん。それでわかれって方が無理あんだろ」

　ＳＮＳでおかしな投稿を繰り返していること。

　教室でひとりヘッドホンを着けスマホを弄っていること。

　白波瀬について知っていることなんて、こんなもんだ。それで知った風なんて言われたところで、どうしようもない。

「じゃあ、君は誰なの」

「……誰って。黒江理一、お前のクラスメイトだよ」

「そう。そのクラスメイトさんはここで何してるの。屋上は、立ち入り禁止のはずでしょ」

「そりゃお互い様だ。別に、何ってわけじゃない。強いて言えば、そうだな。今日はいい天気だし、こっからならいい写真が撮れると思っただけだ」

　そうしてひょいとカメラを持ち上げて見せる。というか、これ、壊れてないよな？　さっき白波瀬を助けた時に、盛大にぶつけた気もするけど、

「へ、変態ッ!!」

「はあ？」

「そ、それで私のこと撮ってたでしょ!?　この変態ッ」

　思い返せば、殴ったり蹴ったりするのは、この時から変わらないな。

「殴るなっての」

「ちょっと、離して!!」

「いやいや、離したら殴るだろ？　いいからちょっと落ち着けって」

　ハリネズミというよりは、捨て犬でもあやしてる気分だった。あの警戒心バリバリに牙を剝むいてくるとこなんか、本当にそっくりなんだ。

「ほら、別に変な写真は撮ってないだろ」

　カメラが壊れていないことに安あん堵どしながら、さっき撮った写真を白波瀬に見せてやる。小さな液晶画面に映し出されているのは、廃材の山の上、空に向かってスマホを掲げる白波瀬の切ない姿で、

「きれいな写真……」

「だろ？　こんな一瞬を捉えないなんて、カメラを持っててそんなことは出来ない」

「何それ、偉そうに。どっちにしろ盗撮じゃない」

「被写体が『いい写真』って認めてくれたなら、そんな言葉は通用しないな。じゃあ、次はそっちの番だ」

「え？」

「写真。撮ったんだろ？　だったら、見せてくれよ」

　そう告げた瞬間、白波瀬の顔にさっとよぎったのは、戸惑いと怯おびえだったと思う。手にしたスマホをぎゅっと握る姿は、まるで何かを堪えているようで。

「別に下手でも笑わないぞ」

「そういうことじゃないの」

　じゃあ、どういうことなんだよ、とは、そのあまりにも思いつめた表情を見ていたら気安く聞くわけにはいかなかった。それでも、そうして迷うことがあるなら、

「ちゃんと言った方がいいと思うぞ」

「だから、なんで君はそんなに偉そうなの」

「別に偉そうとかそんなじゃなくて、単純に思っただけだ。なんか、お前つらそうだし。聞くだけなら聞くぞ」

「でも……」

　それでも白波瀬は悩む。一体何がそんなに彼女を頑なにしているのかわからないが、だからと言ってこのまま屋上を後にするつもりもなかった。

「俺にだって人に言えないことはある。新しいレンズが欲しくて、学校に内緒でバイトしてたりしたしな。だから、まあ、なんだその。そんなに抱え込む必要はないんじゃないか？」

「……変な人だね、君」

「そうか？」

「うん、そう。普通そこまでして他人に踏み込もうなんてしないよ」

「でも、白波瀬は困ってるんだろ？」

「お節介なんだね、君」

　そんな言われ方をするとむず痒がゆいものがある。この時は別にそんなつもりもなく、ただ何となく、白波瀬がしんどそうだから聞いてみただけだから余計にだろう。




「君には、空は何色に見えるの？」




　なんて、唐突な問いかけは、静かな響きを持って耳に届いた。授業中に教科書を音読するときとはまるで違う声音には、いやにひたむきな真剣さが滲にじんでいた。

　でも、だからこそこの問いは、決して冗談なんかで言われているものじゃないのがわかったのだけれど。

「空は青だろ。夕方とかは、また別だけど」

「そう。普通はそうだよね。空は、青いもの。こんなの、常識だよね」

「いやに捨て鉢な言い方だな。それじゃあ、何か。白波瀬には、何色に見えるんだよ」

「薄い桃色」

「……」

「あと、活発な時だとちょっと紫色っぽくもなるの」

　よっぽど、眼科に行ったほうがいいと言うべきかどうかを悩んだ。白波瀬の言っていることの意味が理解出来なかった。

　なんだよ、薄桃色の空って。

　確かに明け方や夕暮れに、空の条件次第ではそんな色に見えることもあるのかもしれない。でも、白波瀬が言っているのはきっとそういうことじゃない。

「じゃあ、何か。お前が投稿した写真、全部が全部、そんな風に見えているのか？」

「ぅ、ん。でも、写真にすると普通の青い空にしか見えないんだよね」

　今にして思えば、そんなの変な噂うわさをされても仕方ない。そんなことを言われたって、周りの人間には全くもって理解が出来ないわけだし。

「やっぱり、わからないよね？」

「そりゃあな。でも、ちょっと待て」

　そう言って、レンズを空へと向けた。

「何してるの？」

「薄桃色の空ってのは、例えばどんな感じなんだ？」

　首を傾げる白波瀬を側に招き寄せる。そして一緒に液晶画面を覗のぞき込むようにしながら、カメラを操作し、どんどん色味を変えていってみせる。

「すごい。何してるの、これ……？」

「ホワイトバランスを弄ってる。虹をイメージすればわかりやすいけど、光にはたくさんの色合いがあるんだ。その中で望んだ色調で写真を撮るための補正機能。まあ、元々は純白を純白として写真にするにはどうするべきかって、ところからスタートした機能なんだけどな」

　などとちょっと得意げに蘊うん蓄ちくを垂れつつ、驚く白波瀬の前でカメラを操作し、液晶画面に映る空に色補正をかけていく。色温度設定を変え、さらに細かい補正値を変えていく。ひとつクリックするたびに、画面に映る空は色味を変えていった。

　薄いオレンジ色だった空に段々と朱色が差していき、さらにそこから青色側へと補正値を変えていってやれば、紫ともピンクとも言えない色合いへと変わっていき、

「これ!!」

　そして白波瀬が見えている空へとたどり着いた。

　画面全体がうっすらと紫がかっている中、彼女がピッと指さした画面の一点。確かにそこは薄桃色と呼べる微かな色合いに変わっていた。

「これが、白波瀬の見ている空か」

　カシャ、とその状態でシャッターを切る。

「でも、違うの。本当はもっと空全体がこんな感じの薄桃色になってて──ッ」

　側で聞こえる息を吞のむ声。液晶画面を覗き込むのに夢中になっていたせいで、そんな囁ささやくような声すらはっきりと聞こえるほどに近づいていた。

「あ、ごめん。ごめんなさい」

「いや、俺の方こそ、悪かった」

　そんな風に慌てて離れ、謝り合う間抜けな有様に、ちょっと笑えてくるのと同時、間近で感じた彼女の息遣いや、今もほんのり体温の残る二の腕に、鼓動が必要以上に早くなったのを、はっきりと覚えている。

「ふふ」

　でもって、白波瀬が嬉うれしそうに笑った瞬間、一際体が熱くなるのを感じたんだ。あんまりにも恥ずかしいから、カメラを操作するふりをしながら白波瀬のことを盗み見ると、風に流されながら陽ひに照らされる髪が、彼女の周りにだけ光の粒子を散らしていた。

「……きれいだ」

「え」

「え、あ、いや、その、なんでも、ない。ああうん、ほら空。空がな、きれいだって。そういう話だ」

　情けないことこの上ない。なんだってあんなにしどろもどろになってたんだろうか。

　でも、しょうがなかったんだ。

　白波瀬はどう控え目に言っても美少女で、さっきまで彼女の胸が二の腕に当たってたわけで、それで緊張するなって方が無理がある。

「黒江君、ありがとう」

　なんて意味もなく内心で弁解する俺をよそに向けられる、やわらかな微笑。その表情がまたこれ以上ないぐらいにきれいで、気付けばこれまたアホ丸出しで見み惚とれていたわけで。

「はじめてだよ。私の見てる空をわかってくれた人は」

　そうして気が付けば全身が驚くほどに熱くなっていた。

「今まで、誰もわかってくれなかったの。だから、今日黒江君と会えて、本当によかった」

　白波瀬と目を合わせるのが恥ずかしい、と言うか照れる。なんで、なんでこんな……。

「あ……」

　と、内心で狼狽うろたえまくる俺を置いて立ち上がった白波瀬は、一歩一歩屋上の中心へと踏み出していく。

　そよぐ春風に髪を遊ばせ、鼻筋の通った横顔に穏やかな微笑を湛たたえる、その姿に、声をかけることすら忘れて見入ってしまった。

「私、中学の頃はいじめられてたんだ」

　そして、彼女は話しだす。背中越しだから顔は見えないけれど、それでもその声は、どうしてだか嬉しそうに聞こえた。

「写生会ってあるでしょ？　あれで風景画を描いたのだけれど、私は空を薄桃色に塗ったの。もちろん普通の人には空がそんな風に見えてないってことは知ってたけど。でも、私は私の見てるものを知って欲しかったの。私も、ひとりきりじゃないって、そう思うために。ただそれだけだったのに、みんなは私を変な奴だって言ってバカにしたの」

　自分の暗い過去を話しているとは思えないぐらいにすっきりとした声音が、そよ風に乗って耳をくすぐる。

「それからは、事ある度にからかわれた。『今日の空は何色だ』『お前は青空を知ってるのか』って。授業での音読で、偶たま々たま『青空』って単語を口にしただけで、教室中で笑い声が起こったんだ。……とっても、悲しかった」

　理解されない虚しさ。

　否定される悲しさ。

　そして、誰とも分かち合えないさみしさ。

　白波瀬は自分が生きる世界を認められることなく、ここに来たのだ。

「そんな連中、こっちから願い下げでしょ？　そう思って、中三に上がる頃からは、こっちから無視してやったの。友達だと思ってた子が、次の日にはいじめる方に回ってるなんて、そんなのも、もう嫌だったから」

「だから、教室でもそうしてるのか？」

　そう問いかけると、白波瀬の頰ほおにさっと朱が差した。それは、単純に恥ずかしがっているようで、

「……悪い？」

「はは。お前、耳まで真っ赤だぞ」

「余計なお世話だからね!?」

「そうか。だからお前は、ＳＮＳであんな投稿をしてたんだな。世界のどこかには、自分と同じような人がいるかもしれないって」

「そうだけど」

　そんなぶっきらぼうに言わなくてもいいと思ったけど、でも、それも仕方ないことなのかもしれない。だって、今まで誰にも理解されずにひとりぼっちだったのだから。

「本当にね、少しだけ、ほんの少しだけ期待があったの。もしかしたら私の他にも、私みたいに見えてる人がいるかもしれないって。でも、そんなことはなくて、私はひとりぼっちなんだって思い知るだけだったけど」

　この時、理解した。

　頑かたくなな態度も、誰にも話しかけられないようにしているのも、全部、そうしたさみしさの裏返しだったんだと。

　あの世界の中、白波瀬はずっとひとりで生きているから、そうするしかなかったんだと。

「だから、正直に言うね。いい、こんなこと一度しか言わないから、よく聞いててね。……ありがとう」

　言うと同時にすっと振り向いた彼女は、とても照れくさそうで、だけれど今まで見せてくれていたどんな表情よりも、やわらかで。朱が差した頰も、はにかんだ口元も、そして優しさを湛えた眼差しも、全てが鮮やかなまでに色づいていた。

　トクン、と俺の中で脈打つものがあった。それは次第に早まっていき、トクトクと心地のいいリズムで全身をノックする。

　ああ、我ながら単純だな、とそんな風に思ったものだ。

　こんな笑顔ひとつで、こうまで彼女を意識してしまう自分がいるなんて。

　でも、しょうがないじゃないか。あんなにも不器用に、誰にも話しかけられないようにしていた少女が、こんなにも真っすぐに気持ちを顕あらわにしてくれたんだから。

「明日、写真を持ってくるよ」

「え」

「ちゃんとさ、仕上げるから」

　そうして呆あつ気けに取られる白波瀬を残して、俺はひとり屋上を後にした。

　同情だと思われるかもしれない。

　憐れん憫びんだと思われるかもしれない。

　そうした時、彼女が一体どんな気持ちになるのかを考えれば、不安にもなる。

　それでも彼女のために何かをしたかった。

　胸の内には、いつまでもはにかむ顔が残っている。

　ありがとう、と告げられた言葉が繰り返し心を急せき立たてる。

　話を聞いただけだ。でも、そんなちっぽけな行動で、あんな表情を浮かべてくれるなら、なんだってしてやろう。そんな気分になっていた。




　そんなある種の万能感を胸に、衝動的に家に駆け込むと、熱に浮かされたようにひと晩中パソコンを弄り、持てる限りの技術を駆使して一枚の写真を創り上げた。

　それが白波瀬のために出来ることだと信じていたから。

　それしか彼女のために出来ることがないと思うから。

　だから、一枚の写真を創り上げた。

　それは、最初に屋上へと踏み込んだ時に撮った一枚を加工したものだ。

　儚くも美しい薄桃色の空の下、彼女が立つ廃材の山も、背景に見えるアビエスタワーも、遠く広がる御園市の街並みも、全てが同様に、薄桃色に染まっている。

　そんな中、白波瀬だけが色彩をまとい浮き上がっている。

　だからこそ、彼女は孤独なのだと、ひとりきりでこの世界に生きているのだと、そう感じずにはいられない一枚を仕上げた。




「白波瀬」

「黒江君？」

　翌日、登校して一番に話しかけたとき、彼女はいつも通りひとりスマホを弄っていた。もしかしたら今日も例の投稿を繰り返し、自分と同じ世界に生きる人を見つけようとしているのかもしれない。

　だとしたら、きっとさみしさをその胸に抱えているはずで、頑なな態度の下に孤独を隠しているのだろう。

「これ」

　正直な話、唐突すぎだったのかもしれない。朝一でいきなり、何の前触れもなく封筒を差し出しているのだから。

　でも、とにかくこの時は、白波瀬のために何かをしなければ、とそんな風に考えていたし、思いつく正解なんて、これしかなかったわけで、

「まさか、本当に持ってくるなんて思わなかった」

　と、そんな風にごちゃごちゃと考える俺をよそに、白波瀬は封筒を開け、中に入っていた写真にじっと視線を落としていた。

「これが、私の生きる世界……。そっか、こんなにきれいなんだ」

　そうしてそっと写真の表面をなでる指先が恥ずかしいやら照れくさいやらで、意味もなく時計を見やり、教室に入ってくるクラスメイトを見やり、そして、

「ありがとう、黒江君」

　うっすらと涙を浮かべて感謝してくれる白波瀬を見た。

　その瞬間広がる実感に、不覚にも涙が出そうになって。彼女のために何かが出来たのだと、そんな嬉うれしさが込み上げてきたのだ。

　もし、誰かを好きになる瞬間があるのだとすれば、それはきっと些さ細さいなきっかけに過ぎないのだと思う。

　でも、それをこそ運命なんて呼ぶのかもしれない。

　だって、本当にただの気まぐれだったんだ。

　興味本位で立ち寄った屋上には困っている白波瀬がいて、俺には出来ることがあって、そして、ありがとうと言ってくれた。

　ただ、それだけ。

　劇的なものなんて何もない。

　本当に小さな心の触れ合い。

　でも、そのちっぽけな気持ちが、何より大事で、その小さな始まりから白波瀬のことをどんどん好きになっていったのだ。

　だから、きっとこれは運命だったのだろう。





▼






「こんなところでサボってた」

「なつみ？」

「ダメでしょ、みんなが大掃除してるのに、ひとりだけサボってるなんて」

　階段を昇ってくるなつみは、ジャージ姿で長い髪をひとつにまとめているせいか、見ているこっちが寒くなるほど、首元が涼しげだ。

「別にサボっちゃいない。ちょっと休憩してただけだ。それに今日は十二月二十三日だぞ？　祝日に学校に来てるだけでも立派なもんだろ」

「屁へ理り屈くつ言いたくなるのもわかるけどね。でも、しょうがないよ、全校生徒での大掃除なんだもの」
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「そう言いつつ、なつみだって座ってるじゃん」

「ダメ？」

「いや。いいだろ、少しぐらい」

　なにしろ大掃除なんて生真面目にやったところで、成績がよくなるわけでもないしな。だったら少しぐらい息抜きしたって罰は当たらないだろう。

　屋上前の踊り場は人の気配が遠い。開け放たれた扉から吹き込む風を避けるように身を寄せ合えば、薄いジャージの生地越しに彼女の体温が伝わってくる。

　普段は閉じられているはずの扉が開いているのは、片付け切らない資材ゴミなんかを運ぶためで、さっきだってこの寒い中、汗をかきながらえっちらおっちら階段を昇ってきたばかりなのだ。まあ、あまりにも疲れたから、手にした資材ゴミを放り出すと、そのまま階段に座り込み一息ついていたところだったんだけどな。

「なつみ。お前、教室に居場所なくなったんだろ」

「な、ななな何を言ってるの!?」

「動揺しすぎ」

「理一が変なことを言うからでしょ!?」

　あの春の日から半年以上が経過し、なつみも随分とやわらかくなった。けれど、相変わらず教室ではひとりでいることも多く、俺以外のクラスメイトと話しているところもほとんど見たことがない。

「り、理一だって教室に戻りたくないから、こんなところにいるんでしょ!?」

「そうか。そうだな。それじゃあ俺は先に戻ってるから、なつみはもうしばらくここにいてもいいぞ」

　なんて言いながら立ち上がれば、なつみは涙目になってジャージの裾に縋すがりついてくる。

「どうしてそういう意地悪を言うの。理一のバカ、おたんこなすッ」

「おたんこなすって……、まあ、いいけどさ」

　あんまりからかい過ぎると、今度は手が出始めるからな。この辺が潮時だろう。

「そういえば、ヘッドホンは？」

　そうか、首元が寒そうだと感じた理由はこれだ。いつもは着けているはずの大きなヘッドホンがどこにもなく、白いうなじを冷たい空気に晒さらしている。

「さすがに大掃除のときは外すよ。邪魔になっちゃうし」

「ひとりでいるのが居たたまれなくて、教室から逃げ出したのにって、痛い!?」

　そんなに思いっきりつねらなくたっていいだろうに。

「で、平気なのか？　頭痛すんだろ」

「うん、大丈夫。今日は空も穏やかだし」

「そうか。にしても変な話だよな。ヘッドホンをすると頭痛が収まるなんて」

「ね。私も不思議」

　そう言いつつ、なつみはさらに身を寄せてきた。

「あ、おい」

「なぁに？」

「いや、なんでもない」

　そんな甘えるような仕草をされてしまえば、途端に何も言えなくなる。温かな感触を肩で受け止めつつ、遠い喧けん騒そうに耳を澄ませる。トクトクと脈打つ音は、果たしてどちらのものなのだろうか。チラリと見下ろすと、なつみは心地よさそうに瞼まぶたを閉じていた。

「ねえ、理一」

　呼びかけに、慌てて視線を外す。盗み見ていたのがバレたのかと思った。

「理一、聞いてる？」

「聞いてる。なんだ？」

「私、理一に会えてよかった」

「な、なんだよ。いきなりそんなこと……っ」

「照れたの？」

「うるさい」

「照れたんだ」

「だから、うるさいって」

「ふふ、さっきの仕返し」

　くそ、からかい過ぎたか。まさかこんな風にしてやり返されるなんて。

　でも、なつみが嬉しそうにしているなら、どうでもいいかといった気分になってしまう。あとはまあ、胸、当たってるしな。

「エッチなことでも考えてるの？」

「そんなわけねえだろ」

　エスパーかよ。焦る。

「ねえ理一。覚えてる？　初めて会ったときのこと」

「まあ、そりゃあな」

「ここだよ。この屋上で、私たちは会ったんだよ」

　なつみに言われ、肩越しに後ろを振り返る。

「あのとき置いていかれたの、地味にショックだったかも」

「それは、悪かった」

「まあ、次の日に写真を持ってきてくれたから許すけど」

　これがまあ、本当に嬉しそうな声で話すものだから、こっちとしては心のやり場に困るわけだけど。

「でも、よかった。私を見つけてくれたのが理一で」

「別に。偶たま々たまだろ、偶々」

「そんなに照れなくてもいいのに。私、本当に嬉しかったんだから」

　そんな晴れやかな笑顔を向けられると、こっちまで嬉しくなってくる。




「だからさ、理一は私の側にいてね」




「……なつみ。顔赤いぞって痛い!?」

「もう、どうして君って肝心なところで気が利かないの。ほら、もう行こう。まだ大掃除は終わってないんだから」

「わかったって」

　立ち上がり、階段を降り始める。

「ねえ、理一」

「なんだ？」

「明日、楽しみだね」

　髪を翻して階段を駆け降りていくなつみを呆然と見送る。

　参った。

　あんな顔で言われたんじゃ、明日は意地でもいい日にしなければいけない。それでも、そんな期待すらも今は楽しく、なつみの後を追いかけ階段を降りていく。

　風に揺れる鉄扉が、なんだか物悲しい音をたてた。





▼






　そしてクリスマス・イブの今日、一足先に待ち合わせ場所に着いたけれど、これが妙に落ち着かない。

　さっきからソワソワとした緊張感に振り回されっぱなしだ。この寒さなのに妙に手汗をかくし、三十秒置きぐらいにスマホを見ては画面を消したりと、どうにも浮かれっぱなしだ。

　それもこれも周りの雰囲気のせいだ。

　ここらでも有名な繁華街の待ち合わせスポットだけあって、周囲には俺みたいに人を待つ男女で溢あふれかえっている。忙しなくキョロキョロと周囲を見ている男性、落ち着きなくスマホの画面を叩たたいている女性と、これだけ多くの人が何かを待ちきれないと言外で告げていれば、そりゃ落ち着かなくもなる。

「マジで落ち着かねぇ」

　ああ、くそ。こんなことならカメラでも持って来ればよかった。そして、適当に写真でも撮っていれば気がまぎれたのに。

「失敗したなあ」

「何を？」

「うお!?」

　そうしてテンパっていたから、突如横合いからかけられた声に、思わず素っ頓狂な声を上げてしまった。

「そんなに驚かなくてもいいでしょ」

「な、なつみ」

「ごめんなさい。待った？」

　そして気まずそうにしながら、ぺこりと頭を下げるのは、今日の待ち人だ。

「ああ、いや。別に。俺も、今来たとこだし」

　情けないぐらいしどろもどろになってしまう。昨夜のイメトレでは、もっとスマートに出迎えるはずだったのに、一体何してんだか。

「ふふ、ありがとう。早く来てくれて」

　情けなさに凹へこみそうにもなるが、なつみがそうしていつも通りのやわらかい笑みを浮かべてくれれば、どうでもよくなってくるのも確かだ。

「……それで、何か言うことはないの？」

　なんて、服をつまみながら聞いてくるこいつは、割と真面目にすごいと思う。

　気恥ずかしくて言い出せなかったことを、ズバリ正面から聞かれた気まずさに目を逸らしたくなる。

　当然と言えば当然だが、今日のなつみは制服姿ではない。白いニットに胸元を強調するようなコルセットスカート。そしてその上に羽織った厚手の赤いコートと、普段見ることのない格好は、不思議なことに初めて見る気がしなかった。それでも今日という日の特別さを認識するには十分で、

「すげー、……似合ってる」

　たったそれだけを口にするのに、なんでこんなに言葉を振り絞らなければいけないのか。照れくさ過ぎて、もう一秒だってこの場にいたくない。

「ほら、さっさと行こうぜ」

「もう、そんなに恥ずかしがることないのに」

「うるせー」

　おかしそうに笑うなつみと並び、先に繰り出していった男女たちを追うように、クリスマス・イブの街へと繰り出していく。

　カップルや家族連れ、友人同士など、すれ違う多くの人から感じる雰囲気。まるで街全体がいつもより浮かれているかのようだ。

　そんな賑にぎやかな街の中、横を歩くなつみは、普段の倍以上に楽しそうだ。その軽やかな足取りを見ているだけで、今日、一緒にいられる嬉うれしさが込み上げてくる。

　うん、よかった。

　誘うときはバカみたいに緊張したけれど、でも、本当に誘ってよかった。

「理一、なんだかニヤけてるよ」

「なっ!?　いや、何言ってんだお前ッ」

「慌てすぎ。それに、顔が真っ赤じゃない。何かいいことでもあったのかな？」

　こいつ、絶対確信犯だ。そんなにいたずら気な顔してんじゃねぇよ。

「何でもないっての」

「少しは素直になってくれたら、私も嬉しいんだけどなぁ」

　それが出来たら苦労しないっての。でも、まあ、なんて言うか、今日、なつみと一緒にいられて嬉しいのは間違いない。だから、

「あ」

「なんだよ」

「なんでもない。ふふ、行こ？」

　何も言わずになつみの手を取って歩き出す。まあ、あれだ。これなら言葉にする必要もないからな。

　なんて、そんなくすぐったいやりとりをしながら、街を歩く。

　ただそれだけでも小躍りしたくなるぐらいに楽しいのに、今日はやっぱり一味違った。

　何しろクリスマス・イブなのだ。

　街もクリスマス仕様に飾り立てられ、どこもかしこも華やかで明るい。そんな中を、なつみと一緒に歩いているのだ。これで浮かれるなって方がどうかしてる。

「ちょっと見て見て理一。あれすごく可愛かわいいくない？」

　そうやってショーウィンドウに飾られている服を見て、はしゃぐなつみは可愛いし、

「なつみ、こっちも食えよ。すごい美味うまい」

　店先で恥ずかしげもなく食べさせ合いなんかをしては浮かれるしで、ただ今日という日に一緒にいられる。そのことが無性に嬉しくて、胸の内が温かくなる。

　これからもこういうことはたくさんあるんだろう。

　年始になれば初詣に行って、二月にはバレンタインだってある。三年に上がるときにはクラス替えもないから来年も同じ教室で過ごすことが出来る。

「見て、理一。すごい夕日」

「ああ、もうそんな時間か」

　途中で入った喫茶店でのおしゃべりが楽しすぎて、時間の経過なんてすっかり忘れていた。気が付けば日が傾き始め、辺りには少しずつ影が伸び始めている。

「なあ、なつみ。ちょっと学校に行かないか？」

「どうして？　何か忘れ物？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど。なんか今日みたいな日の学校って、ちょっと行ってみたくないか？」

　告げた瞬間、なぜだか胸の内でドキリと脈打つ感触があった。

　ふと、二日前に見た夢が脳裏をよぎり、慌ててそれを振り払う。

「うーん、確かにおもしろそうだけれど、入れるのかな？」

「大丈夫。ちゃんとルートは確保してある」

　なんだったんだ、今の感じは……？

　胸に抱いた微かな違和感。しかしそれはすぐに、幸せで温かな楽しさに塗りつぶされていく。

　浮かれ、はしゃぐうちに俺たちは学校へと来ていた。

「まさか本当に入れるなんて思わなかった」

「だから言ったろ。大丈夫だって。写真を撮り歩いてるときに偶々見つけたんだ。美術室の窓の鍵がバカになってるって」

「もしかして今までも無断で入ったことあるの？」

「さあ、それはどうだろうな」

「理一って意外と不良だったんだ。問題を起こしても、巻き込むのはやめてね」

「いやいや、そこは『私が理一を救ってあげる』って言うところじゃないのかよ」

「えー、校則違反するような人を助ける義理なんてなくない？」

「え、だってお前。俺がいなくなったら、ぼっちに逆戻りだぞ」

「理一ッ」

「あはは」

　顔を真っ赤にしたなつみから逃げる足音が、静かな校舎内に響き渡る。

「もう、待ってってば!!」

　そうしておどけるあたり、なつみも楽しんでいるみたいだ。でも、その気持ちは十分にわかる。

　いつもは騒がしい校舎内はシンと静まり返り、ふと入ってみようとした教室には鍵がかかっているし、誰かにバレるわけにもいかないから廊下の電気だって点つけるわけにはいかないし、なんていうか、普段出来ることが出来ないっていうのは、結構ワクワクする。

　窓の外から届く光も音も、なんだか遠くて、本当に今ここには俺となつみのふたりしかいないのだと実感する。

　何か、とんでもなく特別なことをしている気分だ。

「お、ラッキー。鍵、開いてるぞ」

「え、ホント？　昨日誰かが閉め忘れたのかな」

「かもな」

　言いつつ鉄の扉を開ければ、冷たい風が吹き込んでくる。風に乗って届いてくるのは、少し離れた街から聞こえるクリスマスソング。

　街中に明かりが灯り、もうすっかり夜の帳とばりが下りている。

　不思議な気分だ。

　夜の屋上には、校舎とはまた違った静せい謐ひつさがある。

　さすがに十八時を過ぎれば、日はすでに沈み、とっぷりとした夜が降りてきている。

「すごいね」

「だろ？」

　なんて得意げになれるぐらいには、目の前の光景は胸に迫るものがある。

　さっきまでいた繁華街に、高層ビルの立ち並ぶオフィス街。御園市の街並みが丸っと飾り立てられたような風景に、思わず感嘆の息が漏れる。

「特等席だ。ここからなら、アビエスタワーのライトアップもよく見えるだろ」

　そう、御園市のどこからだって見えるタワーだけれど、それでも一番よく見えるのがどこかと考え、思いついたのはここだった。

　あの日、なつみと初めて出会ったとき、彼女の背景には何に邪魔されることもなく、大きなそのタワーがくっきりと見えていた。

　だから、ここなのだ。この屋上から始まったのだから。

　あの春の日、どちらかが屋上に上がってこなければ、今日のこの日はなかった。そうすればきっとお互いにすれ違ったまま、学校生活を送っていただろう。

　でも、今はふたりでここにいる。

　だったら、やっぱりここしかないだろう。

　なつみに告白するのは。

「気持ちいいね、誰もいない学校って」

「ああ、来てよかったな」

「うん」

　沈黙が降りてくる。

　やわらかく、静かに、ふたりの間を埋め尽くす。

「…………」

「…………」

　言葉はなく、くすぐったい緊張感を共有していた。

　こそばゆさに浸ってゆく。

　トクトクと小刻みな鼓動を感じる。

「痛ッ」

「なつみ？」

　振り向けば、なつみが顔を顰しかめてこめかみの辺りを押さえていた。

「いつものか？」

「うん、そう」

　時々あるのだ、こういうことが。偏頭痛なのか何なのか原因はわからないけれど、なつみは度々ひどい頭痛に悩まされる。そしてそういう時、彼女はトレードマークのヘッドホンをするのがお決まりだった。

　それで頭痛が収まるなんて変な話だけれど、それでも医者から貰もらった薬より効果があるのだと言うのだから、きっとそういうものなんだろう。

「ヘッドホンは？」

「さすがに今日は持ってきてないよ。だって、クリスマス・イブだよ？」

　なんて言うけれど、そんなに顔を顰めてるってことは、痛みが酷いんじゃないか？

「そうか、じゃあ。仕方ないよな」

「理一？　あ……っ」

「耳、塞いでやるよ」

　我ながら口実としては稚拙だ。耳を塞ぐために抱きしめるなんて。でも、いいじゃないか。今日ずっとなつみと過ごして、そろそろ限界だったんだから。

　待ち合わせ場所で会った時も、手をつないで街を歩く中でも、こうして誰もいない学校に忍び込んだ時も、ずっとこうして抱きしめたかったんだから。

　そして、それは俺だけじゃなかったみたいだ。

　体重が預けられれば、触れ合うばかりだった体が、より強く密着する。腕の中でなつみの存在感が増していく。

　体のやわらかさ、髪から香る甘い匂いも、切なげな吐息も、全てが俺をたぶらかす。腹の底からせりあがる興奮が、背筋をなぞる。ぞくりと色めき立つ感覚を追いかけるように、なつみの指が背を這はい回まわる。

　愛あい撫ぶでもされているような錯覚に、ますますもって抑えが利かなくなってしまう。

　より強く、なつみを求めてしまい、

「理一、強いよぉ」

「だから？」

「ぁ……」

　熱く、荒々しく抱きしめる。全身で彼女を貪るように、強く、その体をかき抱く。

　甘い匂いも、切ない吐息も、全てが俺のものだ。

　でも、まだ足りない。

　あえぐような渇望が込み上げる。

　もっと欲しい。

　その存在を、感触を、心を、もっと、もっと……。

　もっと、求めたい。

「なつみ」

「……理一」

　その、鼻から抜けるような甘ったるい返事に、つま先から脳天まで痺しびれるような衝動が駆け抜けた。

　そして、顔を傾ける。

　もっと、もっと、近づくために。

　心を、重ねるために。

「ン」

　触れ合うような、いつくしむようなキス。

　強く求めるのと同じぐらい、どうしようもなく大事にしたい気持ちでいっぱいだ。

　欲するからこそ大切にしたい。

　決して、傷つけたくない。

　二回目は、一回目より優しく。

「……」

「……」

　頭も心もなつみで埋め尽くされている。

　他のものが入り込む余地なんてどこにもない。

　まさしく今、この世界には俺となつみのふたりきりだった。

　唇を離して見つめ合う。

　確かに潤んだ瞳。

　恋に染まった頰ほお。

　薄く開いた唇は、扇情的に誘う。

　だから、言葉は自然と零れ出た。




「俺は、なつみが好きだ」




　瞬間、興奮と一緒にみずみずしい恋情が溢あふれ出る。
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　抱きしめて、キスをするのとは違う喜びに、全身が震える。




「うん」




　答える声は潤んでいた。




「私も」




　堪えきれない感情が、言葉の端々から溢れていた。




「好きだよ。理一、君が好き」




　そして、世界は輪郭を失った。視界にはもう、なつみ以外は映らなかった。




「ッ」




　その喜びを伝えたくて、目を閉じた。

　暗い瞼まぶたの裏で彼女の吐息を感じる。

　熱く、熱く、熱く……。

　伝でん播ぱする興奮がふたりの間を埋め尽くし、




「ぁ──っ」




　そしてなつみは血を吐いた。

　驚きに見開いた視界の中、ゆっくりと頽くずおれていく。腕の中、沈むように倒れる彼女の髪が広がり、場違いなほどきれいに輝きを放つ。

「なんだよ、これ……。まるっきり、あの夢と同じじゃないか……」





▼






「──ッ」

　そして俺は飛び起きた。

　慌てて周囲を見渡し、見慣れた部屋の中、スマホを手にして画面を表示すれば、そこにはくっきりと十二月二十二日という日付が表示されていた。

「はあああああ」

　大きく息を吐き出し、ベッドに倒れ込む。

　一体何なんだ、今の夢は。一度なつみが死ぬ夢を見たと思って飛び起きたら、それもまた夢で、同じような結末を迎えるなんて。悪夢が二回重なるなんて経験は稀まれなんだろうけど、そんなこと出来れば経験したくなかった。それとも俺が知らないだけで、夢の中でもデジャヴは起こりうるのだろうか？

　よくわからない。

　でも、一回目の夢と違って、二回目ではキスをしていた。てことは、三回目には、

「だったら、もう一回ぐらい見てもいいかもな。ていうか、そうするとこれが、三回目か？」

　だとしたらわざわざ十二月二十二日からじゃなくて、十二月二十四日のその時から見せてくれればいいのにな。そんな回りくどい焦らしなんていらない。

「なんて、バカなこと言ってないで学校に行けって話か」

　明後日にはもしかしたら、なんてバカな妄想をしつつ立ち上がる。いつも通りカメラを持ってベランダに出れば、余りの寒さに肩をすぼめてしまう。

「寒」

　それでも構わずにファインダーを覗けば、頭が一気に冴さえ渡わたる。

「──」

　増していく集中力に、感覚が研ぎ澄まされていく気持ちよさ。つい最近も似たような気持ちになった気がするが、そんなことよりも意識は目の前の風景へと向けられる。

　並ぶ家々に多くの電柱。電線の上には雀すずめが止まり、住宅街の向こうには高層ビルが立ち並ぶオフィス街。そしてそれらの中心で天を衝くアビエスタワー。

　今日も御園市の街並みは、冬の低い朝日に照らされる。くっきりとした陰影の中で澄んだ存在感と共に浮かび上がり、そこに孕はらんだ人々の気配までが鮮やかに色づいている。

　平日の朝、気怠さと慌ただしさが混ざり合った独特の雰囲気。

　多くの人が、今日という一日を始める時間だからこそ感じるものを切り離す。

　──カシャ。

　素っ気ない電子シャッターの音が耳じ朶だを打ち、そうして今日の日課を終えれば、あとは制服に着替えて学校へ行くだけだ。

　そう思いながら部屋に戻ったはずなのに、ふと机の上に放り出したカメラ雑誌が目に入れば、自然と手が伸びてしまう。

『金賞・黒江理一』

　素っ気ない文字と一緒に掲載されたなつみの写真。

　あの始まりの屋上で撮ったその一枚は、確かに俺の最高傑作ではある。それが評価されたことに釈然としないのは、やっぱりこの写真を勝手に投稿してしまった後ろめたさが原因だろう。

　この写真を投稿した頃は、それこそ熱に浮かされていたのだと思う。何しろ、なつみに早く会いたくて、いつもよりずっと早起きをしていたぐらいなのだから。

「って、いつまでもこんなことしててもしょうがない」

　早いところ着替えなければ遅刻してしまう。




　そして昼休み。未だにぼっちが抜けきらないなつみの要望で、俺らは人ひと気けのない空き教室で昼飯を食べていた。

「どうして、断っちゃったの？」

　と、むくれた表情をするなつみは、俺が新入生向けのパンフレット用の写真撮影を担当するのを断ったことが納得いかないようだった。とはいえ、俺の写真なんて結局趣味レベルでしかない。そんなものを載せるぐらいなら、ちゃんとしたプロに撮って貰もらった方がいいのは、誰にだってわかりそうなものだけどな。

「でも、理一の撮る写真が、新入生向けのパンフレットに載るんでしょ？　先生だっていいって思ってるから、頼んできたんでしょ。だって、金賞だよ？」

「だから、あれは偶たま々たまだって。第一、なつみに何の断りもなしに投稿してる時点で筋が通ってないじゃないか」

「本当に変なところで律儀。あと頑固。もうちょっと融通をきかせてもいいじゃない」

　と、なつみが言ったところで、ふと奇妙な実感を抱いた。

「なあ、なつみ。この会話、前もしなかったっけ？」

「え、そう？　記憶にないけど」

「そうか。なら、俺の思い違いか」

　金賞を取ったことについては、これまでも何回も話した。きっとその時の記憶と混同してしまっているのだろう。何しろ、春に出会ってから、夏も秋も、多くの時間を過ごしてきたのだから。

「あ、理一」

「ん？」

「ご飯粒、付いてる」

　にゅっと伸びてきた指が頰をかすめていく。そのきれいな指先には、小さなご飯粒が付いており、なつみはためらうことなくそれを口に含んだ。

「そういうことするなら、ひと声かけろよ」

「だから言ったじゃない。ご飯粒付いてるよって」

「にしたって、もっとあるだろう!?」

「え。もしかして照れたの？」

「うるせー」

　なんてやりとりをしつつ、昼休みはいつも通り穏やかに過ぎていく。

「ところで、その、明後日は、大丈夫なんだよね……？」

　と、妙に歯切れ悪い言葉に、思わずため息が漏れた。

「な、なんでそんな反応するの!?」

「なんでって、そりゃそうだろ。何回目だよ、この話するの」

「いいでしょ、何回したって。それに、心配なの。男の子と、デ、デートの約束なんて、したことないん、だから……」

　ん？　今のなつみも、どこかで見たことないか？

「ちょっと理一、無視しないで」

「あ、ああ。悪い。でも、大丈夫だ。十一時に駅前で待ち合わせだろ？」

「そうそう。それと、アビエスタワーのライトアップは絶対に見るんだからね」

「わかってる。そういえば、今まで見たことないんだよな、クリスマスのライトアップ」

　毎年この時期になると話題にはなるけれど、それを見に行く予定も特にないというか、クリスマス・イブに街に出たって荒すさむだけだから、出歩くこともなかったしな。

「わ、私も。だから、今年は絶対に理一と一緒に見たくて、……ね？」

　うわー、なんだこれ。なんか、ふっつうに嬉うれしい。俺にもこんなことを言ってくれる娘こがいるんだよな。

「楽しみだね、クリスマス・イブ。絶対、楽しい日にしようね」

　クリスマス・イブ。

　はしゃぐなつみをよそに、その言葉にこれまでに増して強烈な既視感を覚えた。

　なんだ？

　なんだこれ？

　なんだかわからないけれど、その言葉には良くない印象が付きまとう。

『好きだよ。理一、君が好き』

　脳裏に焼き付く言葉は、今朝見た夢のもの。

　悪夢の中で悪夢のデジャヴを経験するという、あまり歓迎したくないもの。

「理一？」

　と、心配そうに呼びかける声でハッと我に返る。

「どうしたの。なんだか顔色が悪いよ？」

「あ、ああ。大丈夫だ。何でもない。ちょっと今日見た夢を思い出してな」

「夢？」

「なんでもない。あんまり寝起きがよくなかったってだけだ」

「そうなの？」

　なつみはさみしそうにするけれど、あんな内容、一体どうやって話せって言うんだ。大体、あんな夢を見たからと言って、現実にどうなるわけでもなし。現に、なつみはこうして生きて俺の側にいるんだ。

　なら、何も心配する必要なんてないじゃないか。




　でも、そうした嫌な既視感は日が経つにつれ多くなっていき、翌日には、最低でも三回はそうした感覚に襲われ首を傾げたけれど、ネットで調べてみたらそう珍しいことでもないらしくスルーした。まあ、言ったところで、何となく見たことがあるような、といった感覚を抱く程度なので、あまり気にしてもしょうがないってのもあるけどな。




　そしてやってくるクリスマス・イブ。一足先に着いた待ち合わせ場所で、またあの感覚に襲われる。見たことがある。この雑踏を、この風景を。絶対にどこかで……、

「ごめんね、理一。待った？」

　と、遅れてきたなつみの姿を見て、その感覚は確信に変わった。

「なんで、その服……」

　白いニットに胸元を強調するようなコルセットスカート。そしてその上に羽織った厚手の赤いコート。間違いない。その服は絶対にどこかで見たことがある。

「？　変、かな？」

「あ、いや。全然。似合ってる」

　だけど、そんなことをなつみに言うことは出来ない。

「ふふ。理一の服もいいセンス。……じゃあ、行こうか」

　弾む足取りで歩き出すなつみを追いかけ、繁華街へと繰り出していくも、頭の中ではさっきからグルグルと疑問が回っている。

　なんで。

　どうして。

　だって、なつみの服は、あの夢で見たものと同じじゃないか。それをどうして今なつみが着ているんだ。

「理一、見て。あの服可愛かわいいと思わない？」

「どれって、え……」

　なつみがはしゃぐ声で指さした先にあるのは、ショーウィンドウに飾られたマネキンだ。でも、待ってくれ。それも、それだって見たことがあるじゃないか。そのときだって、なつみは明るい声で、そう、今と同じように指さしていた。

　慌てて通りを見渡す。

　行き交う人々に、流れるクリスマスソング。誰も彼もが楽しそうに歩みを進めるその風景が、何かとても恐ろしいもののように思えてならない。

「理一？　どうしたの」

「あ、いや。悪い」

「もう。さすがに今日、ボーッとするのはやめてよね」

「あ、ああ。わかってるって、なつみ!?」

「……ダメ？」

　恥ずかしそうに腕を組まれれば振り払うわけにもいかず、そのまま賑にぎやかな通りを歩く。どこもかしこもクリスマスカラー一色な通りは、歩いているだけで楽しくなるはずなのに、言い知れぬ焦燥がこびりついている。

「ねえ、理一も食べよう」

「お、美味うまいな、これ」

　だから、そう合わせるのにも、言葉を振り絞らなきゃいけなくて、

「ちょっとそこの喫茶店に入ろうぜ」

「いいよ。おしゃれなところだね」

　と、浮かべる笑顔も何だか取り繕ったものになってしまう。

　楽しさの底に拭い去れない不安が沈んでいる。奥歯に物が挟まったみたいにすっきりしない。

「見て、理一。すごい夕日よ」

「ああ、もうそんな時間か」

　そう言った瞬間だった。この三日で一番強烈な既視感が襲い来る。

　流れていく情景、交わした言葉、抱いた感情。それらが混ざり合い、脳裏をガンガンと叩たたいてくる。

　怖い。こんなに強く訴えかけてくるものを無視していいのか……？

「なつみ、場所変えようぜ」

「どうするの？」

「アビエスタワーがよく見えるとこに行く」

　本当は学校に行き、そこからライトアップの瞬間を見る予定だった。けれど、なんとなくそれはしない方がいい気がする。実際に一昨日見た夢でも、なつみは二回とも学校の屋上で死んでいるのだから。

　かといって、今から他の場所を探そうにも、今日という日を考えれば空いている店なんてあるはずもない。

　だったら、と向かったのは、繁華街の中でも一番煌きらびやかで、一番人通りの多い並木道だ。

「わあ。すごいよ、理一。とってもきれい」

　なんて、今日一番の弾んだ声を上げるなつみの言う通り、確かにその並木道の光景は思っていた以上のものがある。抱いた不安を一いつ時とき忘れて浮かれてしまうぐらいには。

　真っすぐに伸びた石畳の遊歩道。四車線分ぐらいはあるんじゃないかという幅を持つ、その両脇には、ちょっと前まで鮮やかに紅葉した葉を茂らせていた銀杏いちよう並木が連なり、そして季節の変わった今、それらの一本一本には、眩まぶしいほどの電飾が飾り付けられている。

　そして通りの向こうには、今日一番楽しみにしているアビエスタワーのひょろ長い姿がはっきりと見える。

　ちょっと、いやかなりきれいな光景に、道行く人々も感嘆の声を上げたり、立ち止まって写真を撮っている。

「ねえねえ、私たちも写真を撮ろう」

「あ、おい。そんなに急ぐなって」

　浮かれた心情そのままに、ぎゅっと身を寄せてくるなつみは、スマホを構えるとその画面内にふたりを収めようとする。

「理一、もうちょっと寄って。撮れないでしょ」

「わかったから、そんなに押すなって」

　傍から見ればかなり迷惑なんだろうけど、今日はクリスマス・イブなんだ。少しぐらいは大目に見て欲しい。

「見て見て理一、すごくきれいに撮れてる」

「なつみ、お前今日は本当にはしゃいでるな。浮かれすぎてケガするなよ」

「もう、そんな子供扱いしないで。大丈夫だから。──ッて、あ」

「あ……」

　スマホの小さな画面を一緒に覗のぞき込もうと思えば、そりゃ顔も近づくわけで、おまけにこの雑踏の中では、どうしたって近寄ることにもなってしまい。うわ、すぐそばでキスしてるカップルがいるよ。

「な、なんだかあの時を思い出すね。ほら、屋上で初めて会った時」

　髪をクルクルと弄るなつみも、チラチラとそのカップルのことを見ている。

「あ、ああ。そうだな。確かにあの時も、こんな風に、なったな」

　近い、だけじゃない。このドキドキも、頰ほおに上ってきている熱も、それだけが理由じゃない。




「なつみ」




　早鐘のような鼓動に急かされ呼びかければ、その響きはいつもと違っていて、




「何、理一」




　答える声もどこかいつもと違う色気を孕はらんでいて、




「俺、お前が好きだ」




　衝動的としか言いようのないタイミングでそう告げれば、




「うん」




　頷うなずきは潤んでいて、




「私も」




　堪えきれない感情が、言葉の端々から溢あふれていた。




「好きだよ。理一、君が好き」




　そして、世界は輪郭を失った。視界にはもう、なつみ以外は映らなかった。




「ッ」




　その喜びを伝えたくて、目を閉じた。

　暗い瞼まぶたの裏で彼女の吐息を感じる。

　熱く、熱く、熱く……。

　伝でん播ぱする興奮がふたりの間を埋め尽くし、




「おい、逃げろッ」

「倒れるぞッ」

「危ないッ」




　と、突然周囲を埋め尽くす怒号に目を開けると、横から並木の一本が倒れてくるのが見えて、




「なつみ──ッ!?」

「りいち──？」




　目の前に立っていたなつみを飲み込んでしまった。




「は？」




　呆ぼう然ぜんとする耳に届く、ボン、という音。次いで、妙に焦げ臭い香りが鼻をつく。




「燃えてるぞ──ッッッ」




　誰かの叫び声が聞こえてくるも、一歩も動けない。ただただ衝撃的で、何を考えることも出来ずに、誰かに腕を引っ張られたことでようやく我に返ることが出来た。




「あ、ああ、ああああああああっっっ。なつみ、なつみ、なつみッッッ」

「おい、危ないから離れろって!!」

「うるさいッ。あそこにはなつみが、なつみがッ!?」




　──ボン、という爆発音。




　そして燃え盛る銀杏並木を見て、気が付いた。これは、夢なんかじゃないって、今確かに目の前で木は燃えていて、そしてそこにはなつみがいて、





▼






「──ッ!?」

　そして飛び起きた俺は、慌ててスマホを見た。

　日付は十二月二十二日になっている。

「時間が、戻ってる……？」

　ポツリとした呟つぶやきは、シンとした部屋の空気に吸い込まれていく。
















「どうして、断っちゃったの？」

　正直に言って、わけがわからない。

　なんなんだ、これは。

　目の前にはむくれた表情をするなつみがいて、ちんまりとした弁当を食べている。人目につかないよう訪れた空き教室にも、彼女のそんな姿にも、偶然とは思えないほどに強い見覚えがある。

　でもって、それだけじゃない。

　今朝、登校するまでの間も、授業中も、休み時間も、幾度となく既視感に襲われては、頭を抱えていた。記憶のページが恐ろしい勢いで捲めくられていくような感覚には、眩暈めまいすら覚える。

「そりゃそうだろ。金賞なんて偶たま々たま取れただけで、結局趣味レベルなんだからさ」

　こうして喋しやべる言葉すら、台本でも読んでいるようで、とてもじゃないが自分で口にしている気がしない。

　なんなんだ、これは。

「もう、どうして理り一いちはそんなことを言うの？　せっかく才能があるのに。それに、私、理一の撮る写真、その、す、好きだよ……？」

「照れるなら言うなよ。こっちまで恥ずかしくなるだろうが」

「なっ!?　なんで、人がせっかく褒めてるのに。目を逸らさないでってば!!」

　俺の戸惑いなんてよそに、会話は進む。それだって、いつか見たドラマを見返しているみたいで、かなり不気味だ。

　なつみがこれから何を言うのかはなんとなくわかってしまうし、それに対して返す言葉だって知っている。でも、そんなのおかしいだろ？　これは現実で、何度も解いた参考書の答え合わせをしているんじゃないんだぞ？　本当に、なんなんだ。この状況は……。

「うるさいなぁ。わからないって言ってるじゃん、人との距離感の測り方が」

　そう、例えばこの後だ。なつみはズイと頭を差し出してきて、俺は素直に応じるのがどうにも気恥ずかしくて、いたずら心も相まってデコピンをするんだ。

「……いいから、早く撫なでて」

　ほらな。やっぱりだ。

「ふぁにするの」

「ぷっ、変な顔」

「ひどい!!」

　あ、しまった。このまま記憶の通りにするのがむかついたから、デコピンではなく頰を摘まんだら、怒らせてしまった。

「なつみ」

「理一なんて知らない」

「悪かったって」

「ふーんだ」

　つん、とそっぽを向いてはいるけれど、その何かをねだるような視線は雄弁で、

「悪かったって」

「あ」

　結局は抗えずに頭を撫でていた。

　これも記憶の通りと言えばそうだけれど、その満足げな表情を見てしまえば、別にいいんじゃないかという思いにもなる。あとはまあ、相変わらず髪の感触が気持ちいいし。

「なんでやめるの」

「え、まだやんの？　たっぷり三分も撫で続けたのに？」

「そ、そんなの時間なんか関係ないもん。ちゃんと私を満足させてよ……」

　知ってても可愛かわいいもんは可愛いな、くそ。

「今はもういいだろ。どうせ明後日はクリスマス・イブなんだからさ」

　なんて、言った瞬間だった。

　これまでに感じた既視感の中で最も強烈なものが襲い来る。

　幾千枚もの写真を収めた箱を無理矢理にひっくり返されでもしているような感覚。そこから強引に選び出された何枚かが望まぬ未来へと繫つながっていく。




『ぁ──っ』




　そう。その鮮血はあまりにも赤くて、頰ほおにはぬめりのある温かさを残して、




『燃えてるぞ──ッッッ』




　その炎は煌こう々こうと燃え盛り、目を焼くほどに鮮やかで、




　──ガタンッ。

「理一……？」

　突然立ち上がった俺を、なつみが見上げてくる。でも、その不思議そうな瞳に答える言葉を持つほどの余裕もなかった。

　だって、だって、もし今のがただの既視感ではなく、本当に現実に起こることなのだとしたら、なつみは、また、死んでしまう……？

「は、はは」

　否定できない。

　だって、胸を強烈にノックする不安が告げているから。

　なつみはもうすでに、何回か死んでいると。

　何度もそれを見て、そして、その度に、夢だと言い聞かせていたのだと。

「ねえ、どうしたの理一。すごい顔色だよ？」

　そう心配してくれるけれど、大丈夫だなんて言うことは出来ない。全身を包み込む悪寒は冬の寒さのせいでも、ましてや体調が悪いからでもない。

　今そっと手を握ってくれているこの少女が、死んでしまうかもしれない。そんな非現実的な未来への確信によるものなのだから。

「なつみ」

「何？」

「クリスマス・イブだけど、どうしてもアビエスタワーのライトアップを見たいのか？」

「いきなりどうしたの？」

「頼む、答えてくれ」

「それは、見たいけど、でもなんで？」

「いや、なんでもない」

　いささか乱暴に腰を降ろすと、無造作に目の前のおにぎりへと手を伸ばす。内心の不安を振り払うように荒っぽく嚙かじり付つけば、梅の酸味が舌を刺激する。それで、頭が冴さえた。これまではクリスマス・イブを外で迎えていたのだ。だったら、

「クリスマス・イブだけど、うちに来ないか？」

「な、なに。いきなり」

「アビエスタワーならうちのベランダからも見えるからさ。な、いいだろ？」

　そう、家にいればいいのだ。家ならば突然木が倒れてくることだってないし、どこにいるよりも安全だから。

「理一、誘うにしても、もうちょっとないの？　あ、別に強引なのがやだって言ってるわけじゃなくてね？　でも、その、私にも憧れるシチュエーションがあると言うか……」

　……いきなり何を言っているのか。何でそんなに顔を赤くしているのか。俺はクリスマス・イブを家で過ごしたいって、そう言っただけって、あー……、そういうことか。

「悪いなつみ、ちょっと待て。なんて言うか、それは、勘違いだ」

「勘違いって、でも、クリスマス・イブに家に誘うって、そういうことでしょ……？」

　いやまあ、一般的にはそうかもしれないけどな!?　でも、今はそんな場合じゃないだろ!?　そりゃまあ、確かに俺もなつみとそうなれたら、なんて考えたこともなかったわけじゃないけど、

「べ、別にそれだけが目的じゃねえし」

「……本当に？」

　ぐっ、その上目遣いになんて答えればいいんだ。なんでこんな時に限って既視感がちっともないんだ。……俺がなつみとそういうことになったことがないからか。

「まあ、それは置いておいて、いいのか、クリスマス・イブを家で過ごすのは」

「はい……」

　そのか細い声、やめてくれ。劣情に響くから。




　なんて、その時浮かれていられたのは、結局今の状況に対して、心の中ではどうにかなるだろうと、そんな風に思っていたからだろう。

　もう三回もなつみが死ぬ場面に遭遇しているのも、そしてその度に時間が巻き戻っているのも、やっぱり非現実的で、夢でしかないって、心の底では楽観視していたんだ。

　ホント、なんてバカなんだろうな。

　現実はもっとシビアで、容赦がないのに。




「理一、恥ずかしいから、その、電気消して」

「あ、ああ。そうだな」

　──パチリ、とした音と一緒に部屋の照明が落ちる。フッとした暗闇をぼんやりとかき消すのは、カーテン越ごしの月明りと、遠い繁華街の煌きらびやかさ。見慣れているはずの部屋なのに、安心できるどころか浮足立ってしまうのは、微かに響く衣擦れの音のせいだろう。

　震える空気が耳ばかりでなく心も撫で上げるせいで、ちっとも落ち着かない。首筋がちりちりとざわつき、何度深呼吸しようともトクトクとした鼓動が鎮まるわけもなく、

「理一、いいよ」

　その、精一杯の勇気を振り絞ったような声に、肩がびくりと跳ね上がる。

「……あんまり、見ないで」

　振り向いた先、そこにはやわらかな暗闇の中に佇たたずむ下着姿のなつみがいた。

「ジ、ジロジロ見ないで……」

「わ、悪い」

　か細い訴えに慌てて視線を逸らす。その先には、自分で脱いだばかりのセーターがほったらかしにされていて、場違いな恥ずかしさが込み上げてくる。

「……」

「……」

　そうしてふたり揃そろって黙り込んでしまうと、興奮といたたまれなさが入り混じった奇妙な空気が部屋を満たす。

　ゴクリ、と唾を飲み込んだのがどっちだったのかはわからない。

　それでも、同じ緊張を抱いているのだけはわかった。

　細く、小さく息を吐き出す。意を決して視線を持ち上げると、心細そうに自分の体を抱きしめているなつみがいた。

　彼女らしい白い下着は黒い劣情に比して余りにも清らかで、でもそこに収まった豊かな胸がはちきれんばかりの肉感で俺を誘う。

「……」

　……ヤバい、どうすればいいのかがわからない。

　流れでこうなったはいいけれど、この先ってどうすんだ。いや、マジで。ホントにわかんないんですけど。とりあえず一歩踏み出すと、なつみが息を吞のんだ。その緊張した面持ちに、余計に焦りが募る。

[image: ]

「理一」

　潤んだ瞳が見上げてくる。不安そうな眼差しに煽あおられ、脈打つ鼓動が殊更にうるさく響く。

「な、なつみ」

「……うん」

「お前が好きだッ」

　唐突な告白が静かに部屋に響く。告白するより先に脱いだのかよ、とか、告るにしたって唐突すぎだろ、とか、自分の間抜けっぷりに泣けてくるけど、でも、

「なつみ、俺はお前が好きだ」

　それでも、どんなに不格好でも、ダサくても、伝えなきゃいけないことだから。

「……理一」

　なつみは、そんな格好悪すぎる告白にも嬉うれしそうにはにかみ、




「好きだよ。理一、君が好き」




　そして、なつみがそう言った瞬間だった。

　──ズンと腹に響く衝撃が足元から上がってきたのは。

「きゃ!?」

「うわ!?」

　地震だ。そう思った瞬間には、部屋の本棚が倒れ、まるでなつみを狙ったかのように、

「なつみッ!!」

　──ガツン。

　無骨な音。

　そして俺の目の前には、頭から血を流し横たわるなつみがいた。




「は？」




　カーペットの上、じんわりと広がっていく血を見つめながら、そんな間抜けな声を残し、意識はそこで途切れた。





▼






「──ッ!?」

　そうしてやっぱり飛び起きた俺は、今度もまたスマホを確認する。

　十二月二十二日。

「ッ」

　衝動的にぶん投げたスマホは床に跳ねると、そのまま部屋の隅へと滑っていく。

「ふざけんなよ」

　もう自分でも何に対して怒っているのかがわからなかった。それでも、この理不尽な状況に何かを言わなければ気が済まない。

「なんなんだよ、これは。どういうことなんだよッ!?」

　声を荒らげるも、シンとした部屋の空気に飲み込まれてしまえば、そんな言葉を聞くものなどどこにもいない。

　どうしようもない孤独と、虚無感が忍び寄ってくる。冷え込んだ空気以上に、心にうすら寒さが広がっていく。

「なんなんだよ、一体……」

　覚えている限りで四回。俺はなつみの死に遭遇している。そして、これで十二月二十二日の朝を迎えるのは五回目だ。

　とにかくもうわけがわからない。一体何が起こっているのか、何だってこんな目にあっているのか、まるで理解が出来ない。

　なんで、この部屋ですらなつみが死ぬんだ。すぐそこだぞ？　そこになつみが倒れて、そして血が、

「うっ」

　その情景を思い出した途端、強烈な吐き気が込み上げてくる。慌ててトイレへと駆け込み便器へと縋りつけば、昨夜食べたらしいものが否いや応おうなしに零れ落ちてくる。

「ぐっ、はあ、はあ。……くそっ」

　胃液臭い呟つぶやきを漏らしながら、へたりこむ。頭がズキズキと痛み視界が狭まる。もう、どうしようもないのだろうか。この時間の檻おりとでも言うべきループに囚われて抜け出せないのだろうか。そんな不安に冒されていく。

「誰でもいい。原因だけでも教えてくれ……」

　けれど、一体誰がそんな言葉に答えてくれるというのだろうか。狭いトイレの中、たったひとりの俺に、一体誰が……。

「勘弁してくれ」

　ひとしきり吐いたからだろうか、妙な感情が沸々と込み上げてきているのを感じる。強く、荒れるようなその気持ちは、直前まで心を冒そうとしていた不安を塗りつぶしていく。

　ああ、むかついてんのか、俺は。

　それは寝起きに感じたのと同じ感情だ。この理不尽で不条理で全く筋が通っていない状況に対する怒り。

　原因はなんだ？

　何がきっかけで、どういう仕組みだ？

　トイレから出て、冷蔵庫から取り出した水を飲みながら考える。

　なぜこんな状況に陥っているのか、どうしてこんな目にあっているのかを。

　でも、あまりにも情報が少なすぎる。かろうじてわかるのは、十二月二十二日から二十四日の三日間を繰り返しているってことぐらいで、

「……なつみの死か？」

　確証はない。けれど、意識を失うのは決まってなつみが死ぬ姿を見た直後だ。

　なあ、一体どこの誰が俺をこんな目にあわせてんのか知らないけどさ、

「姿くらい見せろよな」

　でなきゃ、全くもって筋が通ってないだろうが。

　まあでも、少しは吹っ切れたかもしれない。確かにわけがわからない状況だが、それならそれで理解をすればいい。

　今、どういった状況にあるのか、原因は何なのか、一体どうすれば現状を打破出来るのか。そのためには、動くしかない。

「幸いにして当てはあるしな」

　そうして自室のＰＣの前に陣取る。

　なぜかって、それは映画を見るためだ。

　今、俺は時間の巻き戻し、タイムリープ、ループ、そう呼ばれるものに巻き込まれている。まあ、ただ夢を見ているとか、正気を失ったとかじゃなければだけれど。

　であるならば、問題はない。特に詳しくない俺でも、その手の映画なんかはいくつか知っている。それらを見れば、何かしらヒントになるものが転がっているはずだ。

「なつみにだけは、連絡入れておかないとな」

『体調崩した。今日は休む』

　そんな簡単なメッセージを送りつつも、彼女が死んでしまったシーンを思い出せば胸が痛む。これ以上なつみを死なせないためにも、今はすべきことをしなければいけないという使命感が湧き起こる。

　ＰＣを起動し心当たりのあるタイトルを検索しては、次々と映画を漁あさっていく。多くの主人公が挑んできたループ。その時彼らが何を考え、何を思い行動したのか。とにかく今はそれが知りたかった。願わくば、その中に俺を助ける何かがあるかもしれないと、そんな期待をしながら動画を再生する。




「理一、本当に大丈夫なの？」

「平気だって、なつみは本当に心配性だな」

　そして一日明けた十二月二十三日。今日はきちんと登校し、全校挙げての大掃除に参加していた。だってほら、二日続けて休んだら、どうしたってなつみに心配かけるし。

「何だかまだ体調が悪そうに見えるよ？」

　そりゃそうだろうな。何しろ、朝から晩までひたすら映画を見続けて、そのまま明け方までずっと、ループを抜け出すためにはどうすればいいのかを考えていたのだから。

　おかげで寝不足だった。そのせいで体調不良って言い訳に説得力があるのは、なんとも言い難がたいものがあるけれど。

「大丈夫だよ。今日一晩寝れば問題ない」

「本当に？」

　なつみは本気で心配しているようにこっちを見上げてくる。登校してからは、事あるたびに話しかけてきては、こうして様子を伺ってくる。

「なつみこそ昨日は大丈夫だったのか？　俺がいないと、お前ぼっちだろ？」

「だ、大丈夫に決まってるでしょ!?」

「声、震えてんぞ」

「なによもう、理一のバカッ」

「あ、おい。急ぐと危ないぞ」

　なんて、忠告も無視してなつみはどんどんと先に行ってしまう。大半は俺が持っているとはいえ、よくぞまあ資材ごみを手に、そこまでずんずんと階段を昇っていけるものだ。

　前を行くなつみの揺れる髪を追いかけながら階段を昇っていけば、屋上へとたどり着く。冬の澄んだ青空が広がっているとはいえ、吹き抜ける風は冷たく、ジャージなんかでは到底我慢できるような気温ではなかった。

「寒いな」

「ねー。早く捨てて戻ろう？」

　言いつつ手にしたごみを放り出せば、その山はほんの少しだけ裾野を広げる。

「なんかちょっと大きくなってる？」

「まあ、文化祭とか体育祭とか、色々あったからな」

　その証拠にごみの山には、『焼きそば』『お化け屋敷』『紅あか組ぐみ』『得点板』なんて文字が書かれたものも見受けられる。

　なつみと出会ってから半年ちょっと。その間にあった色々が、ここには積み上げられているような気すらしてくる。

「ここからだとアビエスタワーもよく見えるねぇ」

「ああ、そうだな」

　そう思ったからこそ、二回目のループでここに来ようと思ったんだ。この屋上なら、誰にも邪魔されずにふたりきりでアビエスタワーが見られるから。

「明日も晴れるといいなぁ」

「大丈夫だろ。明後日は、もしかしたら天気悪いかも、なんて言ってたけど」

「ズレないといいな。あんまり当てにならないしね、天気予報って」

「この寒いのに、雨まで降られたらたまらないしな」

「ホントにね。サンタさんにお願いしておこうか。『プレゼントはいいから、明日を晴れにしてください』って」

「なんでだよ。それならプレゼントをもらった方がよくないか？」

「えー、いいよ、そっちは。だって理一と一緒にいられるんだもん。ね？」

　一瞬、言葉に詰まってしまう。こういうことをはっきり口にするようになるなんて、本当に出会ったときから随分と変わったんだな。

「何、黄昏たそがれてるの？」

「いや、あのハリネズミみたいだったなつみも、随分変わったなって思って」

「ハ、ハリネズミって。何それぇ」

「事実だろ？」

「そんなことないもんッ」

　ベッと舌を出したなつみは、ツンとそっぽを向き歩み去って行く。そんな、なつみを追いかけながら、最後にアビエスタワーを振り返る。

　もう二度と、なつみは死なせない。




　そして十二月二十四日。これまで通り、繁華街にある待ち合わせ場所でなつみが来るのを待っていた。ループをしている。そんな認識が出来てしまえば、もうどうしたところで、待ち合わせの時に感じた腹の底に沈んだような緊張感を味わうことはない。

　それどころか、周囲を見渡して冷静に確認をしてしまう。

　どこかに変なところがないか。もし、前回まで見受けられなかった変化が見つかれば、それがループを抜け出すヒントになるのかもしれないのだから。

　まるで間違い探しでもしているかのような気分だ。

　でも、それこそがループを抜け出すうえで必要なことなのだと、一昨日たくさんの映画を見ているうちに学んだ。

　時間のループを扱った作品は数あれど、その中で参考になったのは、数本でしかなかった。その多くがヒロインが迎える悲惨な運命を主人公がどうにか回避しようとする類いのもので、主人公たちは細かな変化を見逃さず、小さな糸口をたぐり寄せるようにして、正しいルートを探し当てていた。探偵かよ、などと突っ込みつつも、しかしそれが一番まっとうなやり方であるらしい。

「何でそんなに難しい顔してるの？」

「うお!?」

　考え事に夢中になっていたせいで、横合いからかけられた言葉に、飛び上がるほど驚いてしまった。

「驚きすぎだよ」

　なんて、可お笑かしそうに言うのは、当然ながら今日の待ち人であるなつみだ。

「ごめんね。待たせちゃった？」

「いや、そんなことはない。それより、その服、似合ってるな」

「そ、そう？　えへへ、ありがとう」

　こんな言葉もいつしかさらりと口に出来るようになっていた。そして俺たちは街へと繰り出していく。多くの人が行き交う繁華街の中を、なつみと一緒に。

　そうして楽しい時間を過ごしながら、それでも頭の中ではひとつのことを警戒している。




　なつみに『好き』と言われないこと。




　一昨日映画を見た後、必死になって考えたのだ。どうすればループから抜け出せるのか。何が原因でこんなことになってしまったのか。どうしてこんな目にあっているのか、を。

　残念ながら、原因や理由はわからなかったけれど、抜け出す方法については、小さなものではあるがヒントを摑つかんでいた。

　初めはなつみの死がトリガーだと思っていた。でも、よくよく思い返せば、そうじゃないことに気が付いた。

『ぁ──っ』

　なつみが血を吐いて倒れた時、

『燃えてるぞ──ッッッ』

　なつみが炎に包まれた時、

　そして前回俺の部屋で倒れた時も全て、『好き』と言った直後に彼女は死んで、そして俺は意識を失いループをしている。




『好きだよ。理一、君が好き』




　心をくすぐるこの言葉がトリガーなのだとしたら、こんなに悲しいことはない。でも、もしなつみが『好き』と言った直後に死に、そしてループが起こるのなら、何があろうとその言葉を聞くわけにはいかない。

「あ、見て見て理一。あの服可愛かわいいよ」

「ああ、そうだな」

「って、また考え事？」

「いや、そんな事ないぞ」

「噓うそ。今絶対上の空だった。もう、あんまりそっちにばかり夢中にならないでね」

　不満げにするなつみを見ながら思う。

　本当に『好き』と言われちゃいけないのか？

　こんなにも好きなのに？

「いや、逆か」

　隣を歩くなつみに聞こえないようにこっそりと呟つぶやく。

　好きだからこそ、聞くわけにはいかないんだ。彼女が死ぬ姿をこれ以上見たくないのなら、何があろうとそれだけは避けなきゃいけない。それがどれだけ悲しくても。

　そうして街を歩き回るうちに日は暮れてきた。

「なつみ、ちょっと電車に乗ろう」

「？　どこか行くの？」

「ちょっといいとこにな」

「何それー」

　なんて笑うなつみと共に乗車する。高架の上を走る車窓からは、クリスマス・イブの煌きらびやかな街並みがよく見える。

　タタン、タタン。そんな線路を蹴る音が胸中にひっそりとした緊張感を募らせる。

　十九時前。

　正確な時間はわからないけれど、それでも毎度ループするのはこの時間帯だ。どうにかそれを回避しさえすれば、こんなバカげた事態からも脱することが出来るはずだ。

　ただ、そのためにはどうしてもやらなければならないことがある。

「ねえ、理一。少し寒くない？」

　開いたドアから吹き込む風にすっと身を寄せてくるなつみの手を握り、ポケットに滑り込ませる。トクトクと脈打つ鼓動。甘えるように絡められる指先が、俺に勇気を与えてくれる。

　この手だ。この手を守るために、覚悟を決めなければいけない。

　暗い車窓に映る俺らの姿は、ひどく対照的で、胸には哀かなしみが降り積もる。どうしてだろうな。なつみはこんなにも穏やかで満ち足りた顔をしているのに、どうして俺は、こんなにも無表情で窓を見つめているんだ。

　絡み合う指先と、対照的な表情。そのどちらが本心なのか、わからなくなりそうだ。

「あ、次。理一の家がある駅だね……降りるの？」

　期待混じりの言葉に首を振る。

「……」

　無言のままポケットの中でギュッと手を握りしめた。

　優しく、壊れないように。

　そして、どうか伝わってくれと願いを込めて。

　なつみ、ごめんな。

　でも、今からすることは、絶対にお前を裏切るものじゃないから。

　あとで絶対に謝るから。

　埋め合わせだってちゃんとするし、納得いかなければ怒っていい。

　ごめん。本当に、ごめんな。

　電車が駅のホームへと滑り込み、ドアが開く。数名の乗降客が目の前を通り過ぎていく。

「なつみ」

「何、理一？」

　発車のアナウンス。

「今日はここまでだ」

　スルリと、絡めた指先が解ける。電車のドアが閉じようとするのと同時に、ホームへ降り立つ。なつみは引きずられることなく車内に残される。その表情を代弁するように、彼女の指先は宙ぶらりんで切なく揺れる。

「え」

　呆ぼう然ぜんとした声。わけがわからないといった響きの声音に、激しく心を揺さぶられながらも、俺は彼女に背を向ける。

　発車のアナウンスに歯を食いしばる。振り向き電車内に戻ろうとする足を、必死に縫い留める。今戻ってしまえば、意味はなくなる。どうして電車を降りたのかを忘れるな。

　だって、なつみが好きなんだろう？

　彼女が死ぬところなんて、もう二度と見たくないんだろう？

　だったら、今は歯を食いしばれ。

　そうして今日が終われば、彼女の元へ駆けていけばいいんだから。

　土下座でも何でもして、今日のことは間違いだったんだと、そう告げて、誠心誠意謝り倒して、そして、そして信じては貰もらえないかもしれないけど、事情を話して、そして、

「──ッ」

　声にならない驚きが漏れる。どうしてだ。なつみが絶対に間に合わないタイミングで降りたのに。

『お知らせ致します。ホーム上の緊急停止ボタンが押されましたので、安全を確認の上、発車致します。繰り返しお知らせ致します。ホーム上の緊急停止ボタンが押されましたので、安全を確認の上、発車致します』

　無常に響くアナウンスに、呆然と天井に設置されたスピーカーを見上げる。

　背中に感じる温もりがぎゅっと強くなる。さっき宙ぶらりんに置き去りにした腕が腰に回され、もうどこにも行けないように抱きとめられている。

「どうして!?」

「──ッ」

　その悲痛な叫びに胸が張り裂けそうになる。

「ねえ、理一。私何かした？　怒らせちゃった？　だったら謝るから。ごめん。ごめんね、理一」

　違う。違うんだなつみ。謝るのは俺の方で、お前は何も悪くなくて、だから、だから、

「そんなに哀しそうな声を出すなよ」

　無理だよ、こんなの。

　こんな風になつみを傷つけるなんて、そんなの出来るわけないだろ。

「理一ぃ、強いよぉ」

「だから？」

　気が付けば振り返り、なつみのことを強く抱きしめていた。張り裂けそうな胸の痛みを癒すように、彼女に一いつ時ときでも抱かせてしまった哀しみをかき消すように。

　でも、

「ねえ、理一。私ね、私、理一に言いたいことがあるんだ」

「なんだ？」

　でも、ダメなんだよ。これじゃあ。きっとまた、失敗してしまう。




「好きだよ。理一、君が好き」




　だって、こうしてなつみは告白してしまうから。それを、俺は聞いてしまうから。

　そしてその瞬間を迎えたことで、最後の確信を得る。

　やっぱりなつみは、告白すると、俺に『好き』だと言うと、死んでしまうのだと。

　たとえどんなことがあろうと、それは変わらないのだと。

『ホーム上の安全が確認出来ましたので、発車致します。黄色い線の内側までお下がりください』

　でなきゃおかしいだろ。なんだって走り出した電車が突然脱線するんだよ。どうしてっ、腕に抱いてたはずのなつみをもぎ取るように巻き込むんだよっ!?

　おかしいだろうがッ。

　なんなんだよ、これは!?

　どうしてなつみが、なつみだけがッ。

「あああああああああああああッッッ」

　慟どう哭こくが空へと吸い込まれていく。

　意識が、途切れた。





▼






　そうして六度目になる十二月二十二日の朝を迎える。

　のそりと起き上がると、カメラを手にする代わりに衝動のまま机に拳を打ち付けた。じんわりとした痛みが拡ひろがっていく。

　なんでだ!?

　なんでなんだ!?

　どうして、どうしてだよッ!!

　ガツン、ガツン、ガツン。

　拳を打ち付けるたびに怒りが込み上げていく。

　ガツン、ガツン、ガツン。

　ガツン、ガツン、ガツン。

　ガツン、ガツン……。

　ガツン……。

　ひとしきり拳を振り下ろせば、頭は血を抜いたかのようにすっと冷える。

　怒りを発散させ終えた後に残ったのは、冷徹な覚悟だった。確信に至ったからこそ、もう二度と繰り返さないという思いだ。

「もう一度だ。何があろうと、なつみに告白はさせない」

　それは、自分でも笑ってしまいそうになるほどに矛盾した誓いだ。だってさ、好きな女子からの告白を阻止するなんて、そんなのどう考えたってバカげてるだろ？
















　そして六回目のクリスマス・イブ、

「なんで、なんでだよ……っ」

　俺は夕暮れの街を走っていた。

「なんで待ち続けてんだよ……っ」

「……理り一いち」

「どうしてそんなに嬉うれしそうにしてんだよ。お前、俺がこの二日間、何をしたかわかってんのか？　邪険にして、傷つけて、今日だってこの時間までずっと待たせて、お前のことを裏切ってたんだぞ!?」

「でも、理一も苦しそうだったから」

　そう言って微笑むなつみに、自然と涙を流していた。

「な、なんだよ、君は」

「お前こそなんだ。なつみに気安く触ってんじゃねえ」

「チッ」

　そうしてなつみに声をかけたナンパ野郎は立ち去っていく。

「理一、遅刻だよ」

「悪い」

「寒かったんだからね」

「悪かったって」

「ふふ」

　嬉しそうに笑う。

「助けてくれて、ありがとう」

　瞬間、堪えきれずに抱きしめていた。今回は絶対にこんな風にならないようにしようと、そう決めていたのに。

　十二月二十二日の朝に目覚めてからというもの、どうにかしてなつみに嫌われようと、告白なんかされないように、そんなこと諦めてしまえるように、わざと辛く当たってきた。

　弁当を食べようと誘われれば、舌打ちと共に断り。

　話しかけられても、忙しいと冷たく席を立ち。

　一緒に帰ろうと言われても、用事があると不機嫌に言い放ち。

　そうやって、必死に嫌われようとしたんだ。

　今日だって約束の時間が過ぎようとも待ち合わせ場所に向かわずに、寒い冬空の下でなつみが俺を待ち続ける姿をただ眺めていた。そして、諦めて帰れば、それでいいと思っていたんだ。

　でも、なつみは頑としてその場所を動こうとはしなかった。

　寒さに手をすり合わせて、冷たい風に肩をすぼめながら、何時間って時間をひとりで過ごし続けていたんだ。

　そんな姿を見続ければ、胸が張り裂けそうになり、そしてとうとう彼女がナンパされたタイミングで我慢の限界が来てしまった。

「理一、強いよぉ」

「うるせ。いいから、このまま」

「うん」

　なんでだよ。なんでそんなに素直に頷うなずくんだ。なつみ、俺、お前にひどいことしてたよな？　愛想を尽かされたっておかしくないことをしてたよな？　なのに、なんで、

「なんでそんなに優しく抱きしめるんだよ」

「なんでって、わかんないかなぁ」

　息を漏らすように微かに笑みを浮かべたなつみは、やっぱりあの言葉を口にした。




「好きだよ。理一、君が好き」




　そしてなつみは死んだ。どこからか現れた通り魔に背中を刺されて。周囲が騒然となる中、冷たくなっていく彼女を抱きしめながら涙を流す。

　どうすればいいんだよ、ちくしょう……。





▼






　そうして迎えた七回目のクリスマス・イブ、淀よどんだ眼差しでベッドの上から部屋の隅を見つめている。

　十二月二十二日の朝に目覚めてから、ひたすら部屋にこもり続けていた。携帯に学校からの着信があろうと、頑として部屋から出ずに布団にくるまり続けている。

　とんでもない苦しみだ。でも、他にどうすればいいのかがわからない。

　この三日間だけ、時間がループしている期間だけでいい。なつみから距離を置き、そして告白されなければ、それで、

「ようやく、ようやく終わる……」

　ブツブツと呟つぶやき続ける。

　心に忍び寄る惨めさが、膝を抱えてベッドの上で小さくなることを強要してくる。そうでもして自分で自分を押しつぶそうとしなければ、どうしたって絶望と直面してしまう現実に押しつぶされてしまいそうだから。

「……？」

　微かに空気を震わすのはスマホの着信音。バイブの低いうなり声に手を伸ばせば、そこには『なつみ』という三文字が表示されている。

「──ッ」

　喉から声にならない声が迸ほとばしる。

　今の着信だけじゃない。昨日、一昨日の二日間に届けられたメッセージの数々が、雪のように降り積もり、心に静かな冷たさを運んでくる。

『これ、美味おいしかったよ』『今度一緒に行こう？』『ねえ、聞いてよ理一。お母さんったらひどいんだよ』『眠いよー』『見て見て、可愛かわいいにゃんこ』

　そうした何気ない日常の出来事。

『理一、大丈夫？』『調子悪いの？』『私に出来ることがあったら言ってね？』『悩みがあるなら話して。だいじょうぶ、なつみさんにお任せ』『心配なの』

　そんな、明らかにおかしい俺の態度を心配する言葉たち。

『私、何かしたかな』『ごめん。こんなにメッセしたらしつこいよね……』『どうして返してくれないの……』『電話しちゃダメかな……』『理一と、話がしたいよ……』

　そして、彼女の不安を伝えるもの。

　ここ三日間で届いたなつみからのメッセージは50件を超えている。その一個一個に心が揺れ動き、そしてすぐにでも答えたいと思ったけれど、

「ごめん。ごめんな、なつみ……」

　こんなところで涙を流したって意味はないのかもしれない。でも、そうすることしか出来ないから。なつみと言葉を交わしてしまえば、もうどうあったところで未来は望まぬものに繫つながってしまうだろうから。

　──プルルルル。プルルルル。プルルルル。

　静けさに沈んだ部屋の中、鳴り響くインターホンの音に思わず肩を跳ね上げる。それでも居留守を使い続けていると、やがて音は消え静かになる。

　宅配便ならばまた明日にでも届けに来るだろう。そう考えた直後だった。

　──ガチャリ。

　鍵の開く音がして、そして、

「理一。いるんでしょ」

　無造作に部屋の扉を開けたのは、実家にいるはずのおふくろだった。

「なんで……」

「なんでも何も、学校から連絡があったのよ。アンタが無断で学校を休んでるって。だから様子を見に来たら、ちょうど下で会ったのよ」

「誰と？」

　なんて聞いてはみたものの、その答えは聞くまでもなく予想がついていた。だって、今日は十二月二十四日なのだ。クリスマス・イブにこの部屋を訪れる可能性のある人なんて、

「ごめんね、来ちゃった」

　そうして胸を焦がす不安と答え合わせをするように顔を覗のぞかせたのは、なつみだった。

「アンタもう、こんなに部屋を散らかして。ごめんなさいね、なつみちゃん」

「あ、いいんです。大丈夫ですから」

「それじゃあ、ごゆっくり」

　パタンと、ドアが閉じれば後に残されるのは、俺となつみのふたりきり。彼女が赤いコートを脱ぐ様子を、ただただ茫ぼう洋ようとした眼差しで見つめることしか出来なかった。

「なんで……」

「ごめんね。突然」

「どうして来たんだよ。俺、ひどいことしたよな？　電話もメッセージも無視して。なのに、なんで……」

「理一がそんなことしないって、知ってるからだよ。律儀な理一がそんなことする時は、絶対何かあるからだって、私信じてるから」

　ああ、なつみ。お前はどうして、どうしてそんなに、

「優し過ぎるだろ……」

　零した言葉の湿っぽさに、どれだけなつみと話をしたがっていたのかが滲む。必死になって堪えていないと、きっと泣いてしまう。

「ねえ、理一。何があったの？　話して。私もきっと力になるから」

　そんな言葉に、頭を振ることしか出来ない。

「わかんないんだ……」

　何が起こってるのかも、どうすればいいのかも、全然、全く、わからない。

「大丈夫だよ、理一。私が一緒にいるから、だから」

「……なつみ」

　縋すがりついた体は小さくて、でもどうしようもなく温かくて、

「うん、うん」

　繰り返される言葉は優しくて、

「理一。大丈夫だから」

　名前を呼んでくれる嬉しさに、気持ちを留められなくて、

「好きだ」

　つい、そう零してしまったんだ。




「うん。私も」




　そんなことをすればどうなるかなんてわかっていたのに、




「好きだよ。理一、君が好き」




　溢あふれ出る嬉しさと共に、その結果を悟る。




「ぁ──っ」




　そしてなつみはまた、血を吐いて頽くずおれる。

　力を失っていく彼女を抱きしめながら、世を呪う。

　なんでだよ。なんでだ。

　ただなつみが好きなだけだろ？

　好きな女の子と結ばれることが、そんなに悪いことなのかよ!?





▼






「なつみ、俺、お前のことが嫌いだ」

　そして八回目のクリスマス・イブ。待ち合わせ場所に着いて真っ先に、そう口にする。

　なつみをフってしまおう。もうそれぐらいしか、思いつくことがない。昨日も一昨日もこれまで通り普通に過ごしていたのに、いきなりこんなことを言われれば、彼女は一体どんな顔をするだろうか。どんな気持ちになるのだろうか。

　泣く？

　怒る？

　それとも、何も言わずに立ち去るだろうか？

　でも、こんな事を言うような男に告白なんてするわけな──!?

「ね、理一」

　あ、ああ──っ、

「何があったのかわからないけど」

　ああ、ダメだ。ダメなんだよ、なつみ──っ。

「そんなに哀しそうな顔で言われたって、信じられないよ」

　なんでだよ。なんで、そんなに優しい手つきで頰ほおを撫なでるんだ。どうしてお前が、そんなに泣きそうな顔でこっちを見てくるんだよ。

「なつみ、なんで……」

「理一は、噓うそ、下手だよね。真面目で、優しくて、人を傷つけるなんて出来ないから。だから、すぐわかっちゃうんだよ。理一の噓は」

「そんなこと──っ」

「あるんだよ。理一がずっと私と一緒にいてくれたように、私もずっと理一と一緒にいたんだから。そうじゃなきゃ、私はまだずっと、ひとりぼっちのままだったんだよ？」

「なつみ、なつみ、なつみ……っ」

　何してんだよ、俺は。たった今フろうとしてただろ？　なのになんで、なつみのことを抱きしめてんだよ。

「なつみ。ダメだ、俺やっぱり、お前のことが好きだ」

　なのになんで、こんなことを口にしてるんだ。これじゃあまた、

「うん」

　なつみがあの言葉を口にしてしまうのに──ッ。




「好きだよ。理一、君が好き」





▼






　そうして目覚める。十二月二十二日の朝は、これまでと変わらぬ寒さで迎えてくれる。

　この朝の情景もこれで九回目になる。どうしたところでうまくいかない、そんな虚しさにも似た絶望が心を冒す。

　なつみに告白させない。

　ただそれだけのはずなのに。ただそれだけのことが、こんなにも難しい。

　あまりにも繰り返しすぎたせいか、もはや爽やかな冬の朝に何かを感じることもなくなっている。機械的とも言える動作で準備をして、学校へ向かうために家のドアを開けると、

「きゃ!?」

　妙に可愛らしい声が聞こえ目を向けると、そこにはひとりの少女が尻もちをついていた。

「あ、悪い」

　どうやらドアを開けるタイミングで、運悪く廊下を通りかかってしまったようだ。手を差し出せば、小さな手が素直に摑つかまってくる。

「大丈夫か？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　そうして晴れやかな笑みを浮かべる少女を見た瞬間、その特異な容姿に思わず目を見張ってしまった。

　フード付きのパーカを被った姿はちんまりとしていて、身長だって俺の胸元ぐらいまでしかない。整った顔立ちはしているがとても同年代には見えず、恐らくは中学生ぐらいだろう。でも、そんなことはどうでもよくて、とにかく目を引くのが、彼女の髪と瞳だ。

　髪は、初めから色なんてなかったんじゃないかと思えるほどに真っ白で、瞳は反対に造りものなんじゃないかと思いたくなるほどに鮮やかな蛍光ブルー。その澄み切った色に、吸い込まれそうなほど見入ってしまう。

「あのぉ……？」

　と、いつまでも手を握っている俺を不思議に思ったのか、少女はあどけない仕草でこちらを見上げてくる。

「悪い」

　慌てて手を離し、そして側を歩き去ろうとした瞬間、




「あと一回、頑張ってください」




　そんな声が聞こえたかに思えたが、振り返るともう白髪の少女は背を向け廊下を駆けて行っている。

「あんな娘こ、このマンションに住んでたか……？」

　釈然としないものを覚えつつも、学校へ向かうために歩みを進める。その足取りは重くとも、他にどうしようもない。

　部屋に引きこもろうとも、結局なつみはやってきてしまうのだから。




「ごめんなさい。待った？」

　そして九回目のクリスマス・イブ。いつも通りの場所に、いつも通りの格好で、なつみはやってきた。もうすっかり見慣れてしまった赤いコートに、今日のために一生懸命考えてくれたであろうコーディネイト。何度繰り返そうとも、やっぱりそうして笑みを浮かべる姿は可愛かわいくて、

「やっぱ似合ってるよ。その服」

「……本当？」

「こんなことで噓なんかつかないって」

「あは」

　そうして、なつみが嬉うれしそうに笑うたびに思うんだ。この娘が一体何をしたんだって。どうしてこの娘ばかりがあんなに何度も何度も死ななければならないのかって。

「ほら、行こうよ理一」

「うん」

「……あ」

「ダメか？」

「ううん。嬉しい」

　こうやって手を繫つないで歩くのは、どうしようもなく嬉しい。たとえ何度繰り返そうとも、胸の高鳴りが鎮まることなんてないに違いない。

「見て見て、あの服可愛いよ」

「お、ホントだ。なつみ、似合うんじゃないか？」

「えー、そうかなぁ」

「絶対似合うって。ちょっと試着してみるか？」

　何気ない触れ合いが、

「理一、一口頂戴」

「ああ、いいぞ」

「……食べさせて？」

　甘えてくるそんな言葉が、

「ねえ、理一。楽しいね」

「そうだな」

　この時間を共有出来ていることが、こんなにも幸せなんだ。だから、

「本当に入れるなんて思わなかった」

「まさか鍵が開いてるなんて。ラッキーだな」

　だから、きっとこんなにも穏やかな気持ちでいるんだろう。

　もういつ以来になるのか、誰もいない学校に忍び込み、そして屋上へとやってきていた。煌きらびやかな街並も、ライトアップを待つアビエスタワーも、静けさの中で見つめる世界はひと際輝いて見える。

「なあ、なつみ。覚えてるか？　初めて会った時の事」

「うん。覚えてる。ていうか、忘れないよ。大事な思い出だもん」

　冬の寒風が吹いていく。その冷たさに縮こまる俺らは、どちらからともなく身を寄せ合い、まるでひそひそ話でもするように、やわらかく言葉を交わしていく。

「あんときはおもしろかったよな。せっかく手を貸そうかって言ってるのに、全然頷うなずこうとしないんだからさ」

「あ、あれはっ。だって、よく知らない男子と手を繫ぐなんて、怖かったんだもん」

「ホント、ハリネズミみたいだったよな。ツンケンしてさ」

「り、理一だって。なんか妙に余所よそ余所よそしかったじゃない」

「そうか？　なつみほどじゃないだろ」

「もう、いいでしょ。その話は」

　そうして唇を尖とがらせるなつみを見ていると、どうしようもなく哀かなしみが膨れ上がる。きっと今度も、もう少ししたらあの言葉を告げて、そして……。

「ッ」

「……理一？」

「いや、何でもない」

　その瞬間、気が付いてしまった。なつみが死ぬシーンを思い返しても、それを当然のことのように受け入れてしまっている自分がいることに。

　初めはあんなにも衝撃だった。

　繰り返しても繰り返しても避けられない現実に、胸が張り裂けそうになった。

　でも、その痛みがもうない。

　あれほど辛かったのに。

　あれほど深く絶望したのに。

　それすらもう、心のどこかで受け入れている自分がいる。

　──そうか。もうとっくに限界を迎えてたんだな。

「なつみ、もうちょっと高いとこに行こうぜ」

「うん。いいよ」

「今度はちゃんと手に摑まれよ？」

「わかってるってば」

　なんて冗談交じりのやりとりをしつつ、ごみの山を登っていく。『焼きそば』『お好み焼き』『紅あか組ぐみ』『得点板』。そんな文言が書かれた看板の中には、雑な処理しかされていないせいで釘くぎが飛び出したままのものもある。うっかり踏んでしまわないように登っていくのは中々に骨が折れたけれど、それもてっぺんからの景色を見れば、なんてことはなかった。

「すげえな」

「うん。すごいね」

　屋上よりも一段高い場所。そこから見下ろす風景は、御み園その市をより遠くまで見渡せる。アビエスタワーを中心に、裾野の住宅街から明かりを吸い上げているかのような景色は、夜空に星を送り出している途中みたいで、擦り切れた心を微かな光で照らしてくれる。

　気が付けば看板の上に腰かけていた俺らは、お互いにもたれ合いながら静かな時を過ごす。

「……」

「……」

　やわらかな沈黙は、まるで別れを惜しんでいるようで。

　重ね合った手は、これから先に待ち受ける結末のための勇気を奮い起こすようで。

　そして伝わる温もりは、ゆっくりとゆっくりと覚悟を固めてくれる。

「なつみ」

　名前を呼びながら、心の中で謝る。

「……なぁに？」

　ああ、そんな不安そうな顔をするなんて、俺は今どんな表情をしてるんだろうな。

「こっち向いて」

　ごめん。ごめんな、なつみ。謝るから、だから、頼むから許してくれ。

　俺自身が流す心の涙を掬すくい取とるように、なつみの頰ほおに触れると、もうすっかり冷え切っていて、それがあんまりに可哀そうだから両手で包むようにするけれど、

「ごめん、俺の手も冷たいな」

「そんなことないよ──っん」

　鼻から抜ける微かな吐息。心をくすぐる感触に、より強く唇を押し当てる。そのままゆっくりと、ごみの山のてっぺん、すっかり色あせた看板の上になつみの体を横たえる。

「なつみ」

　見下ろし、見つめれば、なつみは何かを感じたように目を見開いたけれど、結局顔を真っ赤にしながら、こくんと頷いた。頷いて、しまった。

「……ぃぃよ」

　か細く微かな声に、ぞくんとした劣情が俺の中心を突き上げる。これから自分が何をしようとしているのかを悟り、背筋を倒錯した興奮が舐なめあげる。最後にもう一度だけなつみに謝り、

「んっ」

　それでもそんな荒々しい欲求とは反対に、口づけは優しく、決して彼女を傷つけないように行う。そして、全身を押さえつけるように体を重ね、

「あっ、かは──っ」

　優しく、慈しむように、なつみの首に手をかけた。

「り、いち……？」

「……なつみ」

「泣、いて、るの……？」

　ああ、そうだよ。なつみ、俺は、泣いてるよ。

　もうどうすればいいのかわからなくて、哀しくて、さみしくて、わけわかんなくてさ。なんでこんなことしてるんだろうな。全然そんなつもりなんかないのにさ。でも、もう嫌なんだよ。なつみがわけもわからずに死んでくのを見るのは。何回も繰り返してさ、その度に死ぬのを見てさ。なあ、一体なんなんだろうな。もうさ、もういい加減、

「限界なんだ……」

　心はバラバラで、自分が一体どうしたいのかも、どうするべきなのかもわからない。ただ、なつみの側にいたいだけなのに、ふたりで一緒に楽しく過ごしたいだけなのに、それなのになんでこんなことしてんだろうな。

　ああ、本当にわけわかんねぇよ。

　でもさ、でも、もしかしたら可能性があるかもしれないだろ？

　なつみを殺して、俺も死ねば、ループを抜け出せるかもしれないだろ？

　もうそれぐらいしか、希望が残ってないんだよ……。

「り、い、ち……」

「なつみ……」

「……ぃぃよ」

　ありがとう。そう口にする代わりに、もう一度優しくキスをする。そうしてなつみへの愛おしさを溢あふれさせながら、それでも手に込める力を緩めることもしない。逆に、これまでの繰り返しで募った分だけ、強く、強く、力を込めていく。

　好きだよ、なつみ。

　俺はお前が好きだ。

　だから許してくれよ。

　なあ、なつみ。

　もう俺の心じゃ受け止めるのは無理だからさ。

　ここに、

　なつみのところに置いといてくれよ。

　そうすればまた頑張れるから。

　もしこの方法がダメだったとしても、次はさ、もっと頑張るから。

　きっと、お前に告白されないように。

　だから。

「……」

　一体どれだけの時間そうしていたことだろう。詫わびるように、誓うようになつみの首を絞め続けて、気付いたときには、もう彼女は一言だって発することはなくなっていた。

「……」

　だったらもう、ここに用はない。

　俺も、次に行こう。

「じゃあな」

　そして屋上の縁から飛び降りる。

　真っ逆さまになる視界の中、アビエスタワーがライトアップするのが見えた。はは、こんな風にひとりで見たってしょうがないのにな。

　そして、鈍い音を聞くより先に、意識を失っていく。





▼






　そうして目覚めるとやっぱり十二月二十二日で、また戻ってきてしまったのだと、そんな鈍い絶望感が心を埋め尽くす。

　一体、何をやっているんだろうか。

　そんなやるせなさで胸がいっぱいになる。

　本当に、何をやっているんだろうか。

『……ぃぃよ』

「あ、ああ、ああああああああああああっ」

　そんなつもりなかった。

　そんなつもりじゃなかった。

　そんなことするつもりじゃなかったのに。

「俺は、なつみを殺した……」

　この手で、首を絞めて。

　だって、だってしょうがなかったんだ。

　もう限界で、

　何をしたってダメだって、そんな風に思って、

　でも、なつみが死ぬのは見たくなくて、

　だったら俺の手でって、

　なつみを殺して俺も死のうって、

　でも、

　なんで、

　なんでそんな、

「なんでだよッ!?」

　くそくそくそ。

　なんなんだ。なんなんだよ、これは。

　またか!?　また繰り返すのか、俺は!?

　今日がまた十二月二十二日っていうなら、またやり直してるんだろ!?

　そしてクリスマス・イブにまた告白を聞いて、そしてなつみが死ぬところを見なければいけないんだろ!?

　なんだよ……。

　なんなんだよ、それは……。

　あと一体、何回繰り返さなきゃいけないんだよ……。

「なんかさ、もういいんじゃないかな……」

　ポツリと、そんな一言が漏れる。

　ぼんやりと起き上がると、まるで幽鬼のような足取りで机に近づき、そこに置いてある文具立てからハサミを抜き取る。何も考えることはない。極々自然な動作でその切っ先を喉元へと向けて、そして、

「ダメですッ!!」

　鋭い声、そして衝撃。倒れ込んだ拍子に硬い床に頭をぶつけた。星が飛び霞む視界の中、握ったハサミをもぎ取られる感触だけはわかった。

「はあっ、はあっ、あなたは、一体何をしてるんですか!?」

　目を開けるとそこにはひとりの少女が立っていた。

　雪のように真っ白な髪。薄暗い部屋の中でも目立つ蛍光ブルーの瞳。間違いない。前回のループで玄関先で出会ったあの少女だ。

「誰だよ、お前」

　自分でも驚くほどに低い声が漏れた。一切の感情をそぎ落としたような声に、少女もびくりと肩を揺らす。はは、そんなに恐ろしいのかね。

「なあ、教えてくれよ」

　やすりで削るような声が空気を震わす。それを皮切りに感情が膨れ上がり、

「一体これはなんなんだ？　何が起こってるんだ？　一体どうして俺は何度も何度も何度もッ、なあッ、頼むから教えてくれよッ!!　なんなんだよこれはッ[image: かんたんふ]」

　気が付けば立ち上がり、少女の胸ぐらを摑つかみ上あげていた。

「わけわかんねぇんだよッ。なんなんだよ、一体!?　なんだってあんなに何度もなつみが死ぬんだ!?　どうして俺は同じ日を何度も繰り返してるんだ!?　どういう状況なんだよ、これは!?」

　荒い息を吐きながら見下ろすと、少女が今にも泣きそうな顔で見上げてくる。

「なんだよ、その顔。お前だろ？　お前が俺をこんな目にあわせてるんだろ!?　なのになんだ。なんでそんな目で俺を見てんだ!?　答えろよッ」

　ああ、何をやってんだろうな。頭の中のどこか冷静な部分から語りかけてくる声がある。こんな少女に乱暴までして、一体、何をやってんだろうな。

　それでも少女は、激しい剣幕に臆することなく、一度俯うつむくと、クッと決意を固めたような顔でこちらを見上げてきた。

「今、何回目ですか？」

　その一言で理解する。ああ、やっぱり彼女は俺がループしていることを知っている、と。

「知るかよ、そんなの。もう覚えてらんねぇよ」

「……ごめんなさい」

　その謝罪はどこか湿り気を帯びていた。まるで本当に彼女のせいでループしているかのような物言いに、荒れ狂っていた怒りが少しずつ鎮まっていく。

「ぁ……」

「あなたは、すごいですね。そんなになってまで、頑張れるなんて。本当にすごいです」

　耳元で聞こえる涼やかな声音。とびきりの優しさを込めたその言葉は、心に静かに染み渡ってきた。

　少女が、俺を抱きしめている。

　やわらかく労わるように、そっと背中に手を回し、頰ほおを寄り添わせるその感触に、胸の中で堪えていたもうひとつの感情が決壊する音を聞いた。

「う……っ、ぐ、ひぐ……っ」

「よしよし」

「うぐっ、あぁ、ぅぁぁ……」

　情けないなどと思う間もない。気が付けば涙を流し、堪えきれない声は口から漏れる。

「辛かったですね。大変だったんですよね。いいですよ、今は」

　その優しい言葉が心をほぐしていく。毎日毎日、どうしてこんな目にあっているのかと、なんだってこんなに辛いことを繰り返しているのかと、そう思いながら過ごしてきた。

　どうして俺だけがこんな目にあわなければならないのか、誰も理解してくれないのに頑張り続けなければならないのか、そうやって踏ん張って、堪えて、のしかかってきていたものを、今、吐き出していた。

「うあ、うぐ……。えぐ……っ。ああっ」

「…………」

　優しく背中を撫なでてくれる彼女の肩口に顔をうずめる。ずっとこうして誰かに寄りかかりたかった。

　ひとりループし続ける中、しんどさだけが胸に降り積もり、どうしようもなかった。

　何をしても報われず、どうしたところで袋小路。

[image: ]

　悲しくて辛い記憶だけを積み重ねる毎日に、どうしようもなく倒れそうになっていた。

「…………」

　少女は何も言わずに支えてくれる。

　なつみを殺したこんな俺を。

　その優しい安心感に、恥ずかしげもなくこの身の全てを預けてしまいたくなる。




「あ」




　しかし、そんな時間も長くは続かなかった。

　部屋の中、微かに響く振動音。ベッドの上に放り出したスマホが立てるバイブの音。そしてその画面に表示される、『なつみ』という三文字。

　それを見た瞬間、怯おびえるように少女の細い腰を抱きしめていた。

　嫌だ。

　だって、だって。一体どんな顔をしてなつみに会えばいいんだ。彼女は確かに俺がしたことを知らないかもしれない。でも、俺は覚えている。

　首の細さを、そこに込めた力を。

　そんなので、一体どうやって会えって言うんだ──!?

「嫌だ……」

　弱々しい呟つぶやきが漏れる。

　追い立てるようにスマホは震え続けている。

　そんな中、少女がすっと身を引く。

「理一さん」

　これまで優しく抱きしめてくれていた少女が離れた瞬間、見捨てられたようなさみしさが胸を衝く。真っすぐに見つめてくる彼女に、縋すがるような眼差しを向けてしまう。

「なつみさんに会ってください」

　ひどい少女だ。なんでそんな非情なことが言えるのかと責め立てたくなる。

「ここからは、私も一緒です。だからお願いします。なつみさんに会ってください。自分の気持ちから、逃げないでください」

　その懇願するような言葉と、瞳に宿る切迫した輝きに押され、スマホを取り上げる。

『あ、理一？　今どこにいるの？　もう一限目始まっちゃうよ』

「……あ」

　瞬間、様々な感情が込み上げて何も言えなくなる。

「なつみ」

　それでもどうにか名前を呼べたのは、白髪の少女が優しく背中を抱いてくれたからだった。労わるように背中をさする彼女の手つきが、かろうじて声を絞り出すための勇気を与えてくれた。

「……悪い。今日は学校に行けない。また、明日会おう」

　やっとのことでそう告げると、なつみからの返答を待つこともなく電話を切る。ひとつ、大きく息を吐き出す。それほどに心に重荷のあることだった。

「さすが理一さんですね。えらい、えらい」

　そんな子供をあやす母のような手つきに、縋りつきたくなってしまう。みっともなく泣き喚いて、弱った心を委ねたくなってしまう。

「君は、誰なんだ……？」

　だけれど、なつみの声を聞いたことで最後の一線で踏みとどまれたから、そう問うことが出来ていた。それに対して、白髪の少女は見とれるほどに可か憐れんな笑顔でこう言うのだ。




「私の名前は、リンカです。あなたたちを救うため、未来からやってきました」
















「いいんですよ。学校を休みたくなる日なんて、誰にだってあるんですから。明日、ちゃんと行けばいいんです」

「ああ、そうだな」

　結局、なつみを殺した罪悪感と向き合うのが怖くて、この日は学校に行くことが出来なかった。自室にこもり、こうしてリンカと言葉を交わしているだけで、すでに日は傾き始めてしまっている。

「それでも、もし可能なら、明日にはきちんとなつみさんに顔を見せてあげてください」

「わかってるさ」

　なんて言いはするけれど、果たして今の俺になつみに会う資格があるのだろうかと、そんな風に思ってしまう。

　確かにループした以上、なつみは俺がしたことを知らない。でも、だからと言って『アレ』をなかったことにするなんて、そんなの許されていいはずがない。

「理り一いちさんが、なつみさんに罪悪感を抱いていると言うのなら、きちんとループを抜け出してあげてください。これ以上、彼女が死ぬことがないようにしてあげてください」

　斜陽が差し込む部屋の中、リンカの声が重く響く。彼女の言葉は的確で、そしてそれ故に容赦がない。まるで、現実から逃げるな、そう言われているようで、正直、その重さを受け止められるだけの気力が、まだ戻っていない。

「しんどいな……」

　だからこそ漏れる言葉は、夕日によって作り出された濃い影へと誘われるように、痛ましく沈んでいく。

　本音では、今すぐにでも投げ出したいぐらいだ。

　なつみを殺してまでたどり着けなかった未来に、一体どうすれば到達出来るというのか。本当にそんなことが可能なのか。

「わからないんだ。本当に、このループから抜け出せるのか……？」

　今朝リンカにぶつけた怒りとは違う。すでに限界を迎えた俺の、それが本音だ。

　何を弱気な、と言われたところで構わない。

　そんな弱音を、と叱責されたところで、どうしようもない。

　だって、本当にわからないんだ。

「このループに、抜け出す方法なんてあるのか……？」

　試せることは試したのだ。

　なつみを傷つけ、裏切り、貶おとしめた。場所を変え、手段を変え、それでもダメだった。

「なつみを殺しまでしたんだぞ……？　なつみを死なせないために、なのに……」

　全部ダメだったのだ。

「ええ、そうですね。そこまで追い詰められてなお、理一さんはループから抜け出せずにいる。でも、だからこそ、私がここにいるんです。そこまでになったからこそ、私はあなたの味方になることが出来るんです」

「どういうことだ……？」

　そう尋ねると、行儀よく座ったリンカは真剣な眼差しで口を開いた。

「理一さん、私の髪や目を見て、どう思いますか？」

「どうって……」

「普通じゃない。おかしい、とそう思いませんか？」

　そりゃ、そんな真っ白な髪と青い瞳を見れば、少なからずそう思う。でも……、

「そこで真っすぐに『おかしい』と言えないのが、理一さんの優しさです。なつみさんは、そんなあなたの優しさに救われたんですよ？　本当にあなたは素敵な人ですね」

「そんな、褒められるような人間じゃない……」

　本当に優しい人間なら、なつみにあんなことをするはずがない。

「理一さん。あなたが自分のことをどう思っているのかわかりませんが、決して卑下しないでください。あなたはこれまで、なつみさんのために行動してきた。自分の心に噓うそをついてまで、何度彼女を傷つけようとも、あなたは彼女のことを思って頑張った。そんな人が優しくないなんて、そんなのは噓です」

　胸が、熱い。引き結んだ唇の奥で、歯が震える。思わず伏せた目から、雫しずくがこぼれそうになる。そうか、そうなんだな。リンカ、お前は、

「俺が間違ってなかったって、そう、言ってくれるのか……？」

　震える声で尋ねれば、

「はい」

　リンカは真っすぐに頷うなずいてくれた。

「そうか。そうかぁ……」

　言葉と一緒に、深く深く息を吐き出す。それは殊更に熱く、万感が込もっていて、だからこそ、そのやりきれない感情を吐き出すことで、少しだけ前を向く気力が戻ってくる。

「理一さんは、私の髪が本当は黒くて、瞳も黒いんだって言ったら、信じますか？」

　そうして前を向けたからこそ、リンカの問いかけに考えを巡らせる余裕も生まれている。

「さすがに、それが天然だとは思ってなかったけど、でもじゃあ、どうして？」




「タイムトラベルをしたからです」




　とはいえ、さすがにその言葉をすぐに受け止めることは出来なかったけれど。

「タイムトラベル……って、じゃあ今朝言ってたあのセリフも、冗談じゃなかったのか？」

　私は未来から来ました、なんて、そんなのまるで信じていなかったけれど、

「変なところで疑うたぐり深いですね。それじゃあ、これが証拠です。未来において私の身分を証明する、学生証です」

　そうしてリンカがポケットから取り出した端末を操作すると、空中に画像が投影される。

「個人情報保護の観点から、名前や住所なんかは暗号化されていますが、まあ、今の理一さんには関係のないことですしね」

　なんてことを言うけれど、正直この光景だけで『未来』という言葉が一気に現実味を帯びた。だって、空中に投影してるんだぞ？　プロジェクターや３Ｄマッピングみたいに、壁面や天井、物に投影するんじゃなくて空中に、しかもめちゃくちゃ高精細に。そしてその写真でリンカは、

「本当に、髪、黒かったんだな」

「はい。タイムトラベルの影響で、見た目に影響が出るのはわかっていましたが、まさかここまでになるとは思いませんでした。まあ、しかたないですね」

　なんて風に言うけれど、リンカは見た目からして俺よりもっと年下だ。そんな年頃の女子が、こんなに様変わりすることを、しかたないの一言で片づけるってことは、それなりの理由があるわけで、

「リンカの目的は、一体何なんだ？」




「二〇三九年の未来を守ることです」




　そんな冗談みたいな言葉が、しかし決して笑い飛ばせないだけの質量を持って響いた。

「さて、色々と話さなければなりませんが、その前に理一さん。あなたはループについてどこまで把握していますか？」

「どこまでって言われても、原因も対策も、全然わからないぞ」

「それでも、これまでの繰り返しで気付いたことはあるはずです。教えてください」

　その蛍光ブルーの瞳でじっと見つめられると、どうにも緊張感が増す。

「気付いたことか……。それなら二つある。なつみが死ぬとループすることと、なつみは必ず告白した後に死ぬことだ」

　そう、だからこそなつみの告白を回避しようと色々と試したのだ。結局どれも失敗に終わったけれど。ん？　だとすると、

「なつみの告白が回避出来ないってのも、把握してる事実になるのか」

「ええ、そうですね。認識は概おおむね間違っていません。ただ、最後の、告白が回避出来ないというものに関しては、決してその限りではないと、前回のループで確認したはずです」

　……ああ、そうだったな。

　物理的になつみがしゃべれない状況を作れば、当然ながら告白なんて出来やしない。でも、そうまではっきりと言うのは、なんて言うか容赦がないな。

「なあ、さすがにリンカも、あんな手段でループを抜け出すなんて言い出さないよな？」

「安心してください。人道にもとる行為で、このループを抜け出そうなんて、そんな提案をするつもりはありません。そんなことをしても、二〇三九年は守れませんから」

「きっぱりとそう言ってくれると安心するよ」

　これでもし、いえそのつもりです。なんて言われた日には、どうしようもない。

「ところで、ずっと気になってたんだけど、二〇三九年を守るって、どういう意味だ？　なんか、敵でもいるのか？」

　そう問いかけると、リンカは無言のままに立ち上がり、そして窓際に立つ。

　カラリとした音。

　部屋の中に、冬の空気が流れ込む。




「理一さんには、この空がどんな風に見えていますか？」




　瞬間のフラッシュバック。

　十六時過ぎの屋上。

　廃材の山と、春の青空。

　そして薄桃色の空に包まれ、スマホを掲げる彼女の写真。

『この空は敵に侵されている』

　出会った頃のなつみがＳＮＳに投稿していた数々の文言と写真。そのいずれにも映るのは、何の変哲もない空。

　でも、彼女にとっては──

「なつみの、空……？」

「はい。なつみさんが見ている薄桃色の空。それが理一さんをループさせている原因であり、二〇三九年の人類にとって、明確な敵として存在しているものです」

　…………。

「わけがわからないって、顔ですね」

「それは、そうだろ」

　とんでもない事態に巻き込まれたその原因が空にあるなんて、信じられるわけがない。なんだよそりゃ。

「もっとわかりやすい敵でもいてくれた方がよかったっての」

「もう十分わけがわからない状況に陥っているのにですか？」

「ッ!?」

　一瞬挑発されているかのように感じてしまうぐらいの迫真さで、リンカは俺の前にいた。冷え切った部屋の温度が、体感でさらに数度下がったように感じられる。

「そんなに身構えなくても大丈夫です。私はあなたの味方ですから。さて──それじゃあ、お話しましょうか。何が理一さんとなつみさんをこんな状況に陥れているのかを」





▼






「今回、理一さんが時間をループする羽目になっている原因も、なつみさんが死んでしまう原因も、全てはこの空にあります」

　そしてリンカは話しだした。底冷えのする部屋の中、その声は静かに響く。

「名称をＤｉデイーｖａヴア。その正体は人類のような有機生命体ではなく、情報粒子の集合体である情報生命体です」

「ちょ、ちょっと待て。いきなりすぎて頭が追いつかない。Ｄｉｖａとか、情報生命体とか、お前本気で言ってるのか？」

「はい、本気です。今あなたに冗談を言ったとして、私にメリットはありませんし」

　それは確かにリンカの言うとおりだ。でも、だからといってこんなＳＦじみた話を頭から信じられるわけもないだろう？　しかし、そんな混乱に構うことなく、リンカは話を先へと進める。

「Ｄｉｖａの発生は二〇一〇年頃からすでに始まっていました。しかしその存在に気が付いている人はいません。白しら波なみ瀬せなつみさんを除いては、ですが」

　なんでそこになつみの名前が出てくるんだ。こんな突拍子もない話に、どうして……。現実味のなさに、呆ぼう然ぜんと頷くことしか出来ない。

「理一さんも見たことありますよね。なつみさんがＳＮＳ上にアップしているいくつもの写真と、そこに付随された文言を。彼女はあの写真と言葉を介してＤｉｖａの存在を人々に伝えようとしていました」

『この空は敵に侵されている』

　あの、一種冗談だとしか思えない投稿に、そんな意味があったなんて、そんなの一体どうやって信じればいいんだよ。

「そうですね。──なつみさんから聞いたことがありませんか？　ヘッドホンをすると頭痛が収まるといった話」

「あるけど、それがなんだ……？」

「それも、なつみさんがＤｉｖａを感知している証拠です」

　と、自信満々に言われたところで理解出来るわけもない。なつみがヘッドホンをしているから、だからなんだと言うのだ。

「なつみさんは共感覚を有しています。音や文字に色がついているように見えたりするものなのですが、聞いたことありませんか？」

「いや、ないな。で、なつみがそうだとして、だから何だって言うんだ？」

「Ｄｉｖａが情報のやりとりをするときには、特殊な音波が発信されます。通常なら聞き取ることすら出来ないその音を、なつみさんは共感覚によって色として捉えることが出来ます。薄桃色の空。なつみさんはあなたにそんな話をしたのではありませんか？」

　それは、覚えがあるどころの話ではない。

　薄桃色の空。

　俺となつみが言葉を交わすきっかけとなったもの。俺らが仲良くなる契機は、なつみが話した、あの空なのだから。

「彼女の見たその空こそがＤｉｖａです。恐らくなつみさんは、Ｄｉｖａが活発になるときに頭痛を覚えていたはずです。そして遮音性の高いヘッドホンを着けることで、それを和らげていた」

　これが事実なら、確かに薬を飲んだって意味がないはずだ。そんな荒唐無稽な原因を解決出来る医者なんているわけないのだから。




「なつみさんは、そんなＤｉｖａによって殺されています」




「待った。なんでそこでいきなりなつみが殺されるって話になるんだ」

　リンカはひとつ間を置くと、真っすぐにこちらを見て、そして口を開いた。




「二〇三九年の未来において、白波瀬なつみは、人類を脅かすＤｉｖａへの対抗手段を開発するからです」




「は、え？」

　なんだって？　今、リンカは何て言ったんだ？

「驚くのも無理はないと思います。しかし、それは私たちにとっては事実なのです。彼女はこれから先の未来にいくつもの技術を開発します。Ｄｉｖａの観測に繫つながるものも当然として、情報生命体であるＤｉｖａに対して私たち人類が持ちうる唯一の対抗手段『迎撃防壁プログラム』を開発したのも、なつみさんです。遠くない未来、彼女は歴史に名を刻む快挙を成し遂げます」

　シンとした部屋の空気が耳に痛い。どういう心境で話を聞けばいいのだろうか。

　未来。

　Ｄｉｖａ。

　二〇三九年。

『迎撃防壁プログラム』。

　一体、何から理解すればいいのか、さっぱりわからない。

「そんななつみさんの存在を、Ｄｉｖａは疎ましく捉えたのでしょう。奴らは二〇三九年から過去への同期を開始しました。もちろん、目的はなつみさんを排除するためです。それに気が付いた私たちも急ぎ過去へ遡り、彼女を守るための手段を講じることになりました。それが私です。私は二〇三九年の未来から、なつみさんを守るためにやって来ました」

　噓うそ、ではないのだろう。そういう風には見えないし、仮にそうだとしてもこんな話を聞かせる意味がない。あるいは、リンカが痛い電波系だとでも言うのなら話は別だけれど。

「まあ、Ｄｉｖａについてとか、未来のこととか、掘り下げて聞きたいことはあるけど、まずは話を全部聞かせてくれ。正直、今の話だけだと現状が全然わからない。どうして、俺はループをしてるんだ？　それも、Ｄｉｖａの仕業なのか？」

　そう、今何より重要なのは、未来がどうとかいうややこしいことではない。最も知りたいのは、どうして時間がループをしていて、どうすればそこから抜け出すことが出来るのかという、ただそれだけなのだ。

「ループの原因は残念ながらＤｉｖａではありません。私が、あなたたちふたりを守るために作り出したものです」

「な!?　それじゃあどうにか出来るのか!?」

　勢い込むが、リンカは無情にもゆっくりと横に首を振って返す。

「条件がそろわない限りは、決して解除されることはありません」

　なんだよ。せっかくこれで、このわけのわからない状況から抜け出せると思ったのに。

「で、その条件ってのは、あれか？　俺がなつみに告白されないことか？」

「はい。おっしゃる通りです。理一さんがなつみさんに告白されないままに十二月二十四日を終えること。これがループを終える唯一の方法です」

「なるほど」

　それに関しては、やっぱり、という思いが強かった。これまで繰り返してきたループの中で、まず避けようとしたのは、なつみからの告白だったのだ。つまり、

「俺がやろうとしてたことは間違いじゃなかったわけだ。でもさ、おかしくないか？　なんだってＤｉｖａはなつみが俺に告白した瞬間を狙うんだ？」

　そう。それが一番不思議だったのだ。なんだってなつみは、いつも決まって告白した後に死んでしまうのか。

「それは、なつみさんが理一さんという理解者を得てしまうからです。先ほど告げた通り、なつみさんは未来においてＤｉｖａに対抗するシステムを開発します。そして、その傍らには、いつも理一さん、あなたがいた。彼女がめげそうなとき、挫くじけそうなとき、いつだってあなたは彼女に寄り添い励ましてきた。だから二〇三九年から来た私からすれば、あなたはある意味なつみさん以上に重要な意味を持つ方なのです」

「どういうことだ？　『迎撃防壁プログラム』を開発するのはなつみであって、俺じゃないんだろう？　それが何で、そんな言われ方をするんだよ」

　その問いかけに、リンカは考えを整理するように、ひとつ息を吐いた。

「この時代におけるなつみさんの理解者は、あなたひとりしかいないからです。そして、それはこの先も変わりません。Ｄｉｖａがようやく認知されるのは、二〇三〇年になってからです。それまでなつみさんは、誰にも理解されない世界で、ただひとり孤独に生き続けます」

　……何？

「本当か、それは？　なつみの孤独は、これから先も続くって言うのか？」

　だとすれば、それは看過出来るものじゃない。

「はい。さみしい話ですが本当です。しかし、そうして誰にも理解されないながらも、彼女はＤｉｖａに関する研究を進め、そして奴らが人類を飲み込むより一足先に、奴らの存在を世に知らしめ、抵抗する手段を確立します。それらはなつみさんの功績ですが、それを成すには、理一さん、あなたの存在が不可欠なのです」

「リンカ。お前、本当に冗談を言ってるんじゃないんだよな」

「あなたが重要な意味を持つ人だという証拠が見せられればいいんですが、それをすれば時間遡行の禁則事項に触れてしまいますし……」

　なんて具合にリンカは物思いに耽ふけり始めてしまうが、正直に言って、そんなものを見せられても素直に信じられるとは思えない。だって、いきなり現れた奴に、『あなたは未来における重要人物なのです』とか言われて、はいわかりました、なんて答えられるわけないだろ。

「申し訳ありませんが、その話に関しては信じてくださいとしか言いようがありません。そして、ひとつのターニングポイントが、明後日の十二月二十四日になります。ここでなつみさんはあなたに告白をする。そして、それはＤｉｖａもわかっている。Ｄｉｖａは、こう考えているんですよ。あなたという理解者を得たからこそ、白波瀬なつみは『迎撃防壁プログラム』を完成させた、と」

「それはこじつけが過ぎないか？」

「そうおっしゃられても、それが二〇三九年における検証の結果なんです。この年のクリスマス・イブになつみさんがあなたと結ばれれば、二〇三九年の人類がＤｉｖａに支配されることはありませんが、その反対ならば、未来はＤｉｖａに支配されることになります」

　いきなりそんな、未来は君の肩にかかっている、なんて言われたところで、一体どうしろって言うんだよ。

「Ｄｉｖａは、どうして今すぐなつみか俺を殺さないんだ？　わざわざなつみの告白を待たなくても、そうすれば話は早いはずだろ？」

「そんなの簡単な話です。仮にＤｉｖａが理一さんを殺したとしたら、なつみさんは復ふく讐しゆう心しんからＤｉｖａの敵となります。そして、なつみさんと理一さんが別れた場合、Ｄｉｖａにとって都合のいいことに、なつみさんはどんどんＤｉｖａに傾倒していき、やがてＤｉｖａと共に人類に牙をむくことになります」

　そこまで話して、ようやくひと段落したのか、大きく息を吐き出したリンカは、震える声でこう言った。

「……信じて、もらえますか？」

　これまでの真剣な面持ちはどこへやら。一転、不安そうな眼差しをこちらへ向けてくる。まあ、それはそうだろう。俺だって当事者でもない限り、こんな与よ太た話ばなしを聞かされたところで、信じようなんて思わなかったに違いない。

　でも、もう巻き込まれてしまっている。

　その証拠は、痛いほど脳裏に焼き付いている。

　繰り返される告白と死。

　何度も見せられたそれらを思い起こせば、リンカの話もあながち噓うそだとは言い切れない。何より、これまでの袋小路にようやくひとつの道が開き始めたのだ。信じてみても、いいんじゃないだろうか？

　ひとつ、深呼吸をする。そして、決意と共に口を開く。

「信じるよ」

「本当ですか!?」

　そのときのリンカの喜びようったらなかった。目を輝かせ、まるで拝むように胸の前で手を合わせるのだ。

「よかったです、信じてもらえて。正直、私だったらいきなりこんな話をされても信じませんし。理一さんって人がいいんですね」

「お前、それは遠まわしにバカって言ってないか？」

「そんなことありませんよ。どうして私が理一さんをそんな風に思うんですか」

「今までにもちょいちょい失礼な場面があったからな」

　心外だとばかりに頰ほおを膨らませるリンカ。そうした態度を見れば、まだまだ俺らより下の年代ぐらいだと思えるのだけれど、何とも摑つかみきれない少女だ。

「そうか……、Ｄｉｖａか……」

　現実離れしすぎている。そんな話を聞かされたとして、一体何が出来るというのだろう。

　Ｄｉｖａなんて得体の知れない存在がいて、そいつがなつみを殺してるなんて、そんなのもう、どうしろと言うのだ。

「私も、話が聞きたいです」

「話？」

「あなたがこれまでどんな思いで頑張ってきたのか、どれだけ大変で、どれだけすごいことをしてきたのか、それを、教えてください」

　そう言うと、リンカは窓を閉め部屋を横切った。俺の見ている前でベッドに歩み寄ると、掛け布団をめくり縁に腰掛けた。

「隣、どうぞ」

「え？」

「寒いんですよ、この部屋。布団かぶってないと風邪引いちゃいますよ？」

「そりゃ、この時期に窓を開けてたらな」

「それは言いっこなしです」

　澄ました態度でそう告げるリンカの隣に腰掛けると、肩に布団がかけられる。

「ふふ、ふたりだとあったかいですね」

「……っ」

　ふたりで一枚の毛布にくるまっているせいか、体温をすぐそこに感じる。今朝は感情的になっていたからよかったけれど、ここまで近い距離に彼女がいるというのはどうにも落ち着かない。

　トスンと、肩に重みがかかる。リンカが頭をもたせかけてきていた。その態度に距離感を測りかねる。でも、それと同時にこうして寄り添ってくれることで心が休まるのも感じた。スウッと胸の中心にかかっていた重みが和らいでいく。

「……わからないことだらけだった」

「はい」

「なつみは俺に告白したかと思えば死ぬし、かと思えば時間は巻き戻ってるしさ。最初は正気を失ったかとも思った。過去に戻ってるなんて、そんなＳＦみたいなこと、信じられるわけないしさ」

　そして、話し始める。これまでのことを、ここに至るまであった様々なことを。

「色んなことを試したんだぜ。どうにかしてこの状況から逃れようと思ってさ。でも、ダメだった。なつみから距離を置こうとしても、嫌われようとしても、結局なつみは俺に告白して、そして死んだ……。何回も、何回も」

　つらかった。

　しんどかった。

　好きな少女の死に様を何度も繰り返し見せられて、本当に心が張り裂けそうになった。

　繰り返し目覚めては、必ず訪れる結末に、精神は摩耗し、心は磨すり減へり、ここ数回のループでは満足に食べることすら出来なくなっていた。

「本当にどうかしそうだった。部屋から出るのすら怖かった。もう何もしたくないってそう思ったけど、でもその度に目の前になつみが現れて死ぬんだ……」

　悪夢だった。

　地獄のような日々だった。

　何をしたところで彼女の死で締めくくられる日常に、生きている意味を見失った。

　あれだけ毎日撮っていた写真すら、もうここ数ループでは撮っていない気がする。これまでは時間があればカメラを弄っていたのに、そんなことをする気力すら湧かなかった。

　趣味に心血を注ぐよりも、悪夢のような繰り返しに心を磨り減らしてしまっていた。

「ずっとそんなだったからさ、リンカが出てきてくれて、すっげぇ安心したんだぜ？」

「……そうですか」

「ああ。死のうとした俺を止めてくれて、怒りを受け止めて、抱きしめて、泣かせてくれた。あれだけ我慢してたものを一気に吐き出せてさ。ものすごい楽になった。ありがとな」

「何て言うか、そこまで素直にお礼を言われると照れますね。でも、よかったです。理一さんが元気になってくれて」

　リンカがさらに体重をもたせかけてくる。

　その温かい体に触れたせいか、瞼まぶたがトロンと蕩とろけてくるのがわかった。

　そういえば、まともに寝たのも、もうずっと前のような気がする。

「なんか、疲れたな……」

「いいですよ、休んで。私が側にいますから」

「そっ、かぁ……」

　ああ、安らぐ。

　瞼を閉じるのは、こんなにも気持ちのいいことだったのか。

「おやすみなさい、理一さん」

　薄れゆく意識の中、誰かの優しげな声が聞こえた。





▼






「びっくりした……」

　目覚めるとすぐ目の前にはリンカのきれいな顔がある。

　あのきれいな瞳を閉じ、すやすやと眠っていると、年頃の少女としてのあどけなさが前面に押し出されている。

　というか、状況がわからない。何だってすぐ横でリンカが寝ているんだ。

　がばりと起き上がり周囲を見渡すと、そこはよく見知った自室だった。ということは、

「あのまま寝ちゃったのか」

　確かに昨日は本当に久しぶりに安心出来た。だからといって年頃の少女と同じ布団で、朝まで寝入ってしまうのはどうかと思うけれど……。

「んん……、寒」

「あ」

　と、俺が起きたせいで布団がはだけてしまったからか、リンカが身じろぎをする。

「あれ……？」

　慌てて布団を戻そうとしたその時、むっくりと起き上がったリンカと目が合った。

「んん、もう少し……」

「って、おい!?」

　寝ぼけてしなだれかかってくるのを、慌てて支える。少女の温かな体温と、なつみとはまた違った香りに、カッと全身が火ほ照てる。いや、ていうかどうすんだよ、これは!?

「お父さん……」

「お前には俺がどう見えてんだよ!?　起きろってば、おいッ」

　体を揺すれば、リンカはむにゃむにゃと何事かを呟つぶやく。さすがに乱暴にするわけにもいかず、とりあえずそのままでいると、突然スイッチが入ったようにぱっちりと目を見開いた。

「あー、なんだ。おはよう？」

「……っ、……っ」

　開いた口が塞がらないとはこのことだろうか。リンカはわなわなと震えたかと思うと、顔を真っ赤にしてベッドから飛び出し、洗面所へと飛び込んでいってしまう。

　……さて、この気まずさをどうするべきだろうか。
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「忘れてください忘れてください。もう、まっさらに忘れてください」

「わかったわかった。わかったから、せめて落ち着いて食べよう」

　あのあとすったもんだあった挙げ句、俺らは朝食を共にしていた。

「ああもう、一生の不覚です。まさか寝起きのあんな姿を見られてしまうなんて」

「とりあえずさ、冷めるし食べようぜ」

　もう、さっきからずっとこの調子だ。よほど寝顔を見られてしまったのが恥ずかしいのか、食卓に着いてからも全く目を合わせようとしない。

「ありがとう」

「何がですか!?」

「そんなにキレるなよ。──昨夜、一緒にいてくれてさ。本当にありがとう。なんかすごい久しぶりにぐっすりと寝られたよ」

　素直にそう告げると、リンカは照れたように顔を赤くした。というか、この娘こは基本照れるか恥ずかしがるかしてるな。可愛かわいらしくていいけど。

「お礼なんていいです。これが私の役目ですし」

「そんなさみしいこと言うなって。──なあ、俺は今日学校に行くけどさ、帰ってきたら話をしよう。これからのことを色々と」

「はい」
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「理一、本当に大丈夫なの？」

　当然ながら、学校に行ったらいの一番に心配するなつみに出くわした。でも、それも仕方ない。何しろ昨日は、朝方に一言二言電話でしゃべっただけで、そのあとに届いたメッセージも何もかも、すっかり無視をしてしまったのだから。

「悪かったな、心配かけて。もう大丈夫だ」

　その言葉の通り、自分でも驚くほど精神的に持ち直していた。もっと罪悪感で、押しつぶされそうになるかと思ったんだけどな。

　それもこれも、リンカのおかげか。

　怒りや哀かなしみを受け止めてくれ、陥っている事態の原因を教えてくれた。八方ふさがりでしかなかった閉塞感を完全にとは言わないまでも、吹き払ってくれた。だから、

「まあ、確かに顔色はいいよね」

「だろ？　だから心配ないんだって」

「何しろ祝日なのに、ちゃんと登校してくるくらいだし？」

「そういうことだ」

　でも、そうして多少元気になったからって、前回のループでのことをなかったことにするのも、どこか違う気がする。

　なつみを手にかけたことは確かなのだ。それを忘れてはいけない。

「なあ、なつみ」

「何？」

「明日は、いい日にしような」

　でも、だからといって、今のなつみに謝るのも筋が通らない。ここで謝罪の言葉を口にすることは簡単だ。だけどそれは、結局は自己満足でしかない。今のなつみからすれば、謝られたって、何のことかわからないだろう。だから、それは違う。

「うんっ。楽しみだなぁ。晴れるといいね」

「ああ、そうだな」

　だから、前回のなつみに対して拭えない罪悪感を抱いていると言うのなら、今目の前にいるなつみを幸せにするしかない。

　それが、一度とはいえ彼女を殺してしまった俺が果たすべき責任なのだから。
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　そして放課後、俺とリンカは昨日同様に俺の部屋で向かい合っていた。

「昨日も思いましたが、散らかった部屋ですね」

「余計なお世話だ」

「まさかこの部屋になつみさんを入れたりしてないですよね？　嫌われますよ？」

「うるさいな。ほっとけよ」

　そんな俺をリンカは呆あきれたように見ながら、ベッドの上に腰掛けた。対する俺は椅子に座り、そんな彼女と向き合っている。

「昨夜の話で、諸々の原因はわかった。なら次はどうするかだな」

「前向きですね」

「わけがわからなかった今までよりも、多少はマシになったしな」

「それで、どうするんです？　何か手立てはあるんですか？」

「ない」

　リンカの小馬鹿にしたような視線が痛い。いや、そんな風に見下げ果てられても、どうしようもないじゃないか。逆に昨日の話を聞いて、あっさり解決策にたどり着ける奴なんているのか？

「繰り返すさ、何度でもな。それしか出来ることはないし、幸い繰り返す限り時間は無限にあるんだ」

「その回数分だけ、なつみさんが死んだとしてもですか？」

　リンカにそう問われ、改めてその瞬間を思い返す。

　告白と鮮血。

　喜びと絶望。

　やわらかな笑顔と、血にまみれたコート。

　確かにもう見なくてもいいのなら、見たくはない。

　好きな少女が目の前で死ぬのだ。それは誰だって同じだろう。でも、

「なつみが生きる未来に繫つながるなら。それが、今一番果たさなきゃいけない責任だ」

「わかりました。私もできる限りの協力はします」

「助かる」

　なんだか、肩の荷が少し軽くなった気分だ。

　これまではずっとひとりでやってきた。でも、これからは違う。俺にはひとり、味方が出来たのだ。

「問題は、どうすればなつみが告白をしなくなるか、だな」

「それも十二月二十四日だけじゃなくて、さらに先でも、ですね」

「そうか。たとえクリスマス・イブに告白しなくても、その翌日なんかに告白すれば、やっぱりＤｉｖａに殺されるのか」

「はい。そういうことになります。なので、明日の告白だけを回避するのではなく、その先においても告白されないような状況を作り出さなくてはなりません」

「なんか、難易度上がったな」

　実際、どうすればいいのかなんて皆目見当もつかない。

　だって、以前なつみから嫌われようとしたことがあったけれど、それも失敗に終わったのだから。

「……」

「なんだよ」

　と、リンカがじっとこちらを見つめているのに気が付いた。

「いえ、自分の好きな少女に告白されない作戦を考えているのに、随分と冷静だと、そう思っただけです」

　ああ、なんだ。そんなことか。

「告白されないって言っても、ずっとってわけじゃないんだろ。お前、昨日言ってたじゃないか。俺はこれから先もなつみと一緒に居続けるって」

「それは、そうですけど……」

「確かにさみしいさ。俺はなつみのことが好きだし、あいつだって、俺のことをそう思ってる。その想いを告げられないのは、しんどい。でも、でもさ、ここで我慢をすれば、未来にはちゃんと一緒になれる時も来るんだろ？　それなら、ほんの少しだけ、頑張るさ」

　そう。何も死に別れるわけじゃないんだ。どちらかが死ぬような結末を迎えるのに比べれば、少しの間告白出来ないくらい、なんてことはない。

「そうですか。強いですね、理一さんは」

　そんなことない。それは、リンカと会う前の俺を知らないからそう言えるだけだ。

「俺は、強くなんかないよ」

　みっともなくて、ダサくて。何度も泣いたし、リンカに怒りをぶつけもした。そんな、どこにでもいる弱い人間だ。

「でも、実際どうすればいいんだろうな。先に言っておくけど、なつみをフるのはなしだからな。俺は、あいつを傷つけたくない」

　その辛さは、もうすでに痛感している。というか、きっと俺にはなつみをフるなんて出来ないんだろう。それぐらい、なつみが好きなのだから。

「わかっています。それに、理一さんがなつみさんをフってしまえば、それはそれで未来はＤｉｖａに支配されてしまいます。私としても、歓迎できません」

「そう言ってもらえると、助かる」

　だとすると、じゃあ、一体何が出来ると言うのだろうか。

　なつみを傷つけず、それでもなつみから離れることなく、なつみからの告白を回避する方法。

「……そんな方法。ひとつしかないんじゃないか」

「なんでしょうか、それは」

「なつみに協力してもらうこと。リンカからされた話をさ、全部なつみにするんだ。その上で協力してもらえば、それでいいんじゃないか？　自分が殺されるってわかってれば、なつみだって告白したりしないだろ」

　そう提案してみるも、リンカの表情は渋い。現状、他に出来ることなんてないはずなのに、何かあるのだろうか。

「……わかりました。ひとまずその方法を試してみましょう。明日のデート中に、なつみさんにＤｉｖａの話をしてみてください」

「ああ、そうするよ。でも、そうか。明日でようやくこのループから抜け出せるんだな」

　そう思えば随分と気が楽だ。

　途方もないことに巻き込まれた。確かにその実感はある。自分の手に負えるのかと言われれば決してそんなことはないだろう。

　だけど、それでも、ようやく解決の糸口が見つかったのだ。そしてそれは明日、確実に果たされる。

　なんだか、視界が開けた気分だ。

「さて、それじゃあ夕飯の用意でもするか。リンカ、お前も食って行けよ」

「はい。それじゃあ、ごちそうになります。あと、理一さん」

「なんだ？」

「失敗しても、気落ちしないでくださいね。私はいつでもあなたの味方ですから」

「ああ、わかってる」

　リンカは意外に心配性なんだな。明日で全部終わるっていうのに。もう、次のループなんてやってこないのに。





▼






　そして運命の十二月二十四日。

　いつも通り、なつみと繁華街を歩き、ウィンドウショッピングや食べ歩きを楽しんだ後、こうして学校の屋上に来ていた。

「きれいだね」

「ああ」

　時刻は十八時をすでに回っている。遠く見えるアビエスタワーも、いつも通りライトアップの瞬間を今か今かと待っているようだ。そうか、これまでずっと見られなかったけれど、ループが終えられれば、このライトアップもようやく、なつみと一緒に見られるんだな。

「まさか屋上に入れるなんて思わなかったよ」

「ラッキーだよな。鍵をかけ忘れた誰かに感謝しないとな」

「ふふ」

「どうした？」

「ううん。なんだか今日の理一はご機嫌だから」

「そうか？」

　と言いつつ、その原因ははっきりしている。何しろここで全てが終わらせられるのだから。もう時間を繰り返す必要もなく、ループもしない。目が覚めればきっとそこは十二月二十五日で、そしてぶつくさ言いながら学校へと行くのだ。

　それから残り短い二学期をなつみと一緒に過ごして、そして冬休みに入れば、また楽しいことはたくさんあるに違いない。

　ようやく……ようやくだ。この理不尽な状況から抜け出せる。

　そして、そのためには、なつみに全てを話さなくてはならない。

「なつみ、話がある」

「何？　改まって」

「お前、俺らが出会った時のこと、覚えてるか？」

「うん。忘れるわけないよ」

　しっかりとした言葉で告げるなつみの瞳には、何かを懐かしむような光が宿っている。

「『この空は敵に侵されている』」

「もう、やめてよ。恥ずかしい」

　笑みを浮かべ照れるなつみとは反対に、俺は至極真面目なまま話を続ける。

「俺も最初は『何言ってんだ』って思ってた。敵に侵されている、なんて言われたって全然イメージつかないしさ。……なつみ、今からとんでもない話をする。でも、お願いだ。お前には信じて欲しい」

「理一……？」

　尋常じゃない様子に何かを感じたのだろう。首を傾げるなつみに、全てを話した。昨日リンカから聞いた話、Ｄｉｖａという超常的存在に、二〇三九年の未来、そこの時代での俺となつみのこと、そして、ループのこと。

　はじめは怪け訝げんな表情をしていたなつみも、最後にはちゃんと話を聞いてくれていた。こんな荒唐無稽で突拍子もない話を、与よ太た話ばなしとバカにせず、全部。

「これで、全部だ」

　そして話し終えるころには、日中とは比べ物にならない冷たい風に、どちらからともなく身を寄せ合っていた。

　温かい。

　そのやさしい体温に思い出す。

　この温かさがなつみなのだと。

　この温もりがなつみなのだと。

　倒れ、冷たくなってゆく彼女ばかりを抱きしめていたからすっかり忘れていた。なつみは、生きて、ここにいる。

　俺の隣に彼女はいるのだと。

「……大変だったんだね」

「ああ、大変だった」

「なんか、壮大すぎて私には全然想像出来ないや」

「俺だってこんなことになるなんて、想像もしてなかったよ」

　秘めやかに言葉は交わされる。

　くすぐったくも、こそばゆくもない。

　ただ穏やかに、心安らぐやりとりが交わされる。

「ねえ、理一。今がずっと続けばいいって、そう思ったことは、ある？」

「前は、そう思ったこともあるよ。お前とこうして一緒にいられるなら、それはどんなに幸福だろうって、そう考えた。でも、今はもうそんな風には考えられないな。俺は、早く未来にたどり着きたい」

　そう告げた瞬間のなつみの表情を、生涯忘れないだろう。

　さみしそうで、切なそうで、まるでこれから犯す罪に怯おびえているようなのに、でも、その一番深いところには、確かに喜びが見え隠れしている、そんな、悲哀と喜悦が混ざり合った、複雑な表情。

　呆あつ気けにとられる俺に構わず、なつみはその一言を言い放つ。




「私、ループを抜け出したくないな」




　……。

　…………。

　………………。

　脳が、その言葉を理解するのを放棄した。




「このまま永遠にループし続ければ、私はずっと理一と一緒にいられる。来年になれば受験も本格的に始まって、もしかしたら進路で離れ離れに、なんて心配もあったんだ。でもさ、でも、このままループが続けば、一生今のまま理一といられるんだよね？　だったらさ、どうしてそんな幸せな状況から抜け出さなくちゃいけないの？」
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　どうしてって、そんなの。

「お前が、なつみが死んじゃうからだろ。俺に告白して、それで、」




「ダメだよ、理一。それはダメ。あのね、今気付いた。私は死んでもいい。理一と一緒に、永遠に今のままいられるなら、死んじゃうくらいわけない。だからね理一、──」




　ごめんね。

　そう呟つぶやいたなつみは、そうしてあの言葉を告げた。

　呪いのように何度も繰り返され、その度に俺を時間の檻おりに閉じ込め続けたあの言葉を。




「好きだよ。理一、君が好き」
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「好きだよ。理一、君が好き」




　そう告げた瞬間、ズクン、と私の体のどこか奥の方が響いた。

　そっか、死ぬってこんな感覚なんだ。

　思ってたほどじゃないな。

　想像してたより、全然大したことないな。

　だって、私はこんなにも幸せなんだもの。

　ねえ、次の私。

　次もちゃんと告白してね。

　ためらわず、恐れずに、理一に想いを告げてね。

　そうすれば、私はずっと理一と一緒にいられるんだから。

　理一がこんな風に、私のために軋きしんだ顔を見せてくれるんだから。

　ああ、理一。

　今の君、とっても愛おしいよ。

　愛してる。
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　十二月二十二日。

　もう嫌というほどに見てきたスマホの画面表示。見飽きたそれを枕元に放り出せば、視界に映るのは代わり映えのしない天井だ。そこにシミのひとつでも増えてやしないかと探してみるも、そんなものわかるわけもなく、

「は、はは。ははは……」

　自棄やけ混じりの、乾いた笑い声。

　もう何もかもが嫌になった心の上げる悲鳴が、部屋の中に渦を巻く。

　冗談だって言ってくれ。

　噓うそなんだろ？

　だってそんなの、どうしろって言うんだ。

「なつみ、なんだよそれは……」

　目元を腕で覆い隠せば、暗い視界に彼女の顔が浮かび上がる。

　とても満足そうで、とても嬉うれしそうで、そして、とても幸せそうな。

　そんなとびっきりの笑顔。

　これまで見たこともないような顔で笑う彼女は、幸福を湛たたえて血を吐いた。

　冷たい屋上に倒れてすら、思い残しなんてないとでも言いたげな表情をしていた。

　持ち上がった口の端から垂れる血が、これ以上ないぐらいに目に焼き付いて、

「ループから抜け出したくないって、なんだよそりゃ」

　なつみはこの繰り返しを幸せだと言った。

　こんな理不尽で、わけがわからなくて、どうしようもない苦しみを。

　勘弁してくれ。

　それじゃあ、今までやってきたことは一体なんなんだ……っ。

「いや、そうなのか」

　なつみにとってループし続けることは、不運ではなく、願ったり叶ったり。

「わかんねーよ。どうすりゃいいんだよ、じゃあ」

　なつみが死んでしまうからループを抜け出そうとしてきた。

　でも、その思いすら否定された。

　このままループし続けろとでも言うのか。

「は、ははは。あははははは」

　おかしくて堪らない。なんだこれはと心が叫んでいる。

　勢いのままにカーテンを引き開けると、そこには見慣れた街並みが広がっている。最後にそれを撮ったのがいつだったのかは、もう思い出せない。

　毎日撮影を続けていたのに、高校入学の頃からの日課だったはずなのに。

　しかしカメラを起動してみれば、おかしなもので最後の撮影日が昨日の日付になっていた。

　十二月二十一日。

　なぜだろう、と思った。

　これまでに今日の、十二月二十二日の写真をたくさん撮ったはずなのに。

　そして気が付いた。

　そう言えば、十二月二十二日は始まったばかりで、昨日は紛まぎれもなく十二月二十一日だってことに。

　ああ、もうだいぶおかしくなっているのだな。

　自分の認識はどこかズレてしまったのだな。

　そんな風に思いながらシャッターを切る。

　一日一ショット。

　これまでのループでも撮り続けていたはずなのに、今日のそれは何かが違って見えた。

　構図に露出、フォーカスの合わせ方まで。

　それら全てが乱暴に組み合わさっていた。

「こんなもん撮って何になるんだよ」

　思わずそう吐き捨てるほどに、撮った写真の出来はひどい。こんな写真を撮ってしまうなら、もう二度とカメラなんて持たなければいいと思うほどに。

「ああ、俺って下手なんだな」

　そう言い聞かせる言葉にすら、感情が乗り移っている。

　あまりにも粗雑な写真。抱いたイメージすらなく、ただ空虚なままに撮ったそれは、何枚も撮り続けてきたものの中でも、最低の一枚だとすら思える。

　こんなんじゃ、一体何のために写真を撮っているのかすらわからなくなる。

「理一さん」

「リンカか……」

「はい」

　ホント、こいつは一体どうやって忍び込んでるんだ。未来にはそういう空き巣御用達の道具でもあるって言うのかよ。

「理一さん、あの……」

「見てたんだろ？　知ってるんだろ？　前回のループを」

「……はい」

　リンカは苦し気な表情で頷うなずく。

「なあ、おい。笑えるだろ？　あれがなつみの本音だとよ。ループから抜け出したくない。このまま一生同じ時間を過ごせるなら、それが幸せだとよ。──なんだよそりゃッ!?」

　怒号に、リンカが肩を跳ね上げる。でも、そんなの知ったことじゃない。

「一体何なんだよ!?　それじゃあ俺は今まで何をしてきたんだよ!?　なつみが好きだから!?　あいつが死ぬから!?　そんなもん全部無駄だったじゃねぇかよッ」

「理一さん、そんなことは──」

「あるんだよッ。何しろなつみ本人が言ったんだからな。お前のしてたことは間違ってるって。全部違うって。誰でもない、なつみ自身が言ったんだぞッ!?」

「理一さん、落ち着いて。落ち着いてください。きっと今は混乱してるだけなんです、だから──」

「だから？　だからなんだよ!?　混乱ならしてるさッ。しないとでも思ってんのか!?　俺の想いを全部踏みにじられて、それでどうして冷静でいられるって言うんだッッッ!!」

　呼吸も荒く、肩で息をする。ガンガンと耳鳴りはするし、目の奥がいやに熱い。

「きっと、なつみさんも混乱してたんですよ。いきなりとんでもない話をされて、だからきっとそんなことを」

「黙れよ」

「……っ」

「なあ、頼むから黙っててくれよ。でないと、俺は、俺は……」

　しかし、それ以上言葉は続かなかった。あれほど荒れ狂っていた激情も、一斉に波が引くように静まり返ってしまう。代わりに訪れるのは、深い虚しさとやるせなさだ。途端に全てがバカらしくなってしまう。

「ふ、ふふ、あははははははははっ」

　狂ったような笑い。もう自分でも自分の感情がわからない。

　怒り、哀かなしみ、虚しさ、やるせなさ、その他にも本当に多くの感情が混ざり合って、だからこそおかしくてたまらない。

「ちょ、理一さん!?」

　そんな感情のままに手を振り払う。大げさな音を立てて、机の上に置いていた教科書やら筆箱やらが床に散らばる。さらにもう一度手を振り払おうとしたタイミングで、リンカがしがみついてくる。

「ダメです。それは、そんな風に扱っていいものではありません」

　何を必死に。そう思って見やった先、そこにはカメラが置いてある。

「理一さんにとって、カメラはそんな蔑ろに扱っていいものなんですか!?　それが、なつみさんと引き合わせてくれたんじゃないんですか!?」

　その言葉に、栓を抜いたように気が抜けてしまう。どさりと、力なく床に座り込めば、すぐ側にリンカも腰を下ろす。

　はは、ひどい惨状だ……。

「理一さん……」

　心配そうなリンカをよそに、手を伸ばし『それ』を取り上げる。

「なんですか、それ……？」

「俺の自慢だ」

　教科書と一緒に床に落ちたもの。すっかり折り癖のついた見開きが、望んでもいないのに開いている。

『金賞・黒くろ江え理一』

　そんな文字が躍る横には、一枚の写真が掲載されている。

　それは俺の短い写真歴の中でも、とびっきり出来のいいもの。胸を張って、最高傑作だと言える一枚。

『彼女の世界』

　そう銘打たれた写真は、ひとりの少女を写したものだ。

　スマホを空へと掲げ、足元には廃材の山、背景にはひょろりとした長い塔。それだけでは何てことない一枚として、こんな金賞を取るほどに評価はされなかっただろう。でも、その一枚は、何を思ったのか、中央に写る少女以外の全てが薄桃色に染まっている。

　たった、それだけの違い。

　なのに、そこには普段感じることなど出来ない静けさがあった。侵しがたく、切ない、そんな静けさだ。

　でも、それこそがこの写真の本質だ。白波瀬なつみという少女の抱いたさみしさは、他の何よりも深く胸に迫り、そして美しい。

　まさしくあの日屋上で出会った時に感じたものが、ここには再現されていた。

「なつみはさ、中学の頃いじめられてたんだ」

「そうなんですか」

　気が付けば口を開いていた。リンカはそれに対して何を言うでもなく、やわらかく相あい槌づちを打ってくれる。

「あいつには空が普通の人とは違った感じに見えててさ、それがさみしかったんだと。だから、他にも自分と同じような人がいないか探そうとしたんだ。……でもさ、とにかく中学の頃なんて異物には敏感になるだろ？　案の定なつみは、槍やり玉だまに挙げられて、いじめの対象になっちまった」

　それは、一体どれほどの哀しみだろうか。たったひとり、理解されるでもなく、おかしいと、変だと後ろ指を差されて笑われる。

　その時のなつみの気持ちを考えただけでも、胸が締め付けられる。

「だからだろうな。初めて会った頃のなつみは、ハリネズミみたいに警戒心たっぷりでさ。言葉も鋭くて、人との距離感を測るのが苦手で、いっつも周りに対して壁を作ってた」

　彼女なりの処世術だったんだろう。いつまた哀しい思いをするかわからない。どうしたところで分かり合える存在なんていない。だったら初めから周囲に対して壁を作ってしまえばいい。そんな、哀しい考えに至ったんだ。

「それでも自分がひとりきりだっていうことには耐えられなかったんだろうな。なつみは、どこかにいるかもしれない仲間を見つけるためにＳＮＳで投稿を繰り返してた。『この空は敵に侵されている』なんて、そんなおかしな投稿を、際限なく」

　なつみはいつだってひとりだった。大きなヘッドホンをして、誰と言葉を交わすでもなくスマホを弄り続けて、見つかるかもわからない仲間を探してたんだ。自分がこの世界にひとりぼっちじゃないと、そんな心細さを埋めるために。

「そんななつみも、とうとうひとりぼっちじゃなくなった。それはあいつが考えてた仲間とはちょっと違ったかもしれないけど、でも、そいつはなつみの生きる世界をカメラを使って再現して、そして理解を示したんだ」

　あのとき、なつみに写真を渡したとき、彼女は本当に嬉うれしそうな表情をしたんだ。ようやく、この世界にひとりぼっちじゃないと、そう思えたんだ。

「だったらさ、だったら、なつみがあんなことを、ループから抜け出したくない、このまま一生幸せに暮らしたいって考えても、おかしくないのかもな」

「理一さん……」

「だってそうだろ？　あいつはようやく理解者と出会えたんだから。それに、よく言ってたぞ。『理一と会えてよかった』って、『こうしているのが楽しい』って。それってさ、俺は簡単に流してたけど、なつみにとってはすっごく大切なことだったんじゃないのか？」

「そうかも、しれませんね」

　切なそうに目を伏せるリンカの頭を撫なでてやる。ありがとうな、なつみのためにそんな顔をしてくれて。

「だったら、俺はその想いをまずは受け入れるべきなんだろうな」

　それは、極々自然に零れた言葉だった。なつみのことを思い返せば、それこそが最も大切なものだとしか、

「ダメですッ!!」

　と、鋭い声に遮られる。

「ダメですよ、そんなの。理一さんが、なつみさんの想いを受け入れてしまったら、この先どうするんですか？　このまま、ループし続けるって言うんですか？」

　そうだよな。リンカ、お前はどうしたってそこを心配するよな。でも、安心してくれ。俺だってそんなのはごめんだ。

　だって、ループをする度に心が乾いていくんだ。

　わけわかんなくなって、終いにはなつみを殺しちまうんだ。

　そんなの、もう二度とごめんだ。

「安心しろ。ループからはちゃんと抜け出すから。だって俺は、なつみが好きなんだ。こんな限られた時間だけじゃなくて、もっとずっと、色んな時間をあいつと過ごしたい」

　そう、こんな繰り返しだけじゃなくて、もっとたくさんの時間を過ごせるはずなんだ。それをみすみす棒に振るなんて、そんなこと、出来るわけがない。

「なつみが好きなんだ。あいつと一緒に未来を生きたいんだ」

　それは俺のわがままだ。なつみが考える幸せとは相反するものかもしれない。でもさ、でも、それこそを強く望んでるんだよ。だから、

「リンカ、手を貸してくれ。俺がなつみと一緒に未来に行けるように」

「はい。もちろんそのつもりです。私はそのためにここにいるのですから」

　瞬間、彼女が見せた凛りん然ぜんとした表情に見とれてしまう。それは、なんていうか俺のような子供ではなく、きちんと役割を持った大人のようで、

「ですが、覚悟してください。私が提示する方法は、あなたたちふたり共を幸せから遠ざけるものです。それでも、やりますか？」

　リンカの口調も、態度も、とにかく子供離れしている。だから、これは決して冗談なんかではないのだと、そう告げられているようで、ひとつ息を吸い込む。

　そして目をつむり、自分の想いを確認する。

『理一』

　なつみはいつだってやわらかな笑みを浮かべて俺の名前を呼ぶ。

『ね、理一？』

　時には甘えるような態度ですり寄ってくることもある。

『理一ぃ』

　そうして蕩とろけるような口調で呼ばれれば、心はいつだって落ち着かなくなる。

　そして、

『好きだよ。理一、君が好き』

　何度も聞いた。そのたびに哀しみを抱いた。それでも、なつみから想いを告げられて嬉しくなかったなんて、そんなことは一度としてなかった。

　だからやっぱり、俺はなつみが好きなんだ。

「ああ、構わない。それでなつみと一緒に未来へ行けるなら、何だってする」

　そんな覚悟を持った言葉に、リンカはしっかりと頷うなずいてみせた。
















　クリスマス・イブ。やっぱり繁華街の待ち合わせ場所は多くの人でごった返していた。初めてこの場に立った時はソワソワと緊張して落ち着かなかったものだけど、

「繰り返しすぎて、さすがにそんなこともなくなったよな」

　かといって緊張が全てなくなったかと言えば、そんなこともなく、特に今日は全てを終わりにすると、リンカと誓い合ったのだ。そう思えば、やっぱりどうしたところで落ち着かない。

「ごめん、待った？」

「いや、今来たとこだ」

「ふふ、ありがとう」

　そうして笑ってみせるなつみは、白いニットに胸元を強調するようなコルセットスカートと、その上に羽織った厚手の赤いコートと、もうすっかり見慣れた格好をしている。

「似合ってんじゃん」

　あまりにもこのシチュエーションに馴れてしまったせいか、こんな言葉でもサラリと言えてしまう。

「理り一いちがそんなこと言うなんて」

「まあ、クリスマス・イブだしな。ほら、行こうぜ」

　そうして俺らは歩き出す。

　街は色彩豊かに装飾され、そこかしこから陽気なクリスマスソングが聞こえてくる。道行く人々も冬の寒さに身を震わせながらも、どこか軽やかに行き交っている。そんな中で、

「あ、ちょっと理一。急に撮らないでよ。ていうか、なんでカメラ持ってるの」

「落ち着かないからな、これがないと。ほら、もう一枚撮るぞ」

「ちょっと、いきなりはダメッ」

　そうして街の華やかさに負けないぐらい、賑にぎやかに街を歩く。俺はカメラ片手になつみを撮りながら、なつみはそんな俺に文句を言いながら。

「理一、少し浮かれてる」

「なんでさ」

「だって、いきなり写真なんて……。今までは全然私のことなんて撮らなかったのに」

「なんだよ、撮って欲しかったのか？」

「誰もそんなこと言ってないってば」

　なんて恥ずかしそうにする顔も、しっかりとレンズに収める。

　ループをしてしまえば、今撮った写真も全て消えてしまうのはわかっている。

　それでもファインダーを覗のぞき、シャッターを切り、なつみを撮る。

　見ているもの、感じているもの、聞いているもの、触れているもの。

　今、この瞬間、一緒にいるなつみの姿をきちんと残しておくために。

　彼女の怒った姿も、笑った姿も、照れた姿も、全てを捉える。

　時に真横からのアップで撮影し、ふと思い立ち広角で街並みに落とし込む。ポートレート調になつみだけを強調するのも、スナップとして風景の中に溶け込ませるのも、どちらも新鮮だった。

「なんだか恥ずかしいね、撮られるのって」

「でも、結構楽しいだろ？」

「少しだけね」

　はにかむ彼女も、もちろん写真に撮ったさ。

　あの始まりの屋上以来、なつみをテーマにしたことはなかった。

　孤独な切なさ。

　侵しがたい静けさ。

　深い眼差し。

　俺を侵した彼女の切ない佇たたずまいと、胸に迫る存在感。その二つを写し取った一枚を超えるなんて、とてもじゃないが考えられなかったのだ。

　白しら波なみ瀬せなつみというテーマは、俺にとってはある種のタブー。

　触れてはならない、手を加えてはならない、なんの理由もないままに彼女に再度レンズを向けることなどあってはならない。

　心のどこか深いところで、ずっとずっとそう思っていたのだ。

　なつみは、とても身近にいてくれる。

　でも、白波瀬なつみは、すごく遠くに置いている。

　そんな風に、ひとりの少女としてのなつみを被写体として捉えることを避けていた。

　まだ、彼女の世界をあれ以上に表現することは出来ないのだと、どこかで考えていた。

　だからこそ、今ならば彼女をファインダーで捉えることに抵抗がない。

　知っているから。

　なつみが求める幸せを。

　なつみの心の奥底に眠る、欲深い幸福を。

　俺を絶望させ、心を軋きしませたものに触れたからこそ、今こうして彼女にレンズを向けることが出来ている。

　彼女の孤独は決して静けさばかりが満ち満ちているわけではない。

　そこから深く潜った先には、その孤独が生み出した願いが沈んでいる。

　切ないばかりの存在感に惑わされてはいけない。

　ひとりぼっちの世界に生きるからこそ、彼女の望みは誰より強く果てしない。

　それは俺しか知らないものだ。

　そして、俺にしか向けられたことのないものだ。

　ならば、それを表現する資格を持つ者は、この世界に俺しか存在しない。

　なつみが俺をたったひとりの理解者だと言うならば、俺にとってのなつみもまた、この世界にたったひとりしかいない被写体だ。

「独善的だな」

「なぁに？」

「秘密だ」

　だって、恥ずかしいじゃないか。この世界でお前を独り占めしたい、なんて言うのはさ。そういうのは何て言うか、もっと言うべきシーンっていうのがあるはずだろう？

　少なくとも、こんな街中で歩いているときに口にすべきじゃない。

「はー、なんか顔が熱いよ」

「そんなに照れなくてもいいだろ」

「あんなに撮られたら照れるよ、普通は。ねえ、撮ったの見せて」

「ダメ。まだ仕上げてないし」

「何それ」

　なんて、拗すねてみせるなつみに再度レンズを向けようとすると、

「あの、すみません」

　と、涼やかな声をかけられた。

「はい？」

「あの、私も一枚撮って貰もらえませんか？」

　そのかしこまった態度に、彼女のことを知っているので、いや、彼女のことを知っているからこそ、笑い出しそうになるのを堪えなきゃならなかった。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度はなりを潜め、どこか殊勝な佇たたずまいを見せるのは、リンカだ。目立つ白髪に蛍光ブルーの瞳。そして普段とは違う、多少めかし込んだ姿は、文句のつけようがないぐらいにキマっていて、その見た目と相まって、なんて言うか、浮世離れしている。

「わ、すごい」

　そんな風になつみが驚くのも納得だ。誰だって今のリンカに声をかけられれば、そんな反応になるだろうから。

「あの、聞こえてます？」

「あ、ああ。写真でしたっけ？」

　ちょっと見とれただけなのに、なんでリンカからそんなに睨にらまれなきゃいけないんだ。大丈夫、わかってる。俺は俺の役目を果たすから、お前もしっかりやれよ。

「はい。旅行で来たのですが、明日で母国に帰るので、色々と見て回っていたんです。そうしたらちょうどカメラを持っている方がいたので、記念に写真を撮っていただけないかと思って。あの、お邪魔でしたか？」

「いや、全然そんなことは。どこか希望の場所とかあります？」

「そうですね。それじゃあ、少し歩きながらでもいいですか？」

　リンカは迷いない足取りで歩き出す。そうして背筋を伸ばして街中を歩けば、彼女の現実離れした容姿のためか、

「なんか、すごい注目されてるね」

「そりゃそうだろ。だって、アレだぜ」

　なんて、彼女の後ろに付いていきながらコソコソと囁ささやき合う俺らが、とんでもなく小市民に思えてしまう。さながらお姫様と小間使いといった感じだろう。

「そうですね、まずはあそこで一枚、いいでしょうか？」

　言うが早いか、リンカは指さした先に向かうとポーズを取る。って、随分と慣れてるな。未来じゃモデルか何かでもやってたのか？

「すごい。モデルみたい」

　なつみも同じ感想らしい。でも、ファインダーの中でポーズを決めるリンカは、本当にキマっていて、彼女をレンズに収めるだけで、何だか一いつ端ぱしのプロカメラマンにでもなったような気分になってしまう。

「あの、モデルか何かやってるんですか？」

「いえ、特にそういうわけじゃありませんが。身内にプロのカメラマンがいるので、彼に付き合わされているうちに、自然と身についていたんです。立ち方とか、振る舞いとか」

　初対面だから仕方ないかもしれないが、ちょっと素っ気なさすぎないか？　そんなんで今日の作戦は大丈夫なのかよ。

「本当はこの国にも一緒に来られればよかったんですけど、そうもいかなかったんです。彼は忙しいですし。だからせめて思い出だけでも持ち帰りたいんですよね。私はちゃんと楽しんだって、そう伝えるために」

「そう、なんですね。あの、名前とか聞いても……？」

「もちろん。私は、リンカと言います。あなたは？」

「なつみです。白波瀬なつみ。あっちのカメラ構えてるのが、黒くろ江え理一」

　チラリとこちらを見やるリンカにだけわかるように、小さく頷うなずいて見せる。ここからが今日の大一番だってことは、十分わかってるさ。

「なつみ。もう少しだけ、彼女に付き合ってやらないか？　思い出が一枚だけなんて、そんなのさみしいだろ。ひとりきりで、他に頼める人もいないみたいだしさ」

「う、うん。でも、理一、今日はッ」

「わかってる。ほんの少しだけだ。もうあと数枚も撮ったら、それで終わりだ」

「……それなら、いいよ」

　そりゃ、クリスマス・イブのデート中にこんなこと言われたら、誰だってそんな不満顔になるよな。でも、悪い、なつみ。今だけは言うとおりにしてくれ。そうじゃないと、俺らは未来にたどり着けない。

「いいんですか？　おふたりはデート中だったのでは？」

「さすがに、ひとりきりだって言われて放っておくことも出来ないですよ」

「本当に……？」

　リンカが殊更申し訳なさそうにすれば、それが最後の一押しになる。こういうとき、なつみは決して断れない。特に、ひとりきりで困っている少女を見過ごすことは、出来ないはずだ。

　だって、ひとりきりのさみしさは、なつみは本当に身をもって知っているはずだから。

「う、ん。じゃあ、もうちょっとだけ、思い出作り、しようか」

　煮え切らないといった返事ではあるけれど、それでもなつみは頷いてくれた。よし。これでひとまずリンカが俺らと一緒に過ごす口実は出来たわけだ。あとはここから、いかに今日を楽しく過ごすかが勝負だ。

　なつみが俺への告白を忘れるぐらい、今日を楽しく、ありきたりな友達同士の一日にしてしまえばいい。

「なんか、理一さんが悪い顔してます」

「え？　いきなり何ですか」

「いえいえ、そう見えただけです。ところで、おふたりはやっぱりお付き合いしてるんですか？」

「え、え、いきなり何ですか!?」

「そこで焦るってことは、まだみたいですね。いえ、さすがにお付き合いしてるふたりの間に入っていくのは気が引けますので」

　いや、普通はクリスマス・イブにふたりでいればって話なんだろうけど、さすがに今は口をつぐむ。今日はむしろ、リンカに一緒にいてもらわないと困るわけで。

「私も経験あるからわかりますよ」

「え？　え？」

「大変ですよね。ぐずぐずした男性が相手だと、こっちは待ってるっていうのに、いつまでもいつまでも悩み続けて。なつみさんも、そう思いませんか？」

「あ、あはは。どうだろうね、うん」

　なつみ、そこで俺を見るのはやめてくれ。さすがに居たたまれない。

「なつみさんの苦労もわかります。さて、それじゃあ、歩きながらその辺のお話をしましょうか。理一さんは、カメラ係、お願いしますね」

「あ!?　ちょっと、リンカさん!?」

「私のことは『リンカ』と呼んでください。あと、恐らくですけど私の方が年下なので、敬語とかいらないですよ」

　半ば強引にリンカはなつみの手を引き、歩き出してしまう。戸惑うなつみは何度もこっちを振り返るけれど、悪いな、なつみ。今の俺はただのカメラ係なんだ。

　でも、そうして戸惑っていたのは最初だけで、ものの三十分もしないうちに、ふたりはまるで十年来の友達もかくや、といった具合に仲良くなってしまった。

　一体何が原因なのかは、わからない。あーいや、噓うそだ。原因ははっきりしてる。俺だ。

　リンカが事あるたびに、煮え切らない男がどうだの、はっきりして欲しいだのと言うおかげで、遂ついにはなつみまでもがその話に乗り始めた。

　そういえば、昨夜リンカが言ってたな。

『なつみさんと仲良くなるには、恋バナをすればいいんです。古今東西、女の友情を繫つなぐものは恋バナと、相場が決まっていますから』

　だからって俺の悪口をしこたま言うのを許した覚えはないぞ？

　正直、お前らの会話を聞いてるだけで胃が痛くなってくるからやめて欲しいんだけど。なあ、もう帰ってもいいか？

　あとはふたりで楽しくやれば、それでいいんじゃないか？

「あ、ほら。そうやって人の話を聞かないからいけないんですよ」

「理一って、そういうところあるよね」

「さすがにひどくないか……？」

　なんでクリスマス・イブにこんなに切なくならなきゃいけないんだ。





▼






「ここが、理一さんとなつみさんの通う学校なんですね。何だかドキドキします」

「ホントに入れちゃった……。いいの、これ？」

「大丈夫だろ。何度か試したことあるけど、怒られたことないし」

「理一って結構不良だったんだね」

「うるせ」

　いつものループに比べれば幾分賑にぎやかなやりとりをしながら、学校へと忍び込む。随分と繰り返したせいか、その動作が妙に軽やかに感じないものがないかと言われれば、噓になる。

　でも、それも今日で最後だ。

　これ以降、クリスマス・イブの日に学校へと忍び込むこともなくなるだろう。

「夜の学校って変な雰囲気」

「なつみさんは普段、ここで勉強しているんですね。大変ですか？」

「少しね。でも、学校は楽しいよ」

「理一さんはって。聞くまでもありませんね」

「おい、どういう意味だそりゃ」

　さあ、どういう意味でしょう、なんて、リンカは妙に含みのある笑みを浮かべるけど、俺だって学校を楽しいって思ったことぐらいあるっての。それこそ、なつみと知り合ってからは、それまでなんて目じゃないぐらい楽しくなったんだからな。

　そして、ここまでは計画通りに事が進んでいる。デートの予定はどこへやら、リンカもすっかり馴な染じみ、まるで最初からこの三人で遊ぶ約束でもしていたかのように自然だ。

「ここが教室ですね、って鍵がかかってるじゃないですか」

「あ、本当だ。せっかくなら入れたら楽しかったのに」

「これじゃあ、何のために来たのかわかりませんね。なつみさん、理一さんのデートプランって、かなりザルじゃないですか？」

「リンカ、お前ちょっと黙れ」

「わー、怒ったんですかー？　大人げなーい」

　なんてじゃれ合いながら、夜の無人の学校を歩く。どこの教室にも入れないし、トイレですら鍵が閉まっている始末だが、それでもこの三人でこうしていると、ただ歩いているだけでも十分楽しくて。

「理一ってそんな風にも笑うんだね」

「え？」

「だって、いっつもなんか気取ってるって言うか。なんかかっこつけてるじゃない？　だから、そうやって素直に笑うことも出来るんだなって」

「いやいや、どういう意味だよ、それ」

「えー、他意はないよー」

　横でくすくすと笑われると、どうしたって気恥ずかしい。そんなにいつもと違うか？

「でも、私はどっちの理一もいいと思うよ」

「そりゃどうも」

「あ、ほら。今みたいのだよ。かっこつけ」

　なんて囁かれると照れくさくて、歩みも自然と早歩きになってしまう。でも、それもなつみには見透かされてるんだと思うと、やっぱりちょっと恥ずかしい。

　いや、違うか。

　この心地よさは恥ずかしさとは別の、そう、こそばゆさとでも言うべきものなんだろう。

　くすぐったくて、悪い気はしない。

「あ、おふたりとも。そんなのんびりしてないで、早く来てください」

　と、一足先に進んでいたリンカが、階段から顔を覗のぞかせるようにして、こちらを見る。

「教室に入れなくて退屈ですよ。理一さん、どうなってるんですか」

「悪かったな」

　階段を昇りながらも、おしゃべりが止むことはない。夜の学校を満たす静けさとは正反対の、でも昼の学校にはありがちな、賑やかでやかましくて、気安いやりとり。

「ていうか、そもそもありえないですよね。クリスマス・イブのデートプランに学校に行くという選択肢を入れるなんて。どういう神経してるんですか？」

「うるせーな。これでも必死に考えたんだよ」

「それで学校に行こうなんて考えになるのはいかがなものかと。なつみさんもそう思いませんか？」

　足取りも自然と軽くなる。

　そうやって共有する空気が楽しく、浮ついてくれば、普段は口に出来ないようなこともポロッと漏れちゃったりして。

「えー、私は別に。それも含めて理一の魅力だって知ってるから」

「うっわ、惚のろ気けですよ惚気。って、理一さんも何そんな照れてるんですか。なんか、このふたりと一緒にいると、切なくなってきますね……。私ばかりが独り身ですか」

「そ、そんなこと!?　私と理一だって、そんな、ねえ？」

「あーまあ、そうだな。うん。そんな、な」

「何が、『そんな、な』ですか。もうそれだけで胸やけだって言ってるんです」

　そうしてたどり着いたのは、屋上に繫がる扉の前。おしゃべりに夢中で気が付かなかったけれど、いつの間にか、もう、ここまで来ていたらしい。

　何だろうか、この気持ちは。いよいよという緊張と、ようやくという安あん堵どが混じり合った不思議な高揚が静かに胸を満たしていく。ここからが、ループを抜けるための勝負どころだ。

「さすがにここも閉まってるんじゃ……？」

　なんてなつみが言う間にも、リンカは固く閉ざされているはずの扉のノブを回す。

　──ガチャ。

「噓!?」

　なつみにとっては予想外に、俺とリンカにとっては予定通りに、屋上への扉は金属の擦れる甲高い音と共に、開いた。

「うわぁ」

　弾むような声を上げたリンカが、我先にと屋上へと飛び出していき、その後ろを俺となつみは見守るように並んで歩く。

「きれいです!!」

　両手を広げ、踊るように屋上を駆け回るリンカの頭上には、星空が広がっている。住宅街のど真ん中に建つ我らが母校の屋上は、他に明かりもないおかげか、都会にしては随分ときれいな夜空が見える。

　零れてきそうな、とは言い難にくいまでも、冬の夜空にぴったりな澄んだ星空だ。

「結局、こんな時間まで一緒にいたね」

「そうだな。もうちょっとふたりで過ごせればよかったのにな」

「も、もうっ。理一ってばいきなり何言ってるの」

「顔、赤いぞ」

　あ、痛い。ちょっとからかっただけなんだから、そんなに叩たたくなよ。

「照れ隠しするなら、もうちょっと可愛かわいらしくしろよな」

「なッ!?　もう、理一のバカ。知らない」

　ちょっとからかい過ぎたか。むくれたなつみは、フェンス際に立つリンカの元へと駆けていくと、ふたり揃そろって街並みを見下ろし楽しそうにしている。俺はファインダーを覗くと、彼女たちのそんな姿をレンズに収めた。

　そうして全身を覆う緊張感を和らげていると、

「理一もこっちおいでよ。きれいだよ」

　なつみに呼ばれる。直前までむくれていたのに、コロッとご機嫌になっているんだから、女ってやつはわからない。

「理一さんの住んでる家はどの辺なんですか？」

　俺、なつみ、リンカという並びで見つめる街並みは煌きらびやかだった。それこそ街全体がクリスマスのイルミネーションに彩られているようで、ちょっと、いやかなり感動する。

「俺の家は、繁華街挟んで反対側だから、こっちからじゃ見えないぞ」

「あ、そうなんですね。じゃあ、いいです」

「聞いてきてその言い草かよ。もうちょっと盛り上げろよな」

「えー、だって私、理一さんの家なんか興味ないですもん」

　じゃあ、なんで聞いてきたんだよ。ていうか、リンカは俺ん家に来たことあるだろ。

「なつみさん、なつみさんの家はどこなんですか？」

「私の家は、あの辺。ちょうど学校と駅との間辺り」

　なつみが指さす先を見やる。夜闇に沈む街並みは、どこも暗がりに満ちていて、家々は黒々としたシルエットにぽっかりと窓明かりを開けている。一体どれがなつみの家なのかは、さっぱりわからないけど。というか、この後のことを思えば、そんな無邪気に楽しむ余裕なんて、とてもじゃないけど抱けやしない。

「あ、あそこですか？　あの四角い家から三つ目にある三角屋根の」

「残念。あれじゃないよ。やっぱりこれだけ暗いと全然わからないね」

「むう。こうなったら、昼間にもう一度忍び込むしかありません」

「えー、ダメだよ。さすがに誰かいるし、バレたら大変だよ」

「大丈夫ですよ。その時は理一さんに身代わりになってもらいますから」

「って、俺かよ!?」

「ダメなんですか？」

　なんて言ってくるリンカだけれど、よくよく見ればフェンスにかけられた手には必要以上に力が入っているのか、関節が白く染まっている。緊張しているのは、どうやら彼女も同じようだ。

　そのあとも、俺たちは他た愛あいないおしゃべりに興じる。今日見た風景、食べたもの、楽しかった出来事。たった一日にも満たない時間しか過ごしていないにもかかわらず、言葉が尽きることはなく、いくらでもしゃべっていられそうな雰囲気に、ここが休み中の学校の、しかも普段は立ち入り禁止の屋上だってことも忘れて、しゃべり続ける。

　静まり返った屋上のきれいな夜にはそぐわない、賑にぎやかな話し声。リンカが話し、なつみが答える。俺が茶化して、リンカが突っ込む。なつみがボケて、俺が突っ込む。そうして言葉はクルクルと三人の間をめぐり続ける。

　遠く聞こえる街の喧騒は耳に心地よく、確かにここで幸せな時間を共有している。

　それは、今までのループでなつみとふたりで過ごしたような、甘く蕩とろけるような時間ではなかったけど。でも、だからこそ胸に優しく染みて。

　ときめきとは程遠い、もっとやかましくて、楽しくて、明日思い返しても、もしかしたら覚えていないような、そんな何でもない時間。

　でも、だからこそこの胸にしっかりと刻む必要のあるものだ。

　ちゃんと覚えておいて、しばらくしたら、そう……大人になった時にでも、あの頃はよかった、なんて、懐かしく思い返すんだろう。

　十八時二十九分。

　チラリと時間を確認すれば、そろそろ頃合いだろうか。ふと、リンカと視線が合えば、彼女は小さくコクリと頷うなずいてみせる。

　細く深く、息を吐き出す。

　緊張で震える手を、ぎゅっと握りしめる。

　大げさに脈打つ鼓動に、大丈夫だと言い聞かせる。




「なつみ、もうちょっと高いとこに行こうぜ」




　そして、未来へと繫つながる決定的な言葉を口にする。

　同時に胸に苦さを通り越した感情が込み上げてくる。吐き気にも似たそれは、前々回のループでなつみを手にかけてしまった時のことを思い出してのこと。

　あの時も、俺はその一言を口にして、そしてなつみを誘ったのだ。

　この屋上で最も高いその場所へ。

「あ、いいね。リンカちゃん、こっち。もっといい景色が見られるよ」

　それでもそんなことを知らないなつみは、弾むような声で告げ、はしゃぐ足取りそのままに、屋上に積まれたごみの山に登り始める。

「あ、ずるいです。私も」

　すぐさまリンカも続く。競うようにしてごみの山を登るふたりの姿を、どこか遠い場所での出来事のように見つめてしまう。

　トラウマに縫い留められた俺を、しかしふたりの少女が誘う。

「ほら、理一も!!　見てないで、こっちおいでよ!!」

「そうですよ。ひとりでクールぶってないで、もっとはしゃぎましょう」

「ああ、わかったよ」

　ふたりに倣い、かつて看板であったであろう残骸のひとつへと足をかける。半分以上が隠れてしまって見えないけれど、『焼き屋』の部分が見えるってことは、たこ焼きかお好み焼きだろうな。とにかく、そのうちのどれかの看板を足掛かりにごみの山を登っていく。一歩一歩、胸に込み上げる苦さを踏みしめるようにして。

「あ、理一。そこ危ないから気を付けて」

「うわっ!?　……釘くぎぐらいちゃんと抜けよ」

　文化祭で使われた看板だからだろう、ベニヤ板から突き出た釘を避け、なつみたちが待つ頂上を目指す。

「すごい、すごいですよ、理一さん!!」

「早くおいでー」

　はしゃぎ急せき立たてるふたりの声に引っ張り上げられるように登りきると、そこには記憶を暴き立てるような光景が広がっていて、

「広いね」

「きれいです」

　とてもではないが、ふたりのようにはしゃげない。

　間にリンカを挟むようにして、屋上よりもさらに高い場所に立つ。そこから眺める街並みは広い。立ち並ぶ家々、その向こうに広がるのは遠目にも眩まぶしい繁華街。でも、大きなビルが立ち並んでいるのは一部だけで、遠く広がる街並みはどこまでも連なっている。

　これを背景に、俺はなつみを殺したのだ。

「理一さん」

　呼びかけてくるリンカには答えず、頷くだけにとどめる。わかってる。大丈夫だから。あの時、なつみを殺してしまったことを、手にかけたことを悔やむのなら、今、側にいるなつみを幸せにしなければいけない。

　それしかもう、抱いた罪悪感に向き合う術がないから。それに、

「ね、すごいね、理一」

「そうだな、なつみ」

　それに、やっぱり俺はなつみが好きだから。

　これ以上、彼女を死なせたくないから。だから、なつみが望む幸せすら否定して、未来に向かうんだ。

「おふたりって、本当に仲がいいですよね。それで付き合ってないなんて、ちょっと信じられないんですけど」

「なッ!?　リンカちゃん!?」
















「なんですかー、なつみさん。理一さん見てくださいよ、なつみさんってば真っ赤ですよ。可愛かわいいですねー」

「ちょ、もう。あんまりからかわないでよ!!」

　今のところ作戦はうまくいっている。このまま今日という日を、三人の楽しい思い出にしてしまえば、それでなつみに告白されることもなく、ひとまず明日を迎えられる。

　それで、ようやくこのループから抜け出せて。

「また、明日が来る」

「そんなにうまくいきますかね」

「何？」

　リンカ、お前何言ってんだ？　お前が言ったんだろ？　今日という日を楽しいだけの日にしてしまえば、なつみが告白なんて気を起こさないぐらい、とびっきり楽しい日にすれば、それで未来への道が開けるって。





▼






「わかりました。それじゃあ理一さん、あなたはなつみさんをフってください」

「それはもう試したけど、うまくいかなかった。それに、俺がなつみをフるのは、リンカにとっても良くないんじゃなかったのか？」

　ひたとリンカを見据える。十二月二十三日の放課後、冷え切った部屋の中は、シンと静まり返っている。

「それは理一さんのやり方がよくなかっただけです。……Ｄｉｖａデイーヴアのことを教えて、それでもまだなつみさんが告白をしてくるのなら、もう他に方法はこれしか残っていません。なつみさんが告白をする前に、彼女の恋をあなたが終わらせてください」

「だから待てって。それはうまくいかなかったって言ってるだろ……？」

　混乱する俺とは反対に、落ち着き払ったリンカがひどく苛いら立だたしい。なんだよ、なんでそんなことがサラリと口に出来るんだ。

「それに、お前言ってたじゃないか。俺となつみが別れたら、なつみはＤｉｖａの味方をすることになるからダメだって。確かに聞いたぞッ」

　否定したい気持ちが言葉となってリンカに牙をむく。だって、だって、前回その話を聞いて安心したんだ。これだけはないって、たとえどんな事態になったところで、なつみと別れることだけはないって。

「それを何だってひっくり返そうとするんだッ」

「理一さん、落ち着いてください。私はあなたたちが別れたら、と言いはしましたが、理一さんがなつみさんをフったら、なんてことは一言も言ってません」

「屁へ理り屈くつだろうが、そんなのは!?」

「ちゃんと話しますから、落ち着いてください。私だって、おふたりが別れるのは阻止したいんです。そんなことになれば、守るべき未来が守れなくなります。それだけは、絶対にあってはなりません」

　何かを堪えるように言葉を絞り出すリンカに気圧され、興奮のあまり浮き上がっていた腰を下ろす。

「それで、なつみをフってどうなるって？」

「そうツンケンしないでください。──要はフり方の問題です。例えば明日、いきなり私が出て行って、実は理一さんの彼女です、なんて言ってしまえば、それはもう最悪の結果に繫がります。場合によっては、理一さんが刺されることにもなりかねませんね」

「ふざけてんのか？」

　冗談めかしたリンカの態度にカチンと来る。

　こっちはまだ苛ついてるっていうのに、なんだってそんなに冷静なんだよ。

「理一さん、私は嬉うれしいんです」

「何？」

　訝いぶかしむ俺に、リンカは笑みを浮かべてみせる。

「未来を望んでくれて、ありがとうございます。あなたがそうした想いを抱いてくれなければ、なつみさんに感化されてループに留まり続けることを選んでしまえば、きっともう、本当にどうしようもなかった」

「な、なんだよ、いきなり」

「いえ、これだけは最初に告げておかなければならないと思いまして。そうじゃないと、理一さんは私の話を聞いてくれなそうですし。だから、ありがとうございます。未来を望んでくれて」

「別に、リンカのためじゃないっての……」

　そう、誰のためってわけじゃない。俺が、俺自身がなつみと生きる未来を望んでいるだけだ。それをまるでリンカのために、なんて捉えられても、

「恥ずかしいんですか？」

「なッ!?」

「理一さんって、本当に肝心なところで素直じゃないですね。そんなことでは、この先なつみさんに愛想を尽かされますよ？」

　クスクスとおかしそうにするリンカに、すっかりを毒気を抜かれてしまえば、いちいち反論するのすらバカらしくなってくる。

「で、明日はどうすればいいって？」

　もう、こうなりゃとっとと話を先に進めてしまうしかない。




「一生友達でいよう。そうすればもう二度とひとりぼっちになることはないから。そう言えばいいんです」




『だからさ、理一は私の側にいてね』

　それは、いつか学校で話したことだ。

『このまま永遠にループし続ければ、私はずっと理一と一緒にいられる。来年になれば受験も本格的に始まって、もしかしたら進路で離れ離れに、なんて心配もあったんだ。でもさ、でも、このままループが続けば、一生今のまま理一といられるんだよね？　だったらさ、どうしてそんな幸せな状況から抜け出さなくちゃいけないの？』

　それは、前回のループで告げられたことだ。

　いつだってなつみは、俺と離れることを恐れていた。俺がなつみから離れることを不安に思っていた。

　だって、そうなればもう、なつみを理解する人間はどこにもいなくなってしまうから。

「だから、なつみをフれってか。一生友達のままでいようって、そう言って、なつみの恋を終わらせろってか」

「はい。──簡単じゃありませんか？　なつみさんをフって、それでも一緒にいればいいだけなんですから」

　一瞬、彼女が何を言っているのかわからなかった。

　そして次の瞬間、その言葉の意味を悟り、背筋が寒くなるのを感じた。

「お前、お前は、本当に人間か……？」

「まあ、生まれはここよりずっと先の未来になりますが」

　なんて言いはするけれど、とてもではないがリンカに俺たちと同じ血が通っているとは思えない。

　じゃなきゃ、なんでそんなことが言えるんだ。

　だって、誤魔化すだけなんだぞ？

　ループから抜け出す。そのために自分の想いを偽って、なつみの恋を裏切って、そして、それをずっと続けていかなきゃいけないんだぞ？

「俺は、俺はなつみが好きだ」

「はい」

「そんなの、耐えられるわけない」

　自分の気持ちを誤魔化し続けて、なつみを裏切り続けて、それで、友達として、理解者として彼女と一緒に居続けるなんて、一体どうすればそんな冷酷な状況に耐えられるって言うんだ。

　冗談じゃない。

　そんなの、そんなのは絶対に──、




「それじゃあ見続けますか？　なつみさんが死ぬ姿を。諦めますか？　なつみさんと生きる未来を」




「そんなの、ただのきれいごとじゃないか。生きていこうとする未来がそんなに辛いものなら、いっそのこと──このままだって」

「ですが、未来は変えられます」

「ッ」

「変えられるんですよ、未来は。──言いましたよね？　なつみさんはいずれＤｉｖａに対抗する手段を確立する。そして、世界中が彼女を英雄視するようになると。その頃には皆が知っています。Ｄｉｖａの存在を。その頃には、誰もがなつみさんの世界を理解するんです。だから──、」

「だからそれまで耐えろって？　それまでなつみに噓うそをつき続けて、友人として側にいろって？　ふざけんなッ!!」

　ダンっ、と大きな音が響く。

「お前、お前はッ」

「理、一さん……」

　苦しそうに呼ぶ声にハッとする。気が付けばリンカに馬乗りになり、ベッドの上に押し倒していた。そして両腕は、彼女が着ているパーカの襟を摑つかみ上げていた。

「わ、悪い」

「ごほ……っ、ごほ……っ」

　背後で聞こえるせき込む声に、罪悪感が込み上げる。何をやってるんだ。頭に来たからって、こんな手を上げるようなこと……。

「他の方法はないのか？　本当に、それしか方法がないのか……？　なつみに噓をつき続けなきゃいけないのか？」

　苦い言葉に、しかしリンカは無常に頷うなずくばかりで、

「……そうか」

　どうして、とそんな言葉ばかりが頭を巡る。

　死んでも一緒に居続けたいと、なつみはそう言ったんだぞ？

　自分が死ぬことよりも、俺と一緒に居続けることを選ぶような奴なんだぞ？

　その恋が叶かなわないと知った時、なつみは一体どれほどつらい思いをするんだ？

　そんななつみを思えば、どうしようもなく胸が張り裂けそうになる。

「それしか、ないんだもんな……」

　なつみは一体どれだけ傷つくのだろうか。泣いて、哀しんで、どうしようもなくつらい思いをするに違いないのに、

「それが、理一さんたちが未来にたどり着く方法です。それに、この方法はすでに未来において実証されたものでもあります」

　リンカの言葉を嚙かみしめる。

　どうにか納得しようと、心に問いかける。

　なつみが最も望まない方法で、なつみを傷つける。本当にそんなことが出来るのか……？

「当日は私もサポートをします。適当なタイミングでおふたりに合流するので、そこからは共に行動しましょう。そして、ずっと友達でいようという一言が噓にならないぐらい、とても楽しい友人同士の一日を演出しましょう」

　それは、なつみが抱いたさみしさを利用する手だ。彼女の孤独に付け込んだ、卑ひ怯きような手段だ。でも、それでも、

「それで、本当に未来に繫がるんだな？」

「はい」

「……わかった。それで明日はどうすればいい？」

　なつみを傷つける。

　それをどうにか飲み下すのに必死で、もう当日どうするかなんてことまで考えることが出来ない。

　今でも頭の中では、他の方法がないかと考え続けている。

　それでもリンカは構うことなく話を進めていく。

「理由は私が適当にでっちあげるので、それに合わせてください。重要なのは、理一さんとなつみさんがふたりきりにならないこと。私は仲なか睦むつまじいふたりに対する邪魔ものになります。これがうまくいけば、このループから抜け出すことが出来ます」

「わかった。何とかして、ループから抜け出そう」

「はい。それともう一点お願いがあります」

「なんだ？」

「最後は必ず、学校の屋上に向かってください。これは絶対に大切なことなんです」

　そう話すリンカの視線があまりにも真剣だから、俺もしっかりと頷いた。必要以上に肩肘を張っていたからだろうか、リンカはふっと肩の力を抜くと、冗談めかして微笑んだ。

「大丈夫ですよ、私、人見知りはしない質たちなので」

「……誰もそんなことは気にしてないけどな」

「どうせなら、楽しみましょう。せっかくのクリスマス・イブですから」

「お前は、本当にひどい奴だな」

　俺にはもう、力なく笑うことしか出来なかった。





▼






　そして十二月二十四日の今日、ここまでめちゃくちゃ順調に来てるじゃないか。少しも色っぽい雰囲気にならずに、なんなら今日初めて会ったのが信じられないぐらい打ち解けた雰囲気で、なのに、そんなにうまくいくのかって、そりゃないだろう。

「そろそろアビエスタワーのライトアップだよ」

「そんなにきれいなんですか？」

「うん。毎年色んな雑誌とかでも特集されてるし」

　なんて言いながら、リンカはなつみと共に遠く見えるアビエスタワーへと視線を向けている。

　時計を確認すれば、今はもう十八時五十三分。十九時のライトアップまでもうすぐだ。

　それを自覚した途端、いやが上にも緊張が高まる。

　なつみと一緒に見ようと約束をし、何度繰り返しても決して見ることが叶わなかったもの。それが、直前まで迫っている。

　大丈夫。大丈夫だ。

　リンカは何か言っているが、今の俺らにそんな色っぽい雰囲気はこれっぽちもないのだから。このまま三人でライトアップを見て、きれいだね、なんて笑い合えば、それで。

　十八時五十六分。

　ああ、くそ。全然落ち着かない。さっきから時間が進むにつれ、心臓がうるさくなっていく。なんだよ、なんでこんなに緊張してるんだ。

　十八時五十八分。

「理一、もうすぐだよ」

「ああ、そうだな」

　はしゃぐなつみに返す言葉にだって全然余裕がない。足元がソワソワと浮足立つ。でもしょうがないじゃないか。ようやくなんだ。やっと、その瞬間を迎えられそうなんだ。

　十八時五十九分。

　とうとう残り一分を切った。でも、その一分が異様に長い。なんでだ。どうしてだ。時間ってのはこんなにも進みが遅いものなのか？　そんなはずはないだろう？　早く、早くしてくれ。ああ、もう。自分がどうしてこんなにも焦っているのか、それすらもわからなくなってくる。でも、とにかく、もうすぐなんだ。もう少しで、今までのループじゃ決してたどり着けなかった時間へ到達出来るんだ。だから、

「点ついたッ!!」

　なつみがそう歓声を上げた瞬間だった。遠く見えるアビエスタワー、御み園その市の中心に立つひょろ長い塔に明かりが灯った。

「──ッ」

　全身を言い知れぬ興奮が駆け抜ける。清すが々すがしさとも、高揚とも違う、とにかく血が沸きたつような感覚が足元から脳天まで突き抜けて、

「え、え、ちょっと理一。なんで泣いてるの!?」

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。でも、次の瞬間には気付いていた。頰ほおを伝う熱い雫しずくの正体に、

「そんなに感動したの？」

「ああ、ああ。そうだよ。感動したさ、だって、こんなにきれいなんだぞッ」

　そうだ感動しないはずがない。だって、この光景は初めて見るのだから。これまでずっと繰り返してきた。十二月二十二日から十二月二十四日の十九時前までを、ずっと。

　何度も同じ光景を見て、何度も同じやりとりをして、そうして見飽きた映画を見続けるような日々を続けてきた。その中には、またか、という諦念に近い感情があるばかりで、目新しさなんてものはどこにもなくて、だから、だから、

「こんなきれいな光景、初めて見たよ」

　こうして新しいものに出会う感動なんて、すっかり忘れてしまっていたんだ。

　ああ、そうさ。嬉うれしいんだよ。だから泣いてるんだ。これまでに一度だって見たことがないものを見る。しかも、しかもだぞ、

「なつみ、お前と一緒に見られて、すっげぇ嬉しい」

「も、もう。理一ってば何言ってるの」

　こんな風に感動を共有してくれる娘こがいるんだ。

　これだ、これなんだよ。

　こういう感動をこの先何度でも味わいたいから、そしてその時隣には、なつみがいて欲しいから、だから俺は、やっぱり未来に行きたいんだ。

「大おお袈げ裟さですね、理一さんは。でもまあ、せっかくですし、写真でも撮りますか？」

　なんて呆あきれたようにリンカは言うけれど、ようやくたどり着いたんだ。これぐらい許してくれたっていいじゃないか。

「ほら、理一。写真撮るからこっち来て」

　と、ライトアップしたアビエスタワーを背景に写真を撮ろうと、場所を移動しようとしたその時だった、




「あ」




　なんてどこか拍子抜けするような声に振り向けば、そこには驚きに目を見開きながら宙に身を躍らせているなつみがいて、

　彼女の長い髪が翼のように広がり、街の煌きらびやかな明かりを反射し、そのきれいな姿に心を奪われそうになりながら、

「なつみ!?」

　彼女を受けとめようと跳んでいた。

　足を踏み外したのだ、とそう気付いたときには、体勢を崩したなつみを腕に抱え、積み上げられたごみの山で彼女が傷つかないように、強く強く抱きしめ、

「理一!?」

　なつみの呼ぶ声すら遠く聞こえるほどにあちこちを打ち付けて、

「グッ──」

　ざくりと右腕に熱が走る。

　これまで感じたことがないような、肉をつまみ抉えぐられたような痛みに視界が真っ赤に染まる。なんだ、何が起こった、なんて思う間もなく、ガツンと言う音と一緒に頭を打ち付けて、

「理一!?　理一!?」

　必死に呼ぶなつみに答えようとうっすらと目を開けたその先で、真っ黒な冬の夜空を従えた白髪の少女がこちらを見下ろしていた。




「これで、あなたは未来にたどり着けます」




　そして薄れていく意識の中、見上げたリンカはこんな時だっていうのに神秘的できれいで、まるで天使だ、なんて場違いな感想を抱くほどだった。

「理一ッ。ねえ、起きてよ理一ッ」

　なつみの悲痛な声を聞きながら、意識は途切れる。

　何だよ、ループの時とはまるっきり立場が逆じゃないか。







エピローグ













　十二月二十八日。

　ベッドに体を起こした目線の先にかけられた時計には、そう日付が表示されている。目覚めたときに目に入ってきた日付は、十二月二十五日。それから毎日、日付がきちんと進んでいるのを見るたび、どうしようもない安心感を抱くようになっていた。

　だって、それはループから抜け出した証なのだから。

「検査結果は変わらない」

　だというのに、今はそんな表示を見たところで、ただただ虚しい。

　なぜって、ループは抜け出したけれど、その代償があまりにも計り知れないからだ。

「黒くろ江え理り一いち君。君の右腕が回復する可能性は、とても低いんだ」

「そうですか」

　医師の言葉に、そう答えるだけで精いっぱいだ。

「神経が傷ついてしまっているからね。骨折とはわけが違うよ」

「そうですか」

　それでも追い打ちをかけてくる医師に、ただただ淡々と返事をする。

「見込みがないわけじゃない。リハビリを続ければ、きっと前みたいに動くようにもなるはずだ。僕もサポートをする。一緒に頑張ろう」

「はい」

　そんなきれいごとで、慰めになるとでも思っているのだろうか？　この医師は本当に理解しているのか？　右腕がもう動かないかもしれないんだぞ？

　そんないくつもの言葉を吐き出さずに吞のみ込んでしまったせいだろう。胸にズンとした衝撃がのしかかる。

「それじゃあ、まだしばらくは安静にね」

「はい。ありがとうございます」

　最後まで淡々と、医師を見送る。出ていく間際に、頑張ろうと再度声をかけてくれるのはありがたいが、一体何を頑張ればいいんだよ、ちくしょう……。

　パタンと、空気が漏れるような静かな音を立てて病室の扉は閉まる。

　医師が出て行ってしまえば、後に残されるのはひとりだけ。そうなると途端に静けさが増して落ち着かない。ひとりきりでいるのが、こんなにも苦しいものだとは思わなかった。

「くそ……」

　そうなると、もうダメだ。ベッドに沈む体と一緒に、思考もドンドン沈んでいってしまう。

「あれだけ派手に落ちて、生きてるだけラッキーなのかもな……」

　なんて前向きなことを言ってみたとしても、呟つぶやく言葉は乾いている。

　わかっている。そんな強がりをいくら口にしたところで、まるで意味がないなんてことは。

「くそッ」

　思わず悪態が漏れる。

　そんなことをしたところで気が晴れるわけもないとわかってはいても、そうせざるを得ない。

　だって、どう受け入れればいいんだよ。

　右腕だぞ？

　他のどこだって衝撃なのに、よりにもよって右腕だぞ？

　そこが一生使い物にならないって、なんだよそりゃ。

「これじゃあ、カメラだって握れないじゃないか……」

　くそ、ふざけんなよ。

　なんでよりにもよって……。

「ループを抜け出したっていうのに、どう受け入れればいいんだよ、こんなの」

　ちくしょう……。

　──トントン、と。

　沈んでいく思考に響く控えめなノックの音。慌てて目元を拭って返事をすれば、声はどこか震えていた。扉が開く僅かな間に、静かに深呼吸をする。

　だって、今は十時過ぎ。面会開始時間早々に来るのは、彼女しかいないから。

「……理一」

　まるで叱られにでも来たかのような重い表情で病室に入ってきたのは、なつみだ。

　脱いだコートに皺しわが寄るほど強く抱えた彼女の姿は、どこもケガをしてないのに、俺よりもずっと痛ましい。

「なんだ、なつみ。今日も来たのか。せっかくの冬休みなのに、サンキューな」

「ううん、いいの。でも、ごめん。迷惑なら帰るよ……」

　今にも屋上から飛び降りでもしそうななつみを前にすると、嫌でも沈んでなんかいられない。ここで俺が暗い顔をしていたら、きっと彼女は、冗談ではなく屋上から飛ぶだろう。

「バーカ。そんなんじゃないっての。俺もちょうど暇してたんだ。ほら、こっち来いよ」

「……うん」

「外、寒かったか？」

「……うん」

「雪、まだ積もってたか？」

「……うん」

「それにしても勿もつ体たいないことしたよなー。せっかくのホワイトクリスマスだったのに、見逃しちゃうなんてさ」

「……ごめんね」

「だから、お前のせいじゃないって言ってるだろ」

「……うん。ごめんね」

　なつみは何と話しかけても、ただぼんやりと頷うなずくか、謝罪の言葉を口にするばかりだ。その様子は生気に欠けていて、もしかしたらまともに寝てすらいないのかもしれない。

　そんな姿を連日見ていれば、罪悪感で気が滅入りそうにもなる。深く傷ついている彼女は、それほどまでに痛ましい。

「さっき、病室から先生が出てくるのが見えた。……何か、あったの？」

　絞り出すような声音で尋ねるなつみに、一瞬迷いが生じる。でも、ここで検査結果がよくなったなんて噓うそをついたところで、どうなるというのだろう？

　なつみが喜ぶ？　それは多分そうに違いない。クリスマス・イブの日、病院に運び込まれた俺に、なつみはずっと付きっ切りだったのだ。初めて検査結果を聞いたその時も。

　だから彼女は知っている。

　俺の右腕がもう使い物にならないかもしれないことを。それが俺にとってどれだけ大きな衝撃だったかも、全てを知っている。

　噓をつけば、なつみはきっと喜んでくれる。でも、

「今日さ、再検査の結果が出たんだ」

「──ッ」

　そう切り出すと、なつみは怖いぐらいにビクリと身を揺らした。彼女が抱えていたコートが、膝から滑り落ちる。

「腕、よくなるんだよね……？」

　恐る恐るといった様子の彼女に、──静かに首を振る。

　途端、泣きそうになるほどに顔を歪ゆがめるなつみに、まるで自分自身を見ているような気分になる。泣きたいのは、俺も同じだ。

　悪いなつみ、やっぱり俺はまだ、そんな夢のような噓はつけないや。

「あの時刺さった釘くぎが神経を傷つけたらしくてな。よくなるかどうかは、……これから次第だってよ」

　深く削り出すような言葉に、心が軋きしむ。口にすれば実感せざるを得ない事実。

　それは、どうしようもなく重かった。

「じゃあ、一生そのままなの……？」

「それも、これから次第、だな」

「そう……、なんだ……」

　揃そろって呆ほうけたように肩を落とす。会話もなく過ぎ去る時間に何を思えばいいのか、さっぱりわからない。

　ごみの山から落下した時に傷ついた右腕は、もう二度と使い物にならないかもしれない。肘から先がピクリとも動かない状態では、食事すらままならない。

「うっ……、ふぐっ……」

　気が付けばなつみが泣いていた。隠しもせずにポロポロと涙を零している。

「ごめんね、理一……。ごめんね……。私のせいで……」

　そう謝るなつみに、何と答えるべきなのだろうか。

　そんなことない、と優しく諭す？

　俺だって、まだきちんと受け止めきれてないのに？

　勘弁してくれ。

　今の俺に、そんな心の強さはない。

　本当ならすぐにだって泣き出したいのを、必死に堪えているんだ。

　でも、俺が泣けば、その分さらになつみを傷つけるのがわかっているから……。

「私が足を滑らせたせいで」

「それを言ったら、あんなところに登ろうって言ったのは、俺だ」

「それでも、私がもっとちゃんとしてれば……」

「そんなことない。そんなことないから。だから、そんなに泣くなって」

　なんて虚しい言葉なんだろう。こんなことを言ったって、今のなつみには何の慰めにもならないのに。いっそのこと全てを話せれば、そうすれば何かが変わるかもしれないのに、それすら出来ない。

　なつみが目の前で泣いてるのに、彼女には何一つとして響かない言葉をかけ続けるしかないのか。こんなにも、無力なのか、俺は……。

「私、何でもするから。理一のためなら、何でもする。それぐらいひどいことを、私は理一にしちゃったから」

「なつみ……」

「理一が望むことなら、なんだってするよ……？　それが私への罰だから。だから……」

　そう告げると、なつみはブラウスのボタンに手をかけた。ひとつ、ふたつ、と外されていくボタン。露あらわになる白い肌。やわらかな膨らみを包む、レースの飾り。

　突然の出来事に全く理解が追い付かない。一体なつみは何をしてるんだ……？




「傷つけて」




　ずくん、と脳に響く言葉。その衝撃に、ようやく我に返ることが出来た。

「何、してるんだよ……っ」

　あまりにも苦々しい言葉の先では、なつみが顔を伏せている。はらりと零れた髪のせいで、彼女の表情が見えなくなる。黒い髪と白い肌のコントラストがいやに眩まぶしかった。

「なつみ、お前一体、何してるんだよ……」

「…………」

　なつみは何も言わない。頼りなさそうに、片腕で緩く体を抱いている。まるで自分をこの場に縛り付けているかのように。それが自分への罰だとでも言うかのように。

「なつみ……」

　あまりの哀かなしみに、声が震えるのを抑えきれなかった。

　目頭は熱いのに、涙は流れることを忘れたように瞳の内に留まっている。喉は今にも嗚お咽えつを零しそうになっているのに、最後の一線を越えきれない。

「なんだよ、そりゃ。何してんだよ、お前は……」

　哀しすぎる彼女の姿に、胸がはちきれそうなる。

　痛ましすぎる彼女の姿に、腹の奥の方に言い知れないわだかまりが渦を巻く。

　やめてくれ、なつみ。

　お前はそんなことしなくていいんだよ。

「なつみ、やめてくれ……。頼むから……」

　言いつつ、哀しみと一緒に彼女へと腕を伸ばす。

　びくりと跳ねる肩。震える体には一切触れず、ボタンの外されたブラウスを引き合わせようとするも、彼女の腕が邪魔をして思うようにいかない。

「理一、何してるの……？　理一は、私を傷つけるんだよ？　そうしないと、罰にならないから」

「そんな、そんなこと言うなよ。頼むから……」

　なつみ。お前一体、どれだけ追い込まれてるんだよ。こんな、罰だなんて……。それで体を差し出そうとするなんて。

　違うんだよ、なつみ。

　俺は全然そんなことは望んじゃいない。

「何してるの。いや、やめて理一ッ。そんなに優しくしないでッ」

「いいから、じっとしてろって」

　左腕しか使えないせいで、外されたボタンを留めるのにも苦労する。身をよじるなつみをおとなしくさせ、どうにか胸元のボタンを留める。

「やめてよ……。私に優しくしないで。そんな資格、私にはないんだから。お願い理一、私を傷つけて……。じゃないと私、おかしくなっちゃう」

　思いつめて、救いを求めるような言葉に、心が揺らぐ。罪の色に染まった瞳が、誘ゆう蛾が灯とうのように劣情をかきたてる。

　きっと、なつみは拒まない。

　俺を受け入れるだろうし、彼女もそれを望んでいる。

　でも、だからこそそれは出来なかった。

「なんで？　なんで首を振るの？　お願い理一、私を罰して。ちゃんと、傷つけてよ。お前は俺にひどいことをしたんだって、ねえ、お願い」

　涙ながらの懇願に、それでも首を横に振る。そんなことをしたって、胸を埋め尽くす灰色の哀しみが色づくことは決してないから。

「もし、本当に罰が欲しいなら。俺と一緒に生きて欲しい。色んなものを失った、哀しくて苦しいだけの未来を、一緒に」

　きっと俺は今、とても残酷なことを言ってるんだろうな。

　それだけ大きな罪悪感を抱きながら、生きろって言ってるんだから。

　でも、罰だって言うなら、それこそが罰だろ？

「お前の罪は、生き続けることでしか晴れないから」

　そして、それは俺も同じだ。

　なつみをこうまで深く傷つけた。

　その罪は、彼女と一緒に生きることでしか晴れることはない。

「いいの？　私、理一の側にいていいの……？　ひどいことをしちゃったけど、それでも側にいてもいいの……？」

　そうして縋すがるような眼差しを向けてくるなつみは、迷子の子供のようだった。頼りなくて、不安で、どうすればいいのかわからなくて、押しつぶされそうで……。

「理一ぃ……」

　気付けば俺は左腕だけで彼女を抱きしめていた。小さな頭を抱えるようにして、ぐっと肩口に押し付ける。ぐしゅぐしゅと泣きじゃくるなつみから見えないのをいいことに、俺も静かに涙を流す。

「いいんだ。いいんだよ……、なつみ」

　もう二度と癒えないかもしれない傷を負った。

　あれほどに大切にしていた恋も、ひどく傷ついた。

　それでも手に入れた未来がある。

　何が一番よかったのか、他にもやりようがあったんじゃないかと思うけれど、そんなのはわからない。

　だからこそ、結末は残酷だ。

　選ぶまでもなく、選ばされてしまったのだから。未来という、果てしなく尊くて儚はかないものを。他の色んなものを犠牲にして。

　納得は出来ない。

　気持ちの整理もつかない。

　別の可能性、やり方だってあったのかもしれないと、きっと一生後悔する。

　それでも、これが俺たちのたどり着いた未来なら、ここからどうにかするしかない。

　なつみは胸に抱いた罪悪感で恋を塗りつぶし、

　俺は傷ついた腕で彼女を抱きしめることすら出来ずに、

　それでも未来を目指して生きていくしかない。

「うぅ……、ああ、ふぐ……っ」

「──ぐっ」

　それがたとえ、ふたり分の涙に濡れたものであったとしても。これから先、毎年この季節になる度に、この哀かなしみを思い出すことになろうとも。

　きっともう、俺となつみにはあんなにも幸せな聖夜がやってくることはないのだろう。





▼






　泣き疲れたなつみは、哀しい笑顔と共に帰っていった。ひとり病室に取り残された俺は、窓から差し込む月明かりを眺めながら考える。

　これからのこと、そしてこれまでのことを。

　いつかこの胸の哀しみとも折り合いを付けられる日が来るのだろうか。

「今夜は月がきれいですね」

「ああ。泣きそうになるぐらい眩まぶしいよ」

「いいんですよ、泣いても。なつみさんの前で泣けなくても、私の前では泣いてください」

「もうとっくに未来に帰ったもんだと思ってたよ、リンカ」

　パタンと軽い音をたてて閉じる扉。薄暗がりの中から歩み出るのは、白髪に蛍光ブルーの瞳をした少女。

　数日ぶりに見るリンカは、頭や太ももに包帯を巻いた痛々しい姿だった。

「ありがとうございます。理一さんのおかげで、未来は守られます」

　真っ先に頭を下げてくる彼女が告げる言葉の静けさが、哀しみに疲れた心を労わるように染みてくる。

「それで、今日は何をしに来たんだ？　しかもこんな時間に」

「つれないですね。私の顔なんか、見たくもありませんか？」

「つれないのはどっちだよ。ここ数日全く顔を見せなかったくせに」

「まあ、私も色々ありましたから」

　それに対して俺は、そうか、と頷うなずくことしか出来なかった。

「なんだか呆ほうけてますね。大丈夫ですか？」

「ようやくループを抜け出したんだと思ったら多少はな。なあ、俺は何かを手に入れることが出来たのか？」

「ええ、きっと」

　可お笑かしくなり、小さく笑みを漏らしてしまう。哀しみと苦しさばかりが残ったこんな未来でも、手に入れたものがあるという。

「あの時、なつみを突き飛ばしたんだろ？」

「──気付いてたんですか？」

「さすがにな」

　意識を失う直前に見上げたリンカの表情。そこには心配や焦燥といった色はなく、ただただこれが結果なのだと、そう何かを嚙かみしめるような苦しみだけが見て取れたから。

「未来では、これが正しい結果なんだろ？」

「……はい」

「それなら、仕方ないさ」

「……そう言ってもらえると、救われますけど、本当によかったんですか？」

「そう言われると、よかったなんて、到底言えないさ。でも、もう今更だろ？　なら、うん。やっぱり仕方ないんだよ」

「理一さんは、強くなりましたね」

　そう告げるリンカの表情。無理をして笑っているような、そんな歪いびつな顔色に思う。ああ、彼女もきっと苦しんだんだな、と。自分のしたこと、その結果、色んなことに苦しんで、そしてようやくここに来たんだな、と。

「なつみさんは？」

「ひどいな。正直、見てられない」

　自分が俺を傷つけた。Ｄｉデイーｖａヴアのこともリンカの正体も知らない彼女は、きっとそう思っているに違いない。だからこそ、途方もない罪悪感を抱いて、そして押しつぶされそうになっているんだ。

「私は、本当にひどいことをしましたね」

「それでも、やらなきゃいけなかったんだろ？　なら、背負うしかないさ。俺も、お前も」

「はい」

　ふっと、一息つけば、また別の思いが顔を覗のぞかせる。

「俺は本当はさ、未来なんか欲しくなかったのかもしれないな」

　窓の外を眺めながら口にする。

「後悔してるんですか？」

　それに対してリンカは涼しい響きの言葉で答える。

「ああ、してる。なつみは罪悪感で押しつぶされそうになってて、俺は治るかどうかもわからない傷を負ってさ」

「その割には、すっきりした声をしてますけど」

「それは、きっとあれだ。疲れてるだけだ」

　心は淡々と落ち着いている。なつみと一緒にいるときはあんなにも哀しみに暮れていたというのに、今はもう、凪ないだ湖面のように静かだった。

　心地よくもあり、同時に恐ろしくもある。きっといつかまた、この静けさが乱されることになるだろうから。

　それは後悔であり、未練であり、嘆きなのであろう。

　こんな未来じゃなかったのに、というみっともなくもダサいものに違いない。

　でも、きっとその度に思い返すんだろう。

　それでもなつみと生きる未来にたどり着いたんだって。すべては、ここから生きる俺ら次第なんだって。

「というか、そう思わなきゃやってられないよな」

　未来は苦しみと同義だ。

　哀しみに溢あふれていることだろう。

　それでも一緒に生きようと誓い合った。お互いの哀しみを抱きしめ合ったのだ。

「俺はさ、この先あいつと一緒にいなきゃならないんだ。なつみが抱いた罪悪感が俺のせいだとすれば、これから一生をかけてそれを拭ってやらなきゃならない」

　だから、これは決意だ。

　覚悟であり、そしてやっぱり誓いだった。

「苦しいですよ、この先は。罪悪感がある限り、なつみさんが理一さんに告白することはなく、たとえ理一さんから告白されようとも、絶対にあなたを受け入れることはありません。彼女は、あなたと幸せになる自分自身を許すことはないでしょう」

　きっと、リンカの言う通りなんだろう。

　今、なつみの胸の中は俺に対する罪悪感でいっぱいで、恋心なんて微み塵じんも抱く余裕がなくて、たとえ抱くことができたとしても、きっとあいつのことだから、封じ込めてしまうに違いない。

「理一さんもですよ。あなたの中にもなつみさんを傷つけたという罪の意識がある。だから、あなたたちはお互いに離れることもなければ、近づくこともない。呪いのような関係をこの先ずっと、その時が来るまで続けていくことになります」

　暗い病室の中、美しく輝く蛍光ブルーの瞳。真っすぐに見つめてくるその眼差しに、俺ははっきりと、頷いて見せた。

「頑張るよ。あれだけループして、ようやくたどり着いたんだ。それに、どう言ったところで、俺はなつみと一緒にいたい。だって──」




「俺はなつみが好きだから」




　結局、それが俺の本心なんだろう。どれだけ苦しかろうと、哀しかろうと、その想いにだけは迷いがないのだから。

「そうですか。それは、安心しました」

　やわらかな笑み。まるでなつみが浮かべるような微笑みに、自然と口を開いていた。

「なあ、俺となつみの関係を、なんて言うんだろうな。友達でも、恋人でもない、こんな関係を」

「それは、私にもわかりません」

　だろうな。結局これから先で、ふたりの関係性も見つけていかなきゃいけないんだろう。

「未来の俺たちは、幸せなのか？」

「ええ、きっと。これからあなたたちは、Ｄｉｖａという脅威に晒さらされます。それでも大丈夫。理一さんとなつみさんなら、きっと幸せな未来にたどり着けます」

「なんで、そんな風に言い切れるんだ？」




「私が、その保証だからですよ。……お父さん」




「今、なんて？」




「さあ？　それは未来でわかりますよ」




　そう言うと、リンカはクルリと踵きびすを返し、病室の扉を開く。静寂が染み出すような薄闇の中へ、一歩踏み出し扉を閉じた。その時彼女が残した言葉は、いつまでも胸の中に残り続けることになる。




「それでは、よき未来。よき人生を」










　あとがき




　初めましての方は、初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。藤ふじ宮みやカズキです。

　前作から一年、ようやく二作目をお届けすることが出来ました。前作とはガラリとテイストが変わっているとは思いますが、こちらもこちらで楽しんで頂ければと思います。

　ライトノベルもそうですが、物語は人生を彩り豊かにしてくれるものです。事実、私の人生が多くの物語と出会うことで、豊かになりましたし。だからこそ、私の作る物語で誰かの人生がほんの少しでも豊かになってくれれば、と願うばかりです。

　ここからは謝辞となります。

　ファルまろさん。胸を衝つくイラストを手掛けて頂き、本当にありがとうございます。絵の力ってすごいですね。なつみのとあるイラストを見た時、泣きました。ああ、これが彼女なのだと。この感動は、とても言葉では言い表せません。本当にありがとうございます。

　担当編集のＷさん。今回も本当にありがとうございます。色々と、ほんっとに色々とご迷惑をおかけしました。Ｗさんがいなかったら、きっとこの作品は完成しませんでした。

　他にも、この本を作る上で多くの人にお世話になりました。ありがとうございます。

　書き上げた今、物語を作るためにまだまだ出来ることがあるな、と改めて思います。これからも作品作りは継続していきます。引き続きよろしくお願いします。
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